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ら
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猟
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又
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友
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懇
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で
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砂
ま
す
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殊
に
本
書
を
印
刷
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
伊
澤
修
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先
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て
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地
の
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を
受
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る
事
を
得
さ
せ
ら
れ

た
の
は
誠
に
感
謝
す

べ
き
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
本
書
は
以
上
に
述

べ
た
や
う
に
、
西
洋
の
磧
儒
を
は
じ
め
、
本
邦
の
諸
先
生
諸
知
己
の

庇
蔭

に
よ
っ
て
成

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

ガ
、
唯
自
分
の
淺
學
ゆ
ゑ
に
、
そ
れ
ら
の
賜

　

を
無
に
し
た
や
う
な
失
策
も
あ
ら
う
か
と
、
恐
縮
致
し
て
居
り
ま
す
。

一
本
書
は
紙
數
に
制
限
も
あ
り
、
記
事
に
も
亦

】
定
の
範
圍
ガ
あ
り
ま
す
の
で
、
思
ふ
や

う
に
鈍
筆
を
揮
ふ
わ
け
に
ま
み
り
ま
せ
ん
で
し
た
ガ
、
著
者
は
唯
言
語
學
聲
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學
の
傳

道
者
を
以
て
自
信
し
、
聊

か
国
語
界
の
薦

め
に
盡
さ
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と
い
ふ
微
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に
過
ぎ
ま
せ
ん
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姻
囎
,欄
發

音

・教

授

洗

」

高
　

橋
　

龍
　

雄
　

著

緒

論

八

は
萬
物

の
靈

長

で
あ

る
か
、

こ
は
入

が
八
自

身

を

自

貢

し

た
八

間

の
定
義

で
あ

る
。

人

は
道

具
を

使

ふ
動

物

で
あ

る
か
、

こ
れ
も
入

間

を
他
動

物

界

か
ら

區

刑
す

る
程

の
、

確

な

定
義

で

は
な

い
。

あ

〉
入

と

は
何

ぞ
、

あ

ら
ゆ

る
學

者

は
、

こ

の

定

義

を

確

め
む
爲

φ

、

に
、

辛

苦

し
憂
慮

し

た

の
で
あ

る
。

入

は
人

自

ら
を
解

釋

せ
ね

ば

な
ら

ぬ
。
人

は
果

し

て
言

語

を
有

っ
て
居

る
の

で
、

萬
物

の

靈

長

で
あ

ら
う

か
、
ギ
ゴ

リ

ラ
と

か
、

今

ン
パ

ン
ジ
ィ
と

か

い

ふ
、

高

等

な
類

人
猿

は

、

最

純

論

耐
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二

、剔

簍

人
類
と
い
は
れ
て
甓

ホ
デ

ン
ト
ッ
ト
や
・

バ
ン
ク
素

あ

大

俗
言
語

』

よ
φ

も
、
　
一
層

・勝

つ
た
▼昌旨

語

音

聲

を
有

っ
て
居

る

か
も

知

れ

ぬ
。

成
　
程

か
う

い
ふ
や
う

に

、

極

端

と
極

端

と

の
例

を

も

つ

て
く

る
と
、
言

語

を

有

っ
て
居

る
と

居

な

い
と

で
.

入

.

間

と
他

動

物

と

を

區
刑

す

る
事

は

出
來

ぬ
.

丁
度

動

物

と
植

物

と

の
撮

別

を

立

て

る
時
　

、

に
、

最

下
等

の

ア

ご
ー

バ
、1

ど

、
高

等

植

物

の
蠅

取
草

と

の
間

に
、
・判

然

と

し

た
區
別

か

な

い
や
か

な
も

の

で
、

兩
極

端

を

捕

へ
て

く

る
と
、

區

別

と

か
定
義

と

か

い
ふ
も

の
も
、

や

》
曖

眛

に
な

っ
て
く

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

併

し

常

識

の
上

か
ら

い
ふ
と
、
動

物
植

物

の
區

分

が
明

か
に
立

っ
て
居

る
や
う

に
、

言

語

　

で
以

て
、

入

間

と

他
動

物
界

と
を
識

別

す

る
か
出

来

る
。

手

と
足

と

の
長

さ
か
大

抵

同

じ

円

く
、

頭

の
骨

が
大
抵

丸

い
と

か

い
ふ

や
う

な
、

人
類

學

上

の
入
間

の
定
義

を
、

強

ひ
て
擔
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ぎ

出

さ
な

い
で
も
、

言

語

が
話

せ

る

か
ら
♪

入

間

で
あ

る
と

い

へ
ば
、

入

自

ら
か
人

を
解

　

曙

潔

羅

隆

嵳

支
は
あ
ー
ヒ
舞

篝

説
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一
は
入
間
で
な

い
?

い
ふ
で
も
あ
ら
羨

こ
れ
は
戦
争
か
叉
は
病
気
で
・
四
肢
を
生

っ
た
人

を
指

し

て
、

八
間

で

は
な

い
と
、

い
ふ
の

と
、

同

論

で
あ

る
。

况

ん

や
唖

は
言
語

か
發
肇

ら
れ
な

い
の
で
は
な
文

聽
官
の
不
具

か
ら
く
る
の
で
は
な
い
か
亮

患

目
{

唖

學
校

の
生

徒

を
、

ペ

ル
氏

か
發

明

し

た
、

覗

話

文

字

で
、す

ら

/
丶

と

讀

書

す

る
唖

生

を

見

な

ん
だ

か
。　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

.

世

に

一
番

不

幸

な
も

の

は
、

何

で
あ

る

か

と

い

へ
ば
、

秀

麗

な

る
富

…嶽
、

ま

た

は
可
憐

な

る
妻
子

を
見

る
事

が
出

来

ぬ
、

盲

者

も

あ

ら

う

ガ
、

書

と
な

く
夜

と

な
く
、

人

類

肚

會

の

.

心
一意

ガ
、

聲

音

に

よ

っ
て
空

中

に
充
滿

し

て
居

る

の
を
、

聞

く
事

が
出

来

ぬ
唖

者

ほ
・ど
、

購
議
薫
鈴
糴
鷲
駕
郵破欝
縅
罎
葬
聞餐

唯

活

世

界

を

平
面

な
繪

畫

と

見

て
、

終

は
ら

ね
ば
な

ら

ぬ
、

盲

者

で

は
古

か
ら
學

潜
も

あ

っ
た
、

ミ
ル
}

ソ
に

せ
よ
、

塙

保

己

一
に

せ

よ
.

併

し
唖

者

で

は
時

の
古

今
洋

の
東

西
内

　

　

　

緒

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三



四

未
蕚

て
傑
出
し
た
入
が
な
い
の
を
見
気

響

ほ
と
不
嵳

も
の
は
あ
る
ま
い
.
墜

。

喨

た

る
脅
樂

の
妙

調

を
、

聞

く

事

が
出

来

な

い
位

は
ま

だ

し

も

の
事
、

彼

は
實

に
人

間
第

・

一
の
資

格

た

る
言

語

を
も

た

ぬ

か
ち
、

死

ん

で
}こ

の
世

を
終

ら

ね
ば
な

ら

ぬ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

こ
れ
程
言

語

は

大

切

で
あ

る
、
貴

重

で

あ

る
.

こ
れ

ガ

無

け

れ
ば
、

個
人

も

胱
會

も
國

{

家
職

殆

ど
生
存

す

る
事

が
出

來

ぬ
㍉
　
假

り
に

生
存

し

た
と

し

た
所

で
、、巖

石
累

凄
め

死

繭

畢

生
存
言

甲
斐

な
い
.
査

言
語
か
な
か
っ
た
な
最

善

を
作
お
警

出
　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽

な

か

っ

た

で

あ

ら

う

。
-

冷

日

で

も

國

家

の

生

命

は

、

國

藷

の

上

に

存

し

て

居

る

か

ら

、

…

國

語

が

亡

ん

で

国

家

が

亡

ん

だ

實

例

ガ

あ

る

、

印

度

を

見

よ

、

布

哇

を

見

よ

.

ま

た

國

語

一
…

書

ぽ
さ
段

全
あ

屬
國
と
す
華

か
祟

な
い
爲
論

発

嶺

國
の
國
語
を
『

撲

滅

し

よ
う

と
し

て
居

る
實

例

ガ
あ

乃
。

佛

土

な

る
獨
領

ア

ル
サ

ス
、

・
ー

ソ

ソ
ス
の
二

洲

を

見

よ
。

ま

た
露

領

の

ポ
ー

ラ

ン
ド
を
見

よ
。

而

し

て

ス
國
語

を
勃

起

せ
し

め
て
、

國

}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

家

の
獨

立

を
謀

ら
う

と

し

て
居

る
實

例

も

あ

る
。

日

本
語
族

と
同

脹

な

り

と
謂

は

れ

て
居

繭
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ノ

籍

蜘欝
韈
飆
臻
鋤

彫
編

∫

眞
義
が
解

せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
娃

非
常
に
幸
疆
華

で
あ
る
・
併
し
国
語
統

}

一
と

い
ふ
愉
快
な
騰

僕

ま
だ
こ
な
い
の
で
あ
る
・
而
し
三

日
章

く
・こ
の
愉
快
な

、

ボ

時
袋

く
る
や
う
に
す

る
の
は
・
全
國
の
小
學
校
諮

の
雙
肩
に
か
ろ

て
居
る
・
里

…
家
に
對
す
ゑ

大
責
任
に
あ
ら
う
患

ふ
・
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
つ
謦

言
語
國
語
の
如

・

…
何
を
・
科
學
的
に
講
究
し
・
確
固
た
る
知
識
を
基
礎
と
し
・

科
學
的
信
念

の
下
に
・
猛
然

心
と
勃
興
し
て

こ
の
戰
國
時
代

の
国
語
界
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
・
徒
ら
に
附
和
嚮

し
≦

駆

ぎ
立
蔑

信
念
の
な
い
確
志
の
な
い
・
雑

な
行
爲
嫁

癖

の
碆

摯

直
島

沿

却
し
て
了
う
の
で
あ
る
・
國
語
に
謝
す
る
執
浦が
醒
め
た
時
娃

國
民
と
し
て
は
死
ん
轟

鳶

で
あ
る
・
諸
君
は
死
な
ん
か
・
生
き
ん
か
・
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六

あ

・
言

語
国

語

は
、

こ
れ
程

大

切
な

、
貴

重

な
、

必

用

な
も

砂
で
あ
る

。

さ

て
言
語

と

は

何

で

あ

る
か

と

い
ふ
に
、
『
人

間

の
思

想

が
聲
音

に

よ
り

て
分
拆

的

に
あ

ら

は

さ

れ

る
も

の

、
で

あ

る
。』
而

し

て
言

語

と
思

想

と

の
關

係

は
、
本
書

で
述

ぶ

べ
き
も

の
で
な

い
か
ら
、唯
言

語

と
聲

音

と

の
關

係

を
述

べ
よ
う
、

こ
れ

ガ
即

ち

本
書

の
趣

旨

で
あ

る
。

耳

あ

る
者

は
聞

け
、

目

あ

る
も

の
は
見

よ
、

國

語

界

の
活

問

題

。

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
と
は
何
ぞ

　
　
　
　
　
第

印
章

　
　
　
　
　
』　

　

　

　

　

　

　

"　

　

　

　

　

　

　

一

手

に
も

取

ら

れ
ず
、
目

に
も

見

え

ぬ
、
而

し

て
ま

た
嗅

ぐ
事

も

、
昧

ふ
事
も

禺

楽

な

い
、
音

と

い
ふ
も

の
は
、

果

し

て
何

で

あ
ら

う
。

昔

は
實

に
不

可

思
議

な
も

の
と

し

て
、

研
究

せ

ら

れ

な

か

っ
た

が
、

併

し

文
明

の
力

は
、

邃

に

こ
の
痲

迦

不
可

思
議

の
音

を
捕

へ
て
、

箱
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◎

に
容
れ
董

暴

と

い
ふ
も
の
を
作
る
や
う
に
な
っ
た

需

の
力
は
・
實
に
恐
し
い
も
◎

　
で
は
な
い
か
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.

,音

を

研

究

す

る
學

問

は

、

物

理

學

で
、

而

か
も

そ

の

中

の
音

響

學

(臣
(δ
聾

一。の)

と

い

ふ
、
{

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

　

一
の
專
門
學
で
あ
る
.
音
を
大
別
し
て
、
二

と
す
。

　　　　　
音
(鬘

蕪

露
)
　

　

　

二

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ぴ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　

　

・
音

と

は
、

或

物
體

の
振

動

ガ
、

空

氣

に
波

動

を
與

へ
て
、

聽

官

t
達

せ
ら

れ

る
時

の
、

感

一

覺

を

い
ふ
。
波

動

と

は
、
物

體

の
振

動

が
、
空

気

に
傳

は

る
時

の
有

様

を
、
名

づ
け

た
も

の

冖

　
で
、

こ
れ

を
音

波

と

い

ふ
。

譬

へ
て

い
ふ
と
、

石
を

池

の
表

面
に
投

げ

た
時

に
、

そ

の
殺

げ

ら

れ
た
所

を

中

心

と

し

て
、

地
面

の
水

が
波

を
起

し

て
、

周

圍

に
擴

か

つ
て
行

く
と

の

同

じ

理

で
、

音

も

目

に

は
見

え

ぬ
が

、
波

を

う

つ
て
周
圍

に
擴

が

る

の
で
あ

る
。

そ

こ
で

物

理
學

者

は
色

々

な
器
械

で
、

音

聲

の
振

動

す

る
時

の
波

を
寫

し
取

る

の
で
あ

る
.　
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何
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1歪　　　ピ

八

　

さ
て

そ

の
振

動

の
、
　
一
定

時

間

に
　

「
定

の
波

動

を

與

へ
る
も

の
を
、

{樂
音

と

い
ひ
、
　
こ

　

れ
に

反
し

て
、

不

規

則

な
波

動

を

與

へ
る

も

の
を
、

騒
音

と

い
ふ
。

雷

霆

の
轟

く
音
、

驚

}

愕

の
叫

び
聲

、

李

た

4

い

へ
ば
、

調

子

に

の
ら

ぬ
音

が

騒
音

で
あ

る
。

併

し

こ
れ

は
あ

ま

,…

り

に
研
究

す

る
必
要

が
な

い
、

專
門

學
者

は

い

ざ
知

ら
ず

。　

　

　

　

　

、

、　

　

　

　

一

樂

音

㌧
癲
そ
研

究

す

べ
き
價

値

の
あ

る
も

の
で
、
、
こ
の
音

は
、
物

理
學

者

か

い
は

ゆ

る
『
温
度

輪

一
零

度

の
空

気

中

で
壓

力

七

六
〇

ミ
リ

ノ
ー

漸

ル
の
時

三
三

〇
、

七

ノ
ー

}

ル
の
速

度
を

も

・

　

つ
て
居

る
』

も

の
で
あ

る
。
こ
れ

を
文
學

的

に

い

へ
ば
、
花

に
鳴

く
鶯

、
水

に
す

む
蛙

の
歌

」

も
、

こ
の
音

で
あ

る
。

は

て
は
松

吹

く
嵐

、

磯

に

く
だ

く

る
白
波

も
、

皆

こ
の
樂

音

で
あ

…

　

る
。

ぜ

ア

ノ
、

オ

ル
ガ

ン
、

ヴ

ア

ィ
オ
リ

γ
、

琴
、

尺

八
、

三
味
線

に
至

る
ま

で
、

空

の

冖

雲

も
動

き
.
舟

や
か
た

の
塵

も
散

る
と

い
ふ
、

美

妙

な
音

楽

も
、

こ
の
楽

音

で
あ

る
。

而

㎝

　
し

て

叉
實

に
、

謹

聽

す

べ
き
教

師

の
講
演

、

親

愛

す

べ
き
朋

友

の
談

話
、

心

の
聲

、

心

の

　
音

と

い
は

れ

る
、

八
と

い
ふ
入

の
言

語

も
、

即

ち

こ
の
楽

音

に
外
な

ら

な

い
。

こ

の
楽
音

丶
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狹
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の
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貔
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説
明
す
る
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理
窟
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是
く
な
る
か
戦
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す
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戸
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め

ゼ

　
　
　

∠
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、

も

一
〇

即
ち
箜

圖
に
あ
る
矯

音
の
翳

嫁

蠢

す
る
時
の
幅
の
廣
警

宏

も
の
で
よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

が　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　
　

振

幅

が

廣

い

時

は

、

強

く

、

狡

い

時

は

弱

い

の

で

あ

る

簿

例

へ

て

い

ふ

と

、

大

鼓

を

打

つ

　

時

に

強

く

う

つ

と

、

輕

く

う

つ

と

、

音

の

調

子

は

か

は

ら

な

い

ガ

、

強

と

弱

と

の

差

別

は

…

知
驚

喇
堅

も
皋

簧

同
じ
調
歪

な
つ
て
居
る
覆

軽
く
吹
き
蠢

く
彈

　

ず

る
時

に
、

音

の
強

弱

が
區

捌

せ
ら

れ

る
。

こ
れ

は
皆

音

の
振
動

す

る
時

の
一

幅

の
廣
狹

に

よ

る
も

の

で
あ

る
。
第

一
圖

に
あ

る
圖

は
、

弱

の
振

幅

の
倍

を
強

に
し

て
示

し
た

の
で

ゑ

　

　

　

　

　

　

、

、　

.　

　

　

次
豊
田
の
襪

と
い
ふ
の
建

箜

圖
に
あ
る
饗

蓊

數
が
多
い
と
膏

な
竕
、
少
　
、

い
と
低

く
な

る
。

第

一
圖

は
丁

度
倍

の
高
低

を
示

し

た

も

の
で
あ

る
。

な
ほ
樂

器

に

つ
い

{

て

い

ふ
と
、

ヴ
ァ

イ
オ

リ

ン
で

は
、

糸

金

が
卷

い
て
あ

る

一
番

太

い
糸

が
、

"
番

低

い
音

で
、

第

四
番

目

の

一
番

細

い
糸

が

.

一
番

高

い
音

で
あ

る
、

尺

入

で

い
ふ
と
、

五
孔

を

皆

押

へ
た
筒

音

が
、

一
番

低

い
音

で
、
婁

孔

が

一
番

高

い
音

で
あ

ろ
。

そ

の
他

ど

ん

な
樂

器



岬

贈

引

も
∩
皆
高
低
の
馴

到

創

る
の
で
・

斡

で

は
、

こ

れ

を

七

通

の

に

わ

け

て

居

る
。
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㎝　

と

し

て

あ

る
事

は

、

一軸　

ら

》り

.
-

　

て

、

種

々
な
音

を
出

す

の
で
あ

る
.

西
洋

の
樂

譜

　

　
　

オ

ル
ガ

ン
や

ピ
ア

ノ
で

い
ふ
と

、

　

　

こ
の
七

調

の
音

ガ
、

こ
の

や
か

に
音

の
強

弱

と

高
低

と
は
判

然

た

る
區

別

ガ
あ

る
.

　

　

　

區

別

を

混
同

し
、
『
高

聲

で
放

歌

す

べ
か
ら
ず

』
と

か
、
『
大
聲

に

て
談

話
す

べ
か
ら
ず

』

と

か
い

ふ
事

を
.
同

じ

義

と

心

経

て
居

る
。

高

い
聲

で
歌

へ
ば

と

て
、

決

し

て
入
釜

敷

も

あ

る
表

い
し
.
低

い
聲

で
談

話

し

た
と

て
、
あ

ま

の
他

人

の
邪
魔

に
な

ら

ぬ
事

は
あ

る
ま

い
、

レ
　

跡
　

脇
　

蝣
.
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誰

も

唱
歌

な
乏

に
あ

る
事

で
あ

る

か
ら
、

よ

く
知

っ
て
居

る
事

で
あ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
の

　
　

　
　

　
　

　
　

ゴ
番

よ
く

わ

か

る
。

即

ち

オ

ク

タ
ー

ヴ
と

い
つ

・

　
　

階

級

を
成

し

て
、

左

か
ら
右

に
排

列

し

て
あ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

然

る
に
世

人

は
往

々

そ
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音
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何
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じ

邁
鞭

の
男

子

の
聲

の
振

動

数

は
・
・
テ
ー
ル
蹄

ち
低

音

で
八

一、一・

五
乃

至

三

二
九
困
七

・

叉

バ

繭
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・
,　

繭

ス
即
ち
高
脅
で

一
四
入
、
五
乃
至
四
九
五
で
あ
る
ガ
、
通
常
の
女
子
の
聲
の
振
動
數
債

ア

繭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

じ　

イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ル
}
即

ち
低

音
で

一
九

七
乃

至
七

〇

四

、

叉

ソ
プ

ヲ
ー

ン
即
ち
高

音

で
二
六

四
乃

至

一
〇

繭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　
　

　

　

　

…
.

五

六

で

あ

る
。

而

し

て

叉

サ

イ

ン

γ

徐

鬥①
=
)

ど

い

幡

器

械

に

か

け

て

見

る

と

、

通

常

の

}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ら

入

の

耳

で

ほ

、

一
一
〇

の

振

動

数

よ

の

下

の

低

い

音

は

聞

く

事

が

出

來

ぬ

。

又

三

〇

〇

〇

の
,
繭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-　

　
　

　

　

　
　

一
晒

振

動

數

よ

り

上

の

高

い

音

億

、

聞

く

事

が

出

来

な

い
と

い

ふ

事

で

あ

る

。

兩

極

端

で

い

つ
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ゆ

た

所

で
.

二

〇

か
ら
三
〇

〇

〇

ま

で

の
間

の
振
動

數

態
、
音

入

々
類

の
耳

に
す

垂

ガ
、

{.

出

来

る

の

で
あ

る
ガ
、

日
常

の
言
語

に
は
、

唯

そ

の
中

間

の
幾
部

分

の
振

動

で
、

話

し

て

繭

居

る

の
で
あ

る
。　

　

　

　

.　
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・　

・　

-
.　

　

　

Ψ.　

　

彌

次

に
音

色

と

い
ふ
事

は
、

そ

の
源

因

説

明

に
な

る
と
、

至

て
高

樹

な
墨

理

で
あ

る
。
併

し

輙

簡

短

に

い
ふ
と
、

凡

て

の
物

体

が
振

動

す

る
時

に
、
音

波

を
起

す

の
で
あ

る
ガ
、

そ
の
中

繭

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
…'

の
主
な
ゑ

n
碆

蛬

随
と
い
っ
て
、
そ
れ
と
同
慶

起

る
蓼

雑
多
の
属H
婆

、
聖

日
と

…
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右

の
第

二
圖

は
、

西

洋

の
聲

音

學

者

ガ
、

ア

そ
ウ

エ
オ
の
母

音

の
音

波

を
、

器
械

に

か
け

　

て
寫

し

と

っ
た
も

の
で
あ

る
.

初

め
器
械

で

と

っ
た
時

は
、

細
微

な

も

の

で
あ

る

の
を
、

見

易

い
や
う

に
、

太

く
書

き
改

め
た

の

で
あ

胤

こ
れ

は
即

ち

前

に
述

べ
た

副
音

を
異

に

{
す

る
所

か
も

し

て
、

音

色

を
異

に
す

る
有
様

を
、

實

驗

し
た

も

の
で
あ

る
.

な

ほ
音
色

と

　

い
ふ
事
を

、

物

理
學

か

ら
説

く

と
、

高

樹

難
澁

に

な
、つ

て
く

る

か
ら
、

通
俗

韵

に

説
述

し

一
、

　

て

鉛
か
う
.

人

で

い

へ
ば
、

男

と
、

女

乏
。
小

僕

と
、
日
本
人

乏

、
外
國

人

と
.
楽

器

で

い

∵

紫

も
の
へ

管

の
ζ

金
属
の
も
の
ζ

皆
そ
れ
ぐ

の
菖

客

馨

別
で

　

あ

る

.

醐{

さ

て
鴬
日
を
研

究

す

ろ
學
問

ば
、
以

上
述

べ
た

や
ジり
な

次
第

で

あ

る
ガ
、
言

語
學

上

か
ら

は
、

課

に
入
の
馨

ぞ
の
み
研
究
す

べ
き
も
の
で
あ
る
か
軋

こ
れ
を
肇

日
黌

ぴ
。昌
.獣
・、)
乏

一

い

っ

て
、

一
般

の
一音

響

學

の
中

か

ら

、

又

専

門

科

と

し

て
獨

立

し

て
居

る
.

本

書

は

即

ち

-

一、
そ
の
聲
音
黌

爰

書

し
て
邇
ぷ
べ
き
も
の
で
あ
る
叟

ま
つ
入
の
讐

は
い
劣
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人

の
言

語

聲

音

は
、

ど

う

い
ふ
機
關

に

よ

っ
て
出

る

か

と

い

ふ
に
、

造
化

の
巧
妙

な
機

關

で
、

肺

臓

の
空

気

が
流

れ
出

つ

る
時
、

喉

咽

の
内

部

に
あ

る
聲

帶

と

い
ふ
も

の
が
、

振

動

す

る

の
で
あ

る
.

尤

も
亜

弗

利

加

の
野

蠻
人

ホ

ソ
テ

ン
}

ヅ

ト
と

い
ふ
支

族

は
、

外

部

の

空

気

を
内

へ
吸

ふ
時

に
も

發
音

す

る

と

い
ふ
事

で
あ

る
ガ
、

こ
れ

は
實

に
除

外
例

で
、

世

昊

多
數

の
人
類

は
・
皆
外

へ
出
す
時
の
慧

で
發
砿日
す
る
の
で
あ
る
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手
風
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、
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う
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は
あ

る
ガ
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顧

る
の
在

営
で
・
又
至
當
で
・
而
し
て
便
利
で
・
優
美
で
あ
る
・
　

　

　

　

…

さ

て
肺

か
ら
出

る
空
気

ガ
、

外

へ
出

る
時

に
、

言

語
聾

者

か
出

来

る
と

な

れ
ば
、

そ

れ
が

如

何

に
し

て
、

叉

何
故

に
、

如

何

な

る
音

を
發

す

る
に
至

る

か
と

い
ふ
事

を
、

研

究

せ
ね

ば

な

あ

ぬ
。

そ

こ
で
生

理
學

解

剖

學

の
力

を
借

り

て
、

發

音

に
關
係

あ

る
部

分
、

即

ち
咽

喉

部

の
説

明

を

せ
ね

ば
な

ら

ぬ

。

即

ち
箝

三
圖

に

あ

る
通

り
、

聲

帶

か
ら
出

る
音

ガ
、

ロ

へ
出

る

の
と
、

鼻

へ
ぬ
け

る

と
、

の
二

つ
に
な

っ
て
居

る
.
而

し

て
鼻

へ
ぬ
け

る
時

は
、
軟

口
蓋

か

下

に
埀

れ

る

の

で
あ

る
。

軟

口
蓋

の
中

央

の
端

仁

垂

れ

て
居

る
も

の
ガ
懸

壅

垂

で
、

ロ
を
太

く
開

い
て
、

鏡

に
照

し

て
見

る
と
、

よ
く

わ

か
る
.

而

し

て
そ

の
下

に
あ

る
會

厭

は
、

ロ

の
葢

で
あ

っ
て
飮

食

す

る
時

、

食

物

が
肺

へ
行

か
ぬ

や
う

に
、

第

二
圖

(
セ
)
の
軟

骨

の
上

に
、

横

に
倒

れ
塞

が

り

て
、

そ

の
通
路

を
遮

断
す

る
の

で
あ

る
.

食

事

し

な

か

ら
、

物

を
云

ふ
事

ガ
、

出
來

ぬ

の

一

億
、

こ
の
薦

め
で
あ

る
.

又

食

事

し

な

か

ら
、

強

ひ
て
言

は
う

と
す

る
と
、

肺

の
空

氣

ガ

5第

二

章
∬

　
發

聲
,
機

關

一
七



、　　　♂「

、

♂

.

t辱

φ

島

ノ　　
　

母

一
入

一
時

に
迸

發

も

て
、

咳

を

生

じ
ふ

食

物

か
肺

臓

に
入

ら

ぬ

や
う

に
、

正

當
防

禦

を
な

す

の

一

で
あ

る
。

實

に
造
化

の
巧

妙

ガ
、

自

然

に
備

っ
て
居

る
事

か

わ

か
る
。「　

・　

　

-
…
,
三

而

し

て
發

聲
機

關

の
中

で
、
.
最

も
大

切
な

も

の
は
、

音

を
起

す

本

で
あ

る
所

の
、

聲

帶

と
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い
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か

ら
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を

少
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く

精

密

に

説

明

せ

ね
ば

な

ら

ぬ
紬
併

し

こ
れ

を

ぐ

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

塾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

と

く

し

く

説

明

す

る

之

、

長

ぐ

な

る

か

ら
、

圖

で

示

さ

う
。
　

　

　

一

り　

　

・

「
、

㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

　
　
　
,、、、

側
面
鬮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一、
李
面
圖
　
　
　
　
　
　
　
三
、
ウ
イ
リ
ス
践
の
人
工
聾
帶
　
　
一

、(圖四第)圖 の滯聲 ・

愈窘4賑㌘
　　ll㌧,　＼ 　　1,　　葺訴w

・　 ＼

　　夢、　 　 趨

　　,蠹繍1湘,,∴1∴

」
づ
J
i

騾

《

熱
燮
響

　篤

彡
憲

誌霧
鑿

　
鰐

即
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輔
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聲

帶

を
側

面

か
ら
見

た
圃

で
、

て
居

る

の
で
あ

る
.

喉
頭
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に

手

を
あ

て

〉
唾

を
呑
ん

で
見

る
と
、

昇甑
　覦

・

　

　

　

　

ち　　ぢ
コく　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　
　

　

　

　
ザ　　
ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'
…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鴨
㎝

外

部

の

軟

骨

が

累

々

と

重

な

ウ

}

　

　

　

　

ぐ

る

ノ
＼

と

上

下

に

…

極丿擁
イ

.　　　　　∂



頻

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一

　

　

動

く

も

の

ガ

あ

る

,
鹽
俗

に

の

ど

笛

と

い

ふ

の
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即
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こ

れ

で
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入
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と

か

い
ふ
、

種

々

な
名

稱

か

つ

い
て
居

て
、
都

合

九

穂

の
軟

骨

か
ら
成

ψ

立

て
居

る

ガ
、
こ

㎝

　
　
れ
ら
の
説
明
絃
言
語
馨

に
關
係
潅

ぐ
・
あ
ま
り
に
醫
者
ら
し
く
な
っ
て
く
る
か
儀
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止

め
よ
う
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第

三
圖
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第
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、

聲

帶

を
王

か
ら

見
た
圖

で
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闘

牛

の
A
A

は
聲
帶

で
、
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聲
が
出
る
特
長

左
右
に
破
裂
す
る
か
ら
、
そ
の
名
を
得
た
も
の
で
あ
る
.
李
を

言

へ
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ぱ
、
木

の
葉
を
卷

い
て
鳴
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藁

笛
と
い
ふ
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と
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合
で
・
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方
の
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帶
漢
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幽
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や

う

な

形

で
、

下

方

は

木

製

で

、

上

部

は

皮

で
造

っ

て

あ

る
.

こ

の
皮

即

ち
圖

中

の

冒
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ヨ

ロ
、
は
、
聲

帶

に

當

る
.

而

し

て

ハ
、

ハ
は

キ

ル

ク

や
う

の

も

の

で
渣

っ

て

あ

つ

で
、

破

裂

へ

軟
骨
に
當
っ
て
居
至

そ
こ
で
圖
中
の
イ
即
ち
下
方
の
孔
か
意

を
吹
き
込
む
ζ

;
色

度

の
聲
帶
が
振
動
す
る
の
で
あ
る
・
丁
度
笙

の
舌
の
上
に
緑
青
が
附
け
て
あ
る
と
の
同
鉱

理

で
、

こ
の
破
裂

軟
骨

は
振

動

を
助

け

て
居

る

の
で
あ

る
。

而

し

て
聲

の
高

い
と
低

い
と

一

峡

聲
帶
の
蠡

に
よ
る
も
の
飛

通
常
筆

の
整
容

斈

の
聲
帶
よ
畏

い
か
玉

男
Φ
聲
は
女
の
聲

よ
縦

低

い
の
で
あ
る
.
こ
れ
は
風
琴
を
解
剖
し
て
易

乱

調
子
△

高
く
な
る
程

舌
が
短
く
な
っ
て
居

る
の
で

そ
の
理
由
萌

瞭
で
あ
ら
廴

　

、」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

こ

の
聲

帶

は

、

薄

い
軟

な

膜

で

あ

っ

て
、

充

分

に
振

動

し

な

い
時

は

、

即

ち

瞬

き
骨

を

發

}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぜ　　　　　　
　　　　　
　

す

る

の

で

あ

る
.

通

常

の

談

話

で
、

入

に

聞

え

る

や

う

に

發

青
す

る

に

は
、

充

分

に
振

動

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

}

さ

せ

ね

ば

な

ら

漁
.

叉

諸

手

が
歌

を

謠

ふ
時

は
、

非

常

に
振

動

の
度

を

高

め

る
も

の

で

あ

{

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ
て

.、
の
薄

い
軟
な
膜
費

屈
伸
襞

變
化
自
在
に
な
る
の
で
あ
る
.
樂
器
で
讐

三



π

"

の
舌
か
孔
奚

章

色
々
に
變
化
さ
せ
る
け
引

句

割

劃

ぞ

ヨ

　

の
變
化

極

り

な

き
楽

器

に
伴

は

ね
ば

な
ら

ぬ

か
ら
、

聲

帶

の
巧
妙

な

事

は
、

唱
歌

の
時

に

　

當

っ
て
、
充

分

に
會

得

せ
ら

れ

る
で
あ

ら
う
。　

　
　
　

の

一
次

に

こ

の
聲
帶

か

ら
出

た
音

ガ
、

ど

う

い
ふ
反
響

で
鳴

る

か
と

い
ふ
事

を
、

知

る
の

が
肝

.

要

で
あ
る
.
三
味
線

の
胴
長

か
誇

れ
ば
、
文
楽

あ
っ
て
も
破
れ
て
辱

は
・
ど
ん

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

.{
な

に
變

な
音

か
す

る
か

と

い
ふ
事

を
知

っ
て
居

る
入

は
、

言

語

發
聲

が
、

唯
聲

帶

ば

か
り

.
で
、

明
瞭

に
發
音

せ
ら

れ

る
も

の

で
な

い
事

を
知

る
で

あ
ら

う
。

人

間

の
發
聲

機

關
中

、
,

}
こ

の
三
味

線

の
胴

に
あ

た

っ

て
居

る
も

の
は
、
口
腔

(第

三
圖

キ
)
で
、

物

理
學

者

は

こ
れ

　

を

共
鳴

室

走

い

っ
て
居

る
。

そ

こ
で
叉

こ

の
共

鳴
室

に

つ
い

て
簡

短

な

説
明

を
要

す

み
の

　

で
あ

る

　

即

ち
第

五
圖

に
示

し

て
あ

る
、

U

字
形

の
も

の
は
、

金
屡

で
作

っ
て
あ

る
。

こ
れ
は

音

叉

一
(夢

書

σq
き

き

　

と

い
ふ
も

の

で
、

最

も

單
純

な
音

を

發
す

る
も

の
と

し

て
あ

る
。

こ

の
音

第

二

章

　
.
發

聲

機

關

二

一

嘱興
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　ミミ
く
　く
　　
　く　　を　ゴ　るしじじく

　
　
　
く
つ

叉

を

ヴ

ァ

ィ

オ

9

ソ

な

ど

を

擦

る

弓

で

、

強

く

擦

っ

て

音

を

出

す

乏

、

振

動

を

初

め

る

の

一

で

あ

る

ガ

、

そ

れ

を

第

五

圖

の

如

く

、

木

製

の

五

方

を

圍

ん

で

一
方

を

開

け

た

木

枕

や

う

圖の室鳴共ぴ及叉昔

　　(圖 五 第)

繝
膨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

ば
、

と

れ

か

の
箱

が
鳴

る

の
で
あ

る
。

こ

れ
を
共
鳴

室

と

い
ふ
.

の

は
、

口
腔

で
あ

る
。

口
腔

は
即

ち

こ
の
木
箱

の
如

き
作

用

を
な
す

も

の
で

あ

る
か
ら
、

言

語

發
聲

の
共

鳴
室

で
あ

る
。

凡

そ
人

の
聲

帶

に
は
、

あ

ま
の

差

異

は

な

い
ガ
、

ロ

腔

に
は
大

小
廣

狹

の
差

が
あ

る

の

{

で
、
、各

人

各
種

の
音

色

を

異

に
す

る
事

が
多

い
。

そ

れ
で
聲

音

學

者

は
、
歯

科
醫

ガ

ゴ

ム

一
、

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

一

鰯

舗
韓
映が
擁

軽

{

あ
到

も
し
あ

箱
が
鳴
ら
ぬ
時
は
∴

第
四
圖

に
あ
る
如
丈

甲
乙
丙
と
い
廴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

各

種

の

箱
の
口
に
あ
て
が

う
て
見
れ

…

　
　
　
　
　
　
入
の
聲
募

共
鳴
室

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　̀
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皇
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…
で

齒

の

臺

を

作

る

や
う

な

も

の
を

こ
し

ら

へ
て
、

こ

れ

を

口
腔

に

挿

入

し

て

、
他

人

の
音

～

琶

を
眞
似
ね
女

寡

で
翁

底
鏨

日
が
出
來
ぬ
外
哭

の
音
を
戟

巧
妙
に
そ
の
遖
焦

を
眞
似
る
事
奮

来
る
の
で
あ
る
.
こ
れ
で
見
て
も
・
口
腔
は
非
常
に
聲
夢

殺
す
る
堅

匠

大
切
な
關
係
姦

て
譬

事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
・
　

　

　

戸
.
　

㎝

蓴

て
發
蘿

關
の
中
・
聲
帯
出

腔
と
の
説
明
を
し
た
変

そ
の
他
の
も
の
へ

皆
そ
些

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
み
Y
の
職
掌
を
以
て
居
て
、
言
語
發
聲

の
用
を
な
し
て
居

る
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
事
で

…

あ
る
変

あ
ま
り
に
生
理
學
解
剖
學
的

の
面
倒
な
事
に
な
る
へ

讀
者
も
厭
く
事

で
あ
ら

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

…
う
か

ら
、

速

に
言

語

の
聲

訟
日
に
説

き
及

ぼ
し
、

そ
の
中

で
發
聲

機

關

の
作

用

を

説

明

し

・
∴

-
う
.
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第

三

章

母

音

-
■

凡

そ
八

の
聲

音

を
大

別

し

て
、

清

音

と

濁
音

と

の

二

つ
と
す

。

こ
れ

は
聲

帶

か
振

動
す

る

と
、

し

な

い
と

で
分

る
の

で
あ

る
か

ら
、

發

苦

し

寒

か
ら
喉

頭

部

へ
手

を

當

て

》
見

る

か
、

叉

は
發
瀛
日
し
な

か

ち
、

兩

耳

を
兩
手

で
堅

く
押

へ
て
見

る
と
、

聲

帶

が
振
動

す
～る
も

}

の

は
、

掌

に

そ

の
振

動

の
響

が
感

ぜ
ら

れ

る
の

で
あ

る
.

こ
れ
が
郎

あ

濁
音

で
あ

る
。

こ

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

}

れ
に

反

し

て
少

し

も
聲
帶

の
振

動

を
感

じ
な

い
の
は
、

清

音

で
あ

る
。

清

音

は
無
聲

音

と

い
ひ
、

濁
音

は
有
聲

音

と

い
ふ
。

入

の
聲

音

を

ま

た

二
大

別

し

て
、

母
音

と
子

音

と

に
分

る
事

も

あ
乃
。

こ
の
分

ち
方

は
前

」

の
清
音

濁

音

の
區

別

と
・

丸

で
標
準

を
異

に
し

て
居

る
。

即

ち
母

音
と

は
發
聲

機

開

申
・　

…

唯
。
腔
の
障
靉

か
り
で
馨

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
蛮

書

は
屋

の
パ
ザ舌

も

か
、

唇

と

か
、

齒

}
、
か
、

黌

か
、

い
ろ

一

の
障

轡

よ
昂り
て
鑿

H
せ
ら

粘

り
も

ψ

ド



一

　

一

あ

る
.

こ
の
母
音
子
音
の
區
別
は
、
實
に
明
白
な
區
別
で
あ
る
が
、
舊
來
の
文
無
學
奢
憮

淫

皆
こ
れ
程
の
單
純
な
騎

を
も
知
ら
な
か
っ
た
も
の
と
旻

混

同
し
誤
解
歎
℃
罵

る
・

ま

た
母

音

は
飽

く

ま

で
も
、聲
帶

の
振

動

か

な
け

れ
ば
、發
音

せ
ら

れ

海
も

の
で
戯
国を

か
ら
。

無

論
濁

音

で
あ

る

べ
き

の
ガ
、

舊

來

の
文

法

で
は
、

唯

母
音

は
單
純

な
音

で
あ

る

か
ら
、

清

音

で
あ

る
と

思

っ
た

の
も

、

大

な
間

違

で
あ

る
。

以

上

遞

べ
た
事

を
表

に
作

っ
て
見

る

,
こ

、

丶

-

　　 聲
　　音～
子 　 　 母
.こ∫瓦 　　　　　　　こ:虻
田 　 　 　 　 　 F聖

画響
飾
響

～清
音

砲
1無

聲

音

ま　
　　　有
　　　聲
　　　音

恥

母

音

は

国

語

で

い

ふ

と
、

ア
、

　

、

イ

ウ
、

エ
、
オ

、

の

五

音

で

あ

る
。

な

ほ

精

密

に

い

ふ

第

三

章
　
　
母

音

二
五

气
气
レ
,



』謎

　
、

二
六

と

、十

六
通

り

の
母
音

ガ
あ

る
。
け

れ
と

も

そ
れ

は
あ

ま

り

に
聲

音
學

の
專

門

に
入

る

か
ら
.
～

ま

つ

こ

の
五
種

の
讐

に

つ

い
て
説

明

す

垂

と
し

ょ
軋

こ
の

ア
・

で
・

ウ
・

エ
・
,
…

オ
、

と

い

ふ
順
序

は
、

も

と
梵

字

の
字

母

表

の
排

列

を

取

っ
た

も

の
で
あ

る
か
ら
、

決

し

….

て
聾

者

的

の
排

列

に
ま

っ
た
も

の

で
な

い
事

は
、

勿

論

で

あ

る
。

今

こ
れ
を
聲

音

學

上

か

{

ら
分
け
て
見
ゑ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ご
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喉
頭
的
母
音

　
　
　
　
　
母
背

　
　
　
　
　
　
　

口
腔
的
母
音

即
ち
こ
の
喉
頭
的
母
音

の
ア
、

オ

れ

る

の

で

、

に

接

近

し

て

、

も

多

く

、

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

、

ウ
、

と

い

ふ
の

は
、

　
　
　
　
　
自
腔
の
障
礙
が
少
な
い
ガ
、

こ
れ
に
反
し
て
イ
音
と
工
瀞

署

　
　
　
　
　
　
そ
の
反
響
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、

　
　
　
　
而
し
て
イ
音
が

U
番
口
腔
に
接
近
し
、
即
ち
舌

の
中
部
を
高
め
て
、
肺

よ
り
出

㎝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

空

気

か

通

る

路

を

狡

く

す

る

の

で

あ

る

。

そ

の

反

對

で

、

ウ

音

は

舌

の

本

を

P

腔

に

近

一

ア
　
　
オ
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

エ
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　

…

　

主

と

し

て
喉

頭

か

ら

發

聲

せ

ら

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

、

銭

　
一
層
口
腔

}

強
く
發
音
す
る
時
は
・
・
振
叢

哉
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の
解
剖
圖
を
見
れ
ば

一

目
瞭
然
で
あ
惹

o

づ
け
ゆり

か 。

ら

、

低
調
と
な
っ

て

振
動
数
が
最
も
少
い

(
第
亠
1、

鬪

)

メユ

日

發

聲

の

圖

の
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轡̀

甥

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

二
人

　

　

　

　
　

を

讀
者
は
箜

ハ圖
ξ

按

舌
の
籤

引

ガ
・
腔
厨
の
鷺

饗

一

目
を
⊥

'

め

て
、

母

音

各

種

の
性

質

を

研

究

せ
ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ
..∴
乃
,ち

こ

の
圖

に

よ

っ

て
、

自

ら

}

實
驗
桜

叉
窪

を
し
養

驗
せ
し
め
る
必
要
ガ
あ
灸

全
体
讐

の
事
は
唯

書
物
の

…

上

で
空
論

を
吐

く

の

で
な

く
、

事

々
物

々
皆

實
驗

か
ら

こ
な

け

れ
ば

な
ら

ぬ
.
-
か

く
て

よ

く

仔

細

に
觀

察

す

る
と
、

ア
音

を
發
す

乃
時

は
、

舌

と

口
腔

と

の
距
離

ガ
、

一
番

遠

く

て
、

イ
孟.
を
發
す
る
時
は
、
舌

の
並剛
部
で
晨

に
接
斐

ウ
立.
毒

す
る
鷺

舌
の
後
遇

で
、

口

腔

に
接

近

す

る

事

か

わ

か

る

で

あ

ら

う

。

而

し

て

又

工
音

と

方
音

と

は
、

そ

の
4

㎝

舌

　

豆
・
　

　

　

問
の
距
讐

存
在
し
て
居
る
事
も
わ
か
る
で
あ
五

の
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.冖　
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.雕
鏨

　

　

暑

第
七
圖
に
示
し
た
三
角
形
緯

　日
發
聲
の
際

逐

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

七

　

　

　

　

　

と
口
腔
と
の
距
讐

示
す
薦
め
に
、
作
っ
た
も
の
∫

個

　

　

　

　

あ
っ
三

ご
角
形
の
底
角
嬬

。
腔
と
曩

距
離
な
る
蕊
、

　
　
　

＼
嘆.

　
冖・/

/　　　/

…
一
『
婁
8
8

ノノ

勿

　
　

/'

オ

音 ..
/
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工

毒、、
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、

適

イ

音



葦
ギ

　

ア
音

の
位

置

を
示

し
、

上

の

一
角

は

イ
音
、

他

の

一
角

は

ウ
音

を
示

し
た

の
で
、

そ
の
舌

　

の
前

の
部

分
と

後

の
部

分

と

で
、

口
腔

に
接

近
す

る
有
樣
を

、

區

刑

し
た

の
で
あ

る
。

而

.

　

し

て

イ
音

よ
の

ア
音

に
移

る
際

に
、

そ

の
中

央

で

三
者
が
發

せ
ら

れ

る
事

は
、

矢

の
方

向

.

　
　

　ま　

　

で
示

し

て
あ

る
.
ア
音

か
ら

ウ
音

に
移

る
際

に
馬
方
音

が
出

る

の
も
、
同

じ

關
係

で
あ

る
。

蔵

に

イ
螽
日
を

發

し

な

窒

ア
訪
日
に
移

ら

う

と
し

て
見

よ
.

必

ず

エ
と

い
ふ
譱
日
賽

せ
ら

…

れ

る

で

あ

ら

う
㍗

又

ア

幗

を

發

し

な

か

ら
、

ウ

音

に

移

ら

う

と

す

れ

ば
、

必

ず

方
音

が

發

.

墜

ら
れ
る
萋

わ
か
・。
で
あ
ら
廴

而
し
て
鑾

日
の
鬚

が
+
六
通
り
も
あ
を

い
,講

、

　

の

は
、

つ
ま

り

こ

の
音

と

音

と

の
問

に

、

數

多

の
種

類

を

生

す

る

も

の

で
あ

る
。

併

し

國

}.

一
飯還

-
の
薐

の
暑

の
外
篝

ま
暑

發
音
す
る
必
萎

い
.
聾

す
る
…

}

に
も

及

ば

ぬ
.

…
な

ほ
鏡

に
向

っ
て
、

こ
れ

ら

五
種

の
丹
青

を

發
聾

し

て
見

る
と
・

唇

の
位
置

が
各

異

っ
て

居

、φ
事

を
發

見
す

る

で
あ

ら
廴

.
、
れ

は
決

し

て
翌

日
喜

の
障

礙

に
よ

っ
て
響

ら

処

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

旨
旨

　
　
ギ
　
　
　
　
～
壁　
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第

三

章

　

母

音

二
九

驫醗



　

丶

三

Q

'

る

と

い
ふ

わ

け

で
は
な

い
ガ
、

舌

の
位
置

が
變

す

る
薦

め
に
、

唇

の
肉
筋

が
運

開

し

て
、

變

化

を
起
す

の
で
あ

る
。

今

こ
れ
を
圖

に
書

い
て
見

る
乏
、

第
八

圖

の
和

ぐ

に
な

る
。

ア

音

イ
音

ウ

音

エ
音

オ
音

(圖八第)置 位の唇

こ
の
唇

の
位

置

は
、

外

部

か
ら

よ
く

見

え

る

か
ら
、

生
徒

に
發
音

を
教

授

す

ろ
時

に
は
、

至
極

便
利

な
圖

で
み

る
。

こ
の
圖

の
通

り

に
、

母
霄

を
發

音

さ
せ

る
と
、

全

く

正

し

い
母

音

を

發

せ
し

む

る
事

が
出

来

る
。

な

ほ
地

方

に

よ

っ
て
、
汁

と

ウ
と
を

混

じ
、

又

イ
と

エ

と
を

混
ず

る
な
ど

の
誤

を
匡

正
す

る
に

は
、

こ
の
圖

に
示

し

た
唇

の
位

置

よ
り

も
、

初

の

、



　

間

は

一
層

強

く
唇

の
運
動

を

な

せ
、

而

し

て
後

漸
次

に

李
調

で
、

正

し

い
母

菅
を
發

す

る

　

事

が
出

来

る

や
う

に
し

な

け

れ
ば

な

ら
ぬ
.
母

音

の
教

授

は
唱

歌

科

で
は
勿
論

の
事
、

國

　

語
科

で
も
、

最

庵
大

切

な
も

の
で
、

こ
の
訓
錬

が
充

分

で

な

い
時

は
、

と
て

も

發

音
矯

正

　

な

と

い

ふ
事

は
、

思

ひ
も

よ
ら
ぬ
事

で
あ

る

か

ら
、

教

師

た

る
人

は
.

翼

に

よ
く
母
音

の

　

各
性

質

を
、

學

理

的

に
實

驗

的

に
會

得

し

て
、

充

分

嚴

密

に
、

こ

れ
が
教

授

を
施

さ

ね
ば

　

な

ら

ぬ
。

母

音

は
實

に
す

べ
て

の
聲

音

の
基

礎

で
あ

る

か
ら
。

'
母
品
目
發
聲

の
難

易

の
順
序

を

い

ふ
と
、
・
ア
音

と

方
音

と

ガ
、

最

も
容

易

で
あ

ら
う
。

ア
ー

と
か
∴

遷

か
い
ふ
罐

詞
は
・
萬
國
皆
里

で
あ
る
・
叉
ど
ん
な
小
供
で
鬟

こ
の

　

ブ

!

、

方

書

は

、

容

易

に

發

音

す

る

事

が

出

来

る
。

次

は

ウ
音

で

あ

ら

う

。
へ
こ

れ
も

あ

ま

　

り

骨

折

な

し

に
、

發

著

せ

ら

れ

る

も

の

で
、

ウ

ノ

ク
と

か
、

ウ

ナ

ル
と

か

い

ふ
語

の

も

と

↑

を

作

っ

て
居

る

の

で
、

自

然

に

發

音

せ

ら

れ

る

事

か

わ

か

る
.

最

も

困

難

な

も

の

は

、

イ

…

音

と

工
音

と

で

あ

る
.

こ

れ

は

前

に
も

述

べ
た

る
如

く
、

口

腔

的

母

音

で

あ

る

か

ら

唱

歌

㎝,

第

三

・章

　

母

音

三

品



'

三
ご

で
最
も
骨
の
折
れ
る
の
嫁

ご
の
二
音
で
・
叉
こ
の
一
著

轟

々
の
書

籍

拿

て
∴

多

く

の
方

言
卑

言

と

な

っ
て
居

る

の
で

あ

る

か
ら
、
ま
つ

母

音
訓

錬

の
順

序

と

し

て
、
第

一

}

ブ

賣

第
ニ
オ
賣

第
三
ウ
賣

第
璽

孟
民

第
五
善

と
い
ふ
や
う
な
順
唐

し
て

…
,

教
授
す
る
か
よ
か
ら
う
と
思
ろ

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
・

母
音

は
、
、
決

し

て
重

日
、
偽
り

も

鏨

目
す

る
に
容
易

で
あ

る
と

い

ふ

い
は

れ
は
な

い
.

寧

2

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

子

音

よ

り

も

困

難

な

も

の

で

あ

る
.

で

あ

る

か

ら

發

音

教

授

の
第

一
歩

と

し

て
、

母

音

を

}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

敖

接

す

る

よ

り

も
・

ま

グ

子

音

の
中

の
最

も

容

易

な

も

の

か

ら
始

め

て
、

そ

の

後

母

音

と

{

の
結
良

日
を
發
蓴

虜

、
再
莓

音
整

に
立
ち
返
る
と
い
ふ
風
に
し
飛

贅

す
べ
…

き
も

の

で
あ

る
。

本
書

で
母
音

を

ま

つ
第

一
曽

に
説

明

し

た

の

は
、

聲

音

學

上

の
順

序

と

…

し

て
、

こ

れ

か
ら
説

か
ね

ば
、

子

音

に

及

ば
れ

ぬ

か
ら

で
透

る
。

教

授
者

は
、

勿
論

本
書

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

記

載

の
順

に

よ

っ
て
は
な

ら

ぬ
.

本
書

の
根

本
的

智

識

の
概

念

を

以

て
、

各
教

授

法

に
關

∴

し
て
蓑

師
募

に
桑

を
作
ら
れ
ね
ば
な
轟

　

　

　

　

　
宀



●

噺

　
　
　
　
　
第

四

章
　

子

音

子
音

と

は
既

に
述

べ
た

如

く
、
口

腔

の
外
、
齒

、
唇

、
舌

、
鼻

等

の
障

礙

に

よ

っ
て
、

發

音

　

　
　

　

　

や

せ
ら

れ

る
も

の
で
あ

る
.

北
日
の
国

語
學

者

が
、

聲

謡
日
分

別

の
記

憶
歌

を
作

っ
た

の
を
見

る

　

に
.　

丶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
陣
慰

嚀

露

奮

青

翠

欝

や
・　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

は

ま
　
　
　
　
　
　
　
ぼ　
しん
　
　け
い
ゆう
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・　

,　

　

　

　

　

波

麻

の

ふ
た

つ
は

。

唇

の
軽

重

。　

　

　

　

'　

　

　

　

　

　

　

　

　

}

　

タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

と

い

っ

て
、

中

々

巧

妙

な

歌

で

あ

る

と

し

て
、

吾

々

る

小

供

の
時

、.
祀

父

か

ら

教

へ
ら

れ

　

た

事

ガ

あ

っ
た

の

を
馬

今

に
記

憶

し

て

居

る
。

今

日

で

も

國

學

者

の

文

典

と

い

ふ

と
》

大

～

祇

皆

こ

ん

な

も

の

で

、

ウ
、
ク
、
ス
、
ッ
、
ヌ
、
フ
、
ム
、
ユ
、
ル
、
の

九

音

を

、

父

音

(本

書

で

い

第

四

章
　
　
子

音

爵

無三

三



べ

、

6

三
四

ふ
子
音

の
事

)
と

し

て
.
こ
れ
に

ア
、
イ
、
ウ
《
ゴ
、
オ
、
の
母

音

を
配

合
す

れ
ば

、
五

十
音

圖
》

ガ
出

来

る
匙

思

ひ
。

同

行

中

の
五

音

は
、

皆

側

副
性

質

の
も

の
で
あ

惹
と

患

っ
て
居

る

の

で
あ

る
。

而

し

て
五
十

音

圏

外

の
も

の
、は
、

濁

音

と

か
牛

濁

音

と

か

い

つ
で
居

た
。

こ
れ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

ら

は

大

變

な

誤

で

、

と

て

も

御

話

に

な

ち

ぬ
め

で

あ

る
。

右

の

歌

は

別

に

解

釋

す

る

程

の

}

價

も

な

い

ガ

、
舊

來

の

研

究

.か

、
い

か

に

粗

雑

で

あ

っ

た

か

と

い

ふ

御

笑

草

に

ま

で

、

一
言

ド

述

.
べ

よ

う

。

ま

つ
阿

和

也

喉

と

い

ふ

の

は

、

阿

行

ア

、
イ
、
ウ

、
エ
、
オ
。
和

行

ワ
、
ヰ
、
ウ

、
エ

、乳

也

行

ヤ

・
イ

・
『

エ
・
ヨ
。
は

喉

音

で

・

多

行

タ

・
今
・
ヅ

、
.テ
・
}
b
良

行

づ

・
ゾ
・
ル
・
レ
・

…

　

丶　
　
　
　

:
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
{

肩
.
奈

行

ナ
、
二
、
ヌ
、
ネ

、
ノ
、
は

重

日
で

、
加

行

力
、
キ
、
ク
、
ケ

、
ユ
、
意

童

日
、
(奥

歯

璽

目
土

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ

い

ふ

積

り

)。
佐

行

サ

、
シ
、
ス
、
セ
、
ソ
、
は

歯

音

で

.
・
波

行

ハ
、
ヒ
、
フ
、

へ
、
ホ
、
は

唇

の

軽

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ　
　

　

音

で

、

痲

行

マ
、
ミ
、
ム
、
ノ
、
モ
、
は

唇

の

重

い

音

で

あ

る

と

い

ふ
義

で

あ

る

。
成

租

昔

で

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

こ
れ
か
名

歌

で
も

あ

っ
た

ら

う

ガ
、

合

日

か
ら

見

る

と
、

實

に
抱
腹

絶

倒

の
至

で
あ

る
。二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

而
し
て
五
十
青
圖
外
の
』
加
行
住
行
多
行
波
行
の
文
字
に
二
點
を
加

へ
た
文
字
を
、
濁
音

}

　

　

　

　

　

　

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}
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齢



と

い

ふ
の
は
、

當

っ
て
居

る

か
、

波

行

の
肩

に
圈

點
を

加

へ
た
も

の
を
、
半

濁
音

と

い

,♪

に
至

て
は
、,
實

に
可
笑

し

い
。

叉
次

清
音

と

い

っ
た
所
で

、

瞬
味

な
語

で
あ

る
。

何

で
清

宵

に
次

い
で
居

る
音

で

あ
る

か
、

少

し

も

い
は

れ

か
な

い
。
併

し

古

の
學

者

を
笑

っ
た
所

で
、

仕
方

か
な

い
、

こ
れ

か
ら
眞

面
目

に
、

子

音

の
如

何
な

る
も

の
な

る

か
を

研
究

し

よ

》
り

。

"併

し

な

か

ち

實

に
遺

憾

に

堪

へ
な

い

の

は

、

五

十

音

文
字

と

い

ふ

も

の

ガ

、

書

く
獨

立

の

子

音

を

あ

ら

は

す

事

が

出

來

な

い
事

で

あ

る
。

昔

の

學

者

が
、

聲

晋

學

に

踈

か

つ
た

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

は

、

生

理

學

や
解

剖

學

か

開

け

な

か

っ
た

爲

め

で

も

あ

ら

う

ガ

・

こ

の
椴

名

文

字

が

不

完

}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

丶

全

で

あ

っ
た

か
ら

で
あ

ら
う

と

思

は

れ

る
。

日

本

の
文

字

は
母

青

か
五

つ
と
、

其

他

子
訟
塑

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

漏

と
母

音

と
抱

合

し
た

成
熟

音

が
四
十

五
音

あ

る

べ
き

の

ガ
、

伊

呂
波

四
十

七

文

字

で
足

る

㎝

か
ら
、
三

文
字

減

っ
て
、
四

十

七

文
字

。

こ
れ

に

二
點

を
加

へ
た
文

字

ガ
ニ
十

文
字

と
、
波

行

の
唇

音

が
五

つ
、

そ

の
他

五
十

音

圖

に
入

り

て
居

ら

ぬ

ン
文

字

が

一
つ
あ

っ
て
、

合

計

第

四

章
　
　
子

音

墨

三
五

犠



三
六

七
十

三

文
字

偽

る
け

れ

ど
、

子

音

を
獨

立

に
あ

ら

は
す

事

が
出

来

る
文

字

は
、
唯

ソ
の

一

文

字

ば

か
砂

で
あ

る
。

そ

れ

で

こ

の
子

音

を
論

ず

る
時

に
、

椴

名
文

字

を
使

っ
て

は
、

大

・

變

な
誤

解

を
來

す

か
ら
、

ま

つ

子
音

を

論

ず

る
前

に
、

本
書

で
使

ふ
羅

馬

字

の
表

を
示

し

て

お

か

ね
ば
な

ら

ぬ
。

五
十

音

圖

の
文

字

は
、
ブ

イ
ウ

エ
オ
を
除

き

て
、

他

の
音

は
皆
母

音

と
抱

合

し

て
出

来

て
居

る
成

熟

音

で
あ

る

か
ら
、

子
音

を
あ

ら
は

さ
う

と

い
ふ
に

は
、

そ

の

中

か

ら

母

音

を

引

か

ね

ば

な

ら

ぬ

。
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一

極

11
関

　

　

ト

ー

噂

"

彭
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望

短

目

ま
つ
こ
れ
丈
続

沸

論 　 　 廴倉 　 　 即

撫瓢 ゴ
募 ㌢些些昌

震
る 》 ノ
o鑑 セ 陽 喫 随

そ 将!lll、
,　 ll噂 噂 ム・ 噂
し

で泄 罎 還
れ 鐔
を

表'

に
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塁

'

蟻

喚「
汐

♪

　
作

っ
て
見
る
へ

麟

の

や
シ

に
な

る
.

潜
音
繍

瀦

。

'
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曲
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丶

子
音
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舛
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F

も
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五
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　 ylb・f

・1丶v写τ"「sh
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噂

　

　

榊
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m
　

n
　

㎎
　

　

　

　

　

・

　ぞ

-
で

燕
か
若

妻

説
明
を
も
儀

、塔

婆

響

と
じ
ふ
灌

前
立早
髢

≦

・　

た

和

ぐ
、・
聲

帶

の
撮

動

し

な

い
も

の
と

、
、す

る
る

の
.壱

の
區

別
.の
各

で
お

孔
。
・右

表

に
掲

　

ザ

た
.盆

ψ

墮

⑲

s
.、h

f

曲

の
入

音

ば

、
皆

聲

帶

.を
振

動

し
な

い
で
發
音

す

る
事

が
出

.

稼

局
.
獻

に
右
の
釜

日
を
讐

つ
・、
、
喉
頭
部
に
手
を
畳
田
彦

か
、
又
ば
聾

を
雨
季
で
岬

㌃

　

　

　

、
　

第

、四

章

　

子

音

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三
七
.ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鴨

　

　

ノ

、

偽



〆　＼ヒ

噂

三
八

さ

へ
る
か
し

て
、
、發

普

し

て
見

れ
ば
、

直

に

わ

か
る
事

で

あ

る
。

で
あ

る

か
ら

バ

μ
ピ
.桝
.

プ

P

べ

μ
ポ

P
を
半

濁

音

と

い
ふ

の

は
、、
大

間
蓮

で
あ

る
、事

が
明

白

で
あ

ら
う
。

又

9
d

b

z

一

γ

w

r

m

n

㎎
の
十

一
音

は
、

盡

く
聲

帶

の
振

動
す

る
も

の
で
あ

る

か
ら
,

獨

音

で
あ

る
。

而

し

て

こ

れ
に

ロ

か
ら

と
鼻

か
ら
と

出

る

二
種

の
音

ガ

あ

る
。

こ
れ
を

ロ

濁
音

、
鼻

濁

音

と

い
ふ
。

炉
鼻

濁

音

の
中

で
、

㎎
と

い
ふ
音

は
、

無
論

日
本

の
假

名

文
字

に

な

い
ガ
、
.近

来

加

石

文
字

に

】
點

を
加

へ
て
あ

ら

は
す

事

あ

り
。
東

京

の
入

な

ど

ガ
、

常

に
ガ

ギ

グ
ゲ

ゴ
を
鼻

に

か
け

て

い

ふ
時

の
音

で
あ

る
。

而

し

て
又
密

閉

音
摩

擦

音

と

い

ふ

名

稱

は
、

大

に
注
意

す

べ
き
も

の
で

あ

る
。

密

閉

音

と
は
、

そ
の
音

を
發
す

る
時
、

即

ち

密

閉

せ
ら

れ
る

の
で
、

そ

の
音

を
發

す

る

や
否

や
直

に
斷

止
す

る
傾

ガ
あ

る
。
.
こ
れ
に
反

し

τ
摩

擦

音

と

い
ふ

の
は
、
摩

擦

し

て
出

る

か
ら
、

そ

の
音

を
長

く

つ

y
け

る
事

が
出

来

る
。

s

h

f

曲

z

一

γ

W

な

と

を
實
地

に
發
嗇

し

て
見

よ
、

い
つ
れ
も

長

く

そ

の
音

を

引

ぐ

事

が
出

来

お
。

そ
れ

で
舊

來

の
國

學

者

ガ
、

母
音

ば

か
り

が
長

く

そ

の
發

音

を
續



け

ら

れ
る
音

で
あ

る
と

い

っ
て
居

た

の
は
、

大

間

違

で
あ

る
事

が
明

白

に
成

っ
て
く

る

の

で
あ

る
。

而

し

て

r
は
摩

擦

音

の
種

類

で
あ

る
け

れ

ど
も

、

少

し

く
趣

を
異

に
し

て
居

る

冖
、

か
ら
、

、流
音

と
名

づ
け

た

の
で
あ

る
。

蓋

し
舌

を
曲

げ

て
、

そ

の
間

か
ら

流

れ
出

づ
る
傾

一

向

ガ
あ

る

か
ら
、

い
っ
た

も

の
で
あ

る
。

日

本

語

に
は

な

い
ガ
、

朝

鮮

語

や
西

洋

語

に

冖

は
・

こ

の
流
音

の
外

に

D

と

い
ふ
音

も

あ

る
。

併

し

国

語

で

は
必

要

か
な

い
か

ら

省

へ

く
。

以

上

の
表

は
、

子
音

の
種
類

上

か
ら
區

捌

し

た
も

の
で
あ

る

ガ
、

又

そ

の
發

聲

の
状

態

に

よ

っ
て
、

そ
か
性

質

上

か
ち

、
區

刑

す

る
事

か
出

来

る
。

こ
れ

は
前
表

よ
り
も

一
層

有
用

一

な
も

の

で
、

子
音

の
性

質

を
明

か

に
す

る
に

は
、

是

非

と

も

こ
の
性

質
上

の
分

別

を
悉

知

」

せ

ね
ば

な
ら

ぬ
。
　

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

　

　

・
　

　

　

　

　

　

　

　

…

そ

こ
で
子
音

の
種

類

と
性

質

と

を

U
括

し

て
、

表

に
作

っ
て
示

さ

う
。　

　

,　

-　

　

}

.
第

四

章

　

子

音

三
九

■



四
〇

一

一
　　

　　「

㍉
…

t　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　-

1し

…

」

　

{　一

　

　

」　…

{

　
㎝ 「

ー-

!…

4
ーー

舌
　
本

音

舌

上
　
音

舌

頭

音

『

/
性

種

/
質

　

則/　薬方　
　
/　　/
'

喉

音

　

臓

響
,

白

↓
{

顎置

蠣響

鑿日、
舳響

唇萱

繭

子音 「

閉音

f

…

!一

「

清
音濁音

一　ヒ

犀-
　　一

　
-̀

!
」鼻音

〆　

ー-

ーー

φ

1-

1

!一

…ー

ー」
ーー

ー}

一

ーー

隔　　1

!i

♂　一

…

戸
彳

.

曲1ー

ー,監　

一

∵

碗

吐
}

瀞

　

　

.
、

k　　g　I　　　　　　　I　i-苛　　11～　　一　ー
ー　　一

　-　　　卩　　19ーーーし…ロー

ー

=

…

}…

tー

ー

…

一{
ρ

!

ーー

ーき

巨ーー　　1　,　　　　　　　　　　～　…　じ」⊇一　　　　一

1　　5　,
　　　　　　　

一　　　　　　　一

　E　

L

τ

鬘　　　　　　　-
　　一

　　　　　　　

i

11

0　
1　-

i一

　　し

一　;

一　　　　一
　L　　　
」τ 一　ト

t　L

「

ーー

　　一
　　
　　　　
　　鴨　
　　
ト　　　　
　　

一
匣曙
　　　　
　　ー

ー　」

ー多

言蠱
曇19　
　　
ー

ー　
　　1
一

}÷

望

　

嘱　㎝

m　…

…一・}…一{へ

開
厂

音

陸田
」

,

h

、

、　

ー
ーー

雪▼

曲
一　　～

～F
軍

●

-」
り

「

㈹

}

S

』-

,

『

-　
　一

　　
　 I
　　　
　　　 I　

雪濁音

r

江!

　　　」

i

…　　ー

ーー

ー」

～

y

一

一

飆
Z

脳W
ぜ　

一

流
音

「

r

へ}

　

、

[

ま
つ
右
の
表
を
順
次
に
説
明
し
よ

先

登
.
の
種

類
上
の
分参

し

て

清

賣

塰見

㌦

撫

}



●

丶

晦　　絶、1こ溢

鼻

音

、

流
音

の
あ

る
事

は
、

既

に
く

説

明

し

た

ガ
、

閉
音

と
開

音

と

は
、

こ

の
表

で
初

～

て
出

て
来

た
名

稱

で
あ

る
。

さ

て
閉

音

と

は
、

前

表

で

い
っ
た
密

閉

昔

と
鼻

濁

音

と

を
合

…
/

併
し
て
い
ふ
名
稱
で
あ
っ
て

そ
の
發
幕

開
ち
ら
れ
て
居
る
禦

あ
る
か
良

い
つ
な

の

で
あ

る
。

而

し

て
開

音

と

は
、

そ
の
反
對

で
、

前
表

で

い

っ
た
摩
擦

者

と
流
音

と

を

合

}

併

し
た
名

稱

で
あ

る

か
ら
、

そ

の
發
音

を
長

く
續

け

る
事

が
出

来

て
、

即

ち

や

〉
ロ

を
開

}

い
て
發
音

す

る
傾

ガ

あ

る
か
ら
、

い

っ
た

の

で
あ

る
。
併

し

こ
の
閉
音

と

開
音

と

葱
、

斷

・

音

と
綴

音
と

の
義

で
あ

る
と
.

心
得

て
は
な

ら

ぬ
。

開

音

は
長

く

そ

の
發

音

を
續

け

る
事

…

ガ
出

来

る

か
ら
、
續

音

と

い

っ
て
も

よ

い
が
、

閉

膏
は

決

し

て

そ

の
反
對

で
、
・
斷

音
で

あ

…

る
と
、

早

斷

し

て
は
な

ら

ぬ
.

閉

　
日
の
中

の
皇

日
㎎
n

m
は

.,
皆

辱

そ

の
鑿

日
を
續

彑

る
事
か
出
来
る
で
は
な
い
か
。

こ
の
閉
音
開
音
と
い
ふ
名
稱
は
、
舊

の
音
韻
學
者
が
用

ひ

…

た
名
稱
で
あ
っ
て
、
英
語
の

日
暮
①ω
と

の
嘗
穹
誘
　
と
に
、
當

っ
て
居
る
も
の
と
思
は
れ

一

る
。　
　
　
・　
　
　
　
　
　

●　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

策

四

章
　
　
子

音

四

一



!レ

「　
　

㌔
、

㍉

あ

オ

四
ご

次
に
書

の
各
性
質
を
説
明
し
よ
廴

ま
つ
・

＼
.
　

　

　

"

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ　
　
　
　

ロ　
　

リ
　
　し

　

ヘラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

↑

墜

日
と

い
ふ
の
は
、
喉
頭
か
ら
鑾

日
嫁

れ
る
も
の
で
、
k

g

㎎

の
如
き
も
色

争
)
を
い
ふ
.

　

目

.

、
　

・

一

　

　

」

　

仁

・
喉
的

轢

訟
日
と

は
、

喉

の
音

で

は
あ

る
け

れ
ど
、

摩
擦

訟
日
の
性
質

を
有

っ
て
居

る

か

　

　
　

ら
、

喉

音

的
摩
擦

音

と

い

ふ
事

を
略

言

て

て
、
、
喉

的
轢

皿日
と

い
っ
た

の

で
あ

る
。
忘

{

　
　

の
如

き

は
即

ち

そ
れ

で
あ

る
。　

　

　

　

,

　
　
以
上

の
翌

日
は
.
舌
の
後
部
で
發
聲
せ
ら
れ
る
か
曳

二
つ
併
せ
善

杢

口
老

い
ヤ…

　
　

ふ
。
　

　

　

・　

　

　

　

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

」　

　

　

　

　

　

　

　

,　

『
"　

}

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
卿　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

　
三
　
顎
音
は
、
主
と
し
て
上
顎
即
ち
口
腔
に
觸
れ
て
、
發
着
せ
ら
れ
る
の
で
、
,
上
顎
音

}

　
一
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

{

　
　

と

い

ふ
事

を
顎

音

と
略

し

て

い

ふ
の
で
あ

る
.
'
　

,
　

、
　

・
　

　

}

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

四

　

顎

的

轢

者

は

、

上

頚

的

摩

擦

音

と

い

ふ

事

で

、

顎

的

で

は

あ

る

ガ

、

摩

擦

し

て

出

}

　

(

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

　

さ

れ

る

の

を

い

っ

た

も

の

で

あ

る

。
　

　

　

,

、　

　

冨　

　

　

　

-



丶

「

　

以

上

の
;

者

を
、

舌

の
位

置

か
ら
見

る
と
、

舌

の
中

央

部

で
發

音

せ
ら

れ
る
感

が
あ

　

る

か
ら
、

こ

の
一
一
つ
を
併

せ

て
舌

上
音

ど

も

い

ふ
。

曲

　
歯

音

は
、

主

と
し

て
齒

の
障

礙

に

よ

っ
て
發

音

せ
ら

れ

る
も

の
で

あ

る

か
ら
、

齒

(　

の
拔

け
た

入

に

は
、
完

全

に
發
音

す

る
事

が
出

来

ぬ
音

で
あ

る
。

七
d

n
の
音

を
、

　

齒

の
拔

け

た
入

に
發

膏

さ
せ

て
見

よ
。

殉

　
齒

的
轢

音

と

は
、
齒

的

摩
擦

音

と

い

ふ
義

こ
れ

は

一
層
齒

に
故
障

の
あ

る
人

の
、

(　

到
底
發

音

さ
れ
な

い
音

で

あ

る
。

S

Z

の
音

の
如

く
。

　

以

上

の
;

者
を
、

舌

の
位

置

か
ら
見

る
と
、

舌

の
前

部

で
發

音

せ
ら

れ

る
傾

が
あ

る

　

か
ら
、

こ
れ

ら
を

舌

頭

背

と
も

い
ふ
.

劫

唇

音

と
は
、

讀

ん

で
字

の
如

く
、唇

の
晉

で

あ

る
、
P

B

皿

F

W

の
如

き
音

を
・

(　

唇

を
押

へ
、

又

は
唇

を
動

か

さ
な

い
で
.

發
苦

る

よ
う

と

し

て
も
.

到
底

出

来

べ
か

　

ら

ざ

る
事

は
、

明

か
で
あ

る
。
　

　

　

　

,　

　

　

　

　

　

　

　

.　

　

　

　

、

盆
　

熱

肄

第

四

章
　
　
子

音

四
三



四
四

`

以

上

述

べ
た

喉
音

、

喉

的

轢
音

、

即

ち

舌

本
音
。

顎

音
、

顎
的

轢

音
、
即

ち

舌
上

音
。

齒

音

、

齒

的

轢
音

、

即

ち
舌

頭

膏
。

と
、

唇

音

と

は
、

子

音

の
性

質

上

の
分
類

で
あ

っ
て
、

こ

の
性

質

を
悉
知

す

る
事

ガ
、

聲

音
學

の
本
領

で
、

發

青

教

授

の
基

礎

と

な

る
も

の
で
あ

る

か
ら
、

充

分

に

理
會

せ
ら

れ

ね
ば

な

ら

ぬ
。

そ

こ
で

こ
れ

か
ら
.

一
、々

解

剖
圖

に
照

ら

し

て
、

そ

の
有
様

を
實

地

に
示

さ

う
。

k

g

欝

を
發
音
す

h

を

發
音

す

圖の聲騒音本書

　 (圖九第)

　

右

の
圖

の
如

く
、

舌

本
音

の
内

で
、

喉

音
と
喉

的
轢

青
と

の
差

異

は
、

明
白

で

あ

る
。
而

・

}



`

,
し

て
喉

骨

の
k

9

㎎
の
三

種

は
、
.
殆

と
同

じ

状
態
に

よ

っ
て
發
音

せ

ら
れ

る
。

を

は
不

可

　
思

議

の

や
う

で
あ

る
が
、

決

し

て
同

一
の
状
態

で
は

な

い
、

右

の
圖

は
唯

そ
の
時

の
舌

の

　
位

置

を
示

し
た

ま

で

y
φ

る

か
ら
、

同

一
の
状
態

と

し

て
書

い
た

の

で
あ

る
け

れ
ど
、

k

　

　
　

曲

を
發

音

す
　

　

　

　

　

　

　

　
Y

を

複

音
す

　

　

　

　は
清

音

で
、
聲

帶

が
振

　

　
　
　

　

-
し

(圖 十 第)圖 の 聲 發 音 上:青

碧

嚢膨
プ 　 _

r

を

叢

脅

す

　

　

　

ヲ

晦

乙

紘8

動

せ
ぬ
。
9
は
濁
音

で
、

聲

帶

が
振

動

す

る
。

㎎

は
鼻

音

で
、

鼻

に

か
.}

る
の
で

あ

る
、

唯

右

の

圖

は
、

舌

の
位

置

ば

か

り

を
示

し

た
も

の

で
あ

る
事

を
、

忘

れ

て
は

な

ら

ぬ
。

第

四

章
　
　
子

音

四
五



四
六

)圖 の 聲 發 音 頭 古

塁丶

羨 彦
音 　
す

　 第
　 十
　 圖

tへ
d皆

n舌

を の

襲 中
音 央

ナ 部

(圖 一 十 第

皆
舌
の
中
央
部
で
出

る
舌
上
音
で
あ
る
ガ
、

　

　

身
,

」

、

,霹

　

　

　

　

く
は

し
く

い

へ
ば
、

顎
音

と
顎

お

彪

を

叢

音

す

的

轢
音

と

は
、

分

か
れ

」

7一 ＼丶　 　 膾 一う7

で
あ
裹

清
章

濁
菅

暑

あ

差
ガ
あ
る
の
萎

音
が
異
っ
て
鬢

墨

　

て
居

る

か
ら
、

前

に
説

　

述

し
た
學

理

に
照

ら
し

厂

て
、
そ
の
圖

の
通

り
に
、

　

發

音

を
實

驗

し
、

そ
の

　

異
同

を
充
分

に
會
得

せ

・.

ら
れ

ね

拭
な

ら

ぬ
.

次

　

は
舌

頭
音

で
あ

る
。

端
叶
驫
籏

趣

・・



＼

O

と
Z

と

も
清

濁

の
差

別

は
あ

る
ガ
、

舌

の
位

置

は
同

じ

状
態

で

あ

る
。

と

い
ふ

や
う

に
、

T

の
清

青

と
S

の
清

音

と

合

し
.

又
D

の
濁

音

と
、

(圖 二 十 第)圖 の聾 發 音 唇

p

4

を

發
音

す

　
　
　
　

＼

拶

(醜
　

　

　

'

　

　

　

/

　

　

　

　
/

　

m
を

發

音

す

　

　

　

タづ
f

を

發

音

す

、

　

　

、
　
　
}

　

　
ら　
　
　
　

ね

　

　

　

　

　　
ヘ
ヤ

　

　

し

　

、、、

W
を

發

音

す

-A

励

弩
　
　
　

　
　

　
　

　

而

し

て
魯

ま
た

廊

　
　
　

　
　

　
　

　

Z

の
濁

菅
と

合

し

　
　
　

　

た

も

の
も
、

舌

の
位
置

は
同

～

　
　
　

　

じ

で
あ

る
。
こ

の
給
電

は
、國

　
　
　
　

語
で
い
ふ
と
・

ツ
又
は
ヅ
L

∵

い
ふ
時
一

初
の
堂

　
　
　
　

前
に
羅
馬
字
で
對
照
し
た
塑

　

　

　

　

く

、
　
随

一

呼

11
誘
葺
一
部
H
齢。ね●

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

}

　

　

　

　

曳

-

噂

"
曾
二
一
調
11
曾

　
と

…

　

　

　

　

な

る
も

の

で

あ

る

,
(英

語

で

繭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

d3
と

為

書

く

本

書

第

七

章

{

　

　

　

　

十

二
、

ズ

と

ヅ
と

の
混

団

参

第

四

章

　

.子

音

四
七



ノ

奪

四
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

'　

　

㎜

照
)　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

.4　

　
　

　
　

σ　

　

い

右
の
圖
に
よ
れ
ば
、

P
の
清
音
と
わ
の
濁
音
と
は
、
そ
の
發
音

の
際
、
舌

の
位
置
を
同
じ

}

状
態
に
お
く
も
の
で
あ
る
ガ
、
他
の
唇
音
は
、
皆
そ
れ
!
丶
そ
の
位
置
を
異
に
し
て
居
る

㎜

事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　
　
　
　
　

-.
.
-・

序
に
、
以
上
の
諸
圖
で
示
し
た
内
の
、
鼻
音

㎎
と

n
と

m
と
の
三
種
の
、
發
聲

の
状
態
ガ
、
～

各
異
っ
て
居
る
事
を

;

・
し
ょ
廴

こ
れ
は
即
ち

㎎
は
舌
奢

の
喉
音
で
あ
っ
て

第
二

　

ハ　
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま　
　
　

圖

に

示

し

た

や

ケ

な

状

態

と

な

り

、

n
は

舌

頭

音

の

歯

音

で

、

第

十

一
圖

に

示

し

た

や

う

…

な

状

態

と

な

り

、

叉

m
は

唇

音

で

、
第

十

二

圖

に

示

し

た

や

う

な

状

態

と

な

る

の

で

あ

る

。

　

こ
の
三
種
の
曩

日
は
・
古

か
ら
知
毳

て
居

っ
た
も
の
堯

え
て

ふ
る
善

韻
學
者
翌

三
内
と
い
っ
て
居
た
の
噂

即
ち
こ
れ
で
あ
る
・

h
と

m
と
貸

ん
)
と

(む
)
ど

の
假
覧

で

も

示

し

て

あ

る

ガ
、

㎎
に

至

っ
て

は
、

こ

れ

を

あ

ら

は

す

べ
き

假

名

か

な

い

か

ら

、

そ

の
音

か

な

い

と

思

っ

て

は

な

ら

ぬ
。

例

へ
拭

相

模

と

い

ふ
字

を
、

サ

ガ

ミ
と

讀

む

の

は
、



厨

の
訟日
サ
ウ
突

鑿

日
ホ
か
ら

縁

じ
た
の
で
あ
る
閥

サ
ガ
あ

か
は
、
～

し

へ

　

て
出

来

た

か
と

い

ふ

に
、

相

の
音

は

決

し

て
サ

ウ

で

な

く

し

て

、

。。き
。9
　

で

あ

る

の

だ

か

…

}

ら

、

ガ

の
音

が

出

来

た

の

で

あ

る
。

こ

れ

で

見

て
も

.

㎎
と

い

ふ
鼻

音

は
、

漢

字

の

語

尾

に

多

く

あ

る

の

で

、

詩

を

作

る
入

は
、

知

っ

て

居

ら

れ

る

で

あ

ら

う

ガ

、
七

陽
、

入

庚

、

…

九

青

+

蒸

の
韻

字

は
、

皆

、
の

㎎
の
鼻

音

で
あ

る
.
・倉

で
も

、
香

港

(
ホ

ン

ニ

)
上

　

か

ふ

の

を

、

羅

馬

字

で

か
く

と
、

国
。
お

浄
8

。9

で

φ

る
。

又

ガ

ギ

グ

グ

ゴ

の
音

も

、

東

京

一

な

刃
そ

は
、

こ

の
舌

本

音

の
喉

音

な

る
鼻

音

で
、

發

青

し

て
居

る

事

は

、'
既

に

述

べ
た

逋

　
り

で

あ

る

。

又

n
の
鼻

音

も

、

細

か

に

調

査

し

て

居

る
と

、

三

通

り

に

も

、

四

通

9

に

も

な

る
。

梵

字

で
は
、

背

、
れ
ら

の
諸
種

の

、
　
日
を
あ

ら

は
す

べ
き

斈

ガ
、

盡

-

備

っ
て
居

る

か
、

遡

語

で
は
方

言

を

研
究

す

る
言

語
學

者

の
外

は
、

曜
ま

つ
あ

ま

り

用

か
な

い

か
ら
、

≧

の
面

倒

…

な

説

明

は
.

凡

て
省

か
う
。
併

し
昔

か
ら

い

っ
て
居

る
如

く
、
(
ソ
)
は

八
一こ

を
撥

ね
た

も

第

四

章
　

　
子

音

四
九

ヤ

　

、



糠

,

畢

＼

五
〇

の
、
(
ム
)
は

(
ミ
)
を
撥

ね

た

も

の

と

い

ふ

の

は
、

難

波

(
ナ

ご

八
)

を

ナ

ン

バ
と

い

ひ
、
.祚

圭

(
カ

ミ

ム

シ
)
を

カ

ム

ヌ
レ

走

い

ふ

や

う

な

例

ガ

あ

っ
て

、

確

に

㍑
と

m
と

の

區

刷

を

し

曽

て

居

っ
た

ら

る

い
。

合

日

の

口

語

で

『
行

カ

ナ

ィ
』、
と

い

ふ

事

を
、
『
行

カ

ン
』

と

い

ふ

の

-

践
讐

)儻
騒
轄

韓
紅
砺凝
饗
雪

起

羅

宇
で
暑

覧

㌶
鐸一

詈

と
套

の
で
あ
髻

で
あ
嘉

事

こ

行

カ

ソ

行

カ

ム

口
語

で
行

ヵ

ナ

イ
と

い

ふ
事

交
語

で
行

ヵ
ウ
と

い

ふ
事

乏
な
る
か
む
、
三

と

三

と
の
假
名
は
、
注
意
し
善

き
分
り
た
方
ガ
、
多
少
錘

音
量

的
の
補
助
に
も
な
ら
う
患

ふ
・
、

・

、
　

　

　

　

驚
　

}

併

し
到

底
聲

音

を
直
寫

す

る
文
字

は
、
出

来

な

い
。
-
假
名

文

字

の
如

き
は
、

今

更

い
ふ
ま

,
で
も
な

い
事

、

羅

馬
字

で
も
、

不
完

全

で

は
あ

る
ガ
、

ま

つ
國
語

の
標

準

音

の
主

な

る
も

{

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

一

/



の

ガ
書

け

る

か
ら
、
暫

く

こ
れ

を
借

り
て

、

五
十

音

圖

を
解

剖

分

析

し

て
見

よ
う
。

　 　 ,"　一一■苧　 一}轍一

策

五

章

五
寸
音
画
の
解
剖

　

第

三

章
第

四

章

に

於

て
、

母

音
及

び
子

音

の
各

性

質
、
、及

び

そ

の
發

青
を
説

明

し
終

っ
た

…

か

ら
、

そ

の
母

青
と
子

音

と

の
抱

合

に

よ

っ
て
出

来

て
居

る
、
五

十
音

圖

と

い
ふ
も

の
を

、

…
讐

學
上
か
ら
解
剖
し
て
見
る
ζ

前
章
の
始
に
い
龕

阿
和
也
喉
云
々
の
や
長

沙

一
な

歌
漢

大
に
誤
て
居

る
事
か
わ
か
る
.
又
五
+
音
圖
と
い
ふ
も
の
は
、
左
程
神
聖
な
、
・

　

完
全
無
缺
な
者
で
な
い
事
も
わ
か
る
。
叉
五
十
音
圖

の
文
字
の
排
列
は
、
必
ず
鞍
骨
教
授

い
上
の
順
序
を
追
う
た
も
の
で
な
い
事
も
わ
か
る
.
而
し
て
實
に
五
寸
背
文
字
の
各
個
の
發

軅陰

性
箋

.明
瓊

な
つ
ぞ

灸

　

　

　

　

㍉
・

第

五

章

　

五

を

音

圖

の

解

剖

五

一

/

{



訊

-

'

/

五
二

龕

手

傷

嫉

前
に
い
つ
茹

文

そ
の
斈

の
形
状
は
攀

の
片
傍
で
あ
る
瓶

そ

の
排

列

の
順

序

は
、
、梵

字

の

ア

ル

フ
.

ベ

ヅ

ト

に

據

つ

た

車

轍

少

し

も

疑

か

な

い
.

⊥

一

田

博

士

の
遺

恨
名

と

い

ふ
語

は
、

梵

藷

の

カ

ーフ
ナ
で
あ

る
と

い
は

れ

み
漏
.

カ
.一フ
ナ
節

}

ち

發

音

及

び

文

字

な

ど

い

ふ
義

を

も

つ

て

居

お
語

で

あ

る
。

高

楠

博

士

が

示

さ

れ

た

。
『
弘

}

法

大

師

在

唐

記

抄

』

と

い

ふ
本

に

あ

る
、

漢

字

の
五

十

音

は

、

正

し

く

梵

語

の
字

母

表

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ダ

一
致

し

て

居

る
。

又

マ

ク

ス

ミ

ラ
ー

氏

の
梵

文

典

や
、

モ

二

王

ル
ウ
ィ

リ

ア

ム

ス
氏

の

梵

英

辞

典

な

と

に

あ

る

字

母

表

を

見

る

と
、

寸

蕚

も

疑

な

く

日

本

假

名

の
基

で

あ

る
事

か

わ

一

か

る
。
な

ほ
梵

字

の
排

列

を

示

し

て

こ

れ

を

確

め

た

い

か
、
餘

波

に

及

ぶ

か

ら

止

め

よ

う
二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ず　
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

と

も

か

く

も

日

本

の

假

名

は

、

そ

の
排

列

を

梵

字

に

と

り

な

か

ら
、

そ

の

字

形

を
漢

字

に

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

っ

た

の

で
、

實

に

千

載

の

下

そ

の
不

都

合

を

嘆

か

し

む

る

や

う

な

、

失

態

を

来

し

た

の

…

で
あ
る
.

卜
　

・
.
　

　

　

　

　

、

・

.
　

へ

失

態

と

は

何

か

、

梵

字

の

や

う

に

、

子

譱
n
と

母

孟
日
と

ガ

各

別

に

な

っ

て

居

る

な

ら

ば

、

今

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,　
　
　
　
　
　
厂



　

日

ほ
ど

不
自

由

を
感

じ

な

か

っ
た

で
あ

ら

う

ガ
、
漢

字

の
片

傍

を
取

っ
た
爲

め
に
、

音

韻

　

の
事

を
論

ず

る
段

に
な

る
と
、
實

に

不

自
由

千

萬

な
も

の

で
あ

る
。

又
今

日

の
言

語

を
出

　

來

う

る
限

り
、

實

際

的

に
書

き
あ

ら

は
す

事

も
出

来

ね

ば
、

古

の
言

語

で

さ

へ
、

そ

の
音

　
節

音

調

の
如

何

を
、

精

細

に
溯

っ
て
知

る
事

が
出
来

な

い
の

で
あ

る
。
"

　
假

名

文
字

の
事

は
、

な

ほ
巻
末

で
詳
論

す

る
積

で
あ

る
か
ら
、

こ

》
で
は
ま

つ
五
十

音
圖

　

の
聾

者

的
解

剖

を
試

み

よ
う
。

こ
の
圖

の
劈

頭

に
あ

る

ア

イ
ウ

エ
オ
は
、

喉

的

母
音

と
、

　

口
蓋

的

母
青

と

に
分

け

ら
れ

る
事

は
、
.既

に
述

べ
た
通

り

で
あ

る
。
さ
て

そ
の
他

の
子
音
、

'
否

子
音

と

母

音

と
抱

合

し
た

成

熟

晋

と

い
ふ
も

の

は
、

ど

う

で
あ

る

か
乏

い

ふ
に
、
前

章

　

で
示

し
た

子

音
表

の
順

序

に

よ

っ
て
、

排

列

し

て
見

る

と
、

し

　

　

　

　
喉

　

　
音

　

　

　

　

　

　

力

㎞

・

キ

痘

　

ク

㎞

　

ケ

㎞

　

コ

㎞

へ溝

章

　

　

　

　

　

　
ガ

即

　

ギ

.毅

　

グ

群

　

ゲ

鎚

　

ヨ

90

(濁

音
)

第

五

章

　

五

十

昔

圖

の

解

剖

五

三

.



五
四

譲

が

幽

　
　
　
n

喉
的
轢
音

9

　
　

　　ム

ギ

　

g

　
　
　
n

グ

釧

　
　
　
n

戔

ゲ

嘩

ゴ

崢

(鼻

音

)

丶

丿、

11a

顎
　
　
音

　
　
　
　
　
　
　
a

　
　
　
O

曲

ヒ

祉

今

磁

○

㎞

○

血

へ

㎞

○

伽

ホ

㎞

(清

音
)

○

伽

(清
音
)

ヤ
　
P

○

.P

ユ　

皿

○

矜

ヨ

P

(濁

音
)

顎
的
轢
者

　
　　
○

曲

シ

揃

　
　

S

○

血

○

曲

○

曲
,
(清

音

)

虐

○

胆

ジ
　
"尹

○

。皿

○

●P

○

●30

(濁

音

)

　 　 炉瞳珮騨叩"慌,蝋一

齒

ラ
　
m

菰
日

二

タ
　
旛

リ

　

.n

○

廿

ル
　

㎜華

○

加

ソ
　

re

テ

加

河
　

ro
六

流

音

)

ト

船

(清

音

)



.
　

労

ギ

ー

　

ダ

曲

　

ナ

皿

　

○

楓

　

○

曲

齒
的
轢
音

　

サ

鰍

　

ザ

躡

唇

　

音

　

パ

脚

　

　

バ

㎞

　

ガ

㎜

　

○

魚

○ ○ ご　 ヂ

dzi　 もsi　ni　 di

ヅ　 ツ　 ヌ　 O

dZU七su　 nu　 du

○ ○

dze　 tse

ネ　 ヂ

ne　 d.e

ド

㏄

(濁

音
)

ノ

no

(藁

菰
旦

、
○

㈱

(清
合

音
)

○

伽

(濁
合

音

)

○

.蹴

　

ス

觚

　

セ

Se

　

ソ

SO

(
清

音

)

○

。皿

　

ズ

m

　

ゼ

Ze

　

ゾ

ZO

(濁

音

)

○ 　 ミ　 ビ　 ビ

fi　　IIli　膿)i,　Pl

フ　　ム　　ブ 　　プ

fu　 muわu　 pu

○ メ ペ ベ

fe　 mebepe

ポ

脚

(清

音

)

ボ

㎞

(濁

音

)

モ

㎜

(鼻

音

)

○
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糧
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駕

五
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ワ
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ヰ
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○

㎜
　

エ
幅

　

チ

獎

濁
音
)　

　

」

.
、れ
で
見
る
へ

五
主

日
及
び
塰

日
壅

日
を
加

べ
た
+
五
行
七
†
五
字
き

王

至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
音

}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
の
+工
要
な
聲
音
を
」
圖
式
に
作

る
事
が
出
来
ぬ
。

一
百
〇
五
字
な
け
れ
ば
、

の
内
で
・
や
行
の
冫
ま

と
和
行
の
于
あ

三
字
は
・
簪

滅
ん
だ
斈

で
・
以
呂
波
畳

十

七
字

と
、

他

の
濁

音

次

清
昔

昔
五

字
、

合

計

七

十

二

字

で
、

今

日
の

国

語
は
、

か

》
れ

て
居

る
。
、
而

し

て
叉

濁
音

の

ジ
ズ
を
、

一
〇

ジ
と

し
、

ゾ
ズ

を

一
の

ズ
と

し
、

又

和

行

の

　

茎

を
滅
ぼ
し
て
し

ま
へ
ば
・
六
+
七
字
に
成

っ
て
し
ま
廴

文
字
の
滅
ぶ
る
の
は
・
鑑

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

一

い
事

で
あ

る
ガ
、

音

が
減

る

の
は
、

ど

う

で
あ

る

か
。

文
字

の
數

が
少

く

て
、

多

く

の
音

}

ガ
青

る
の
漢

書

よ
い
事
で
碧

に
相
婆

い
.
併
し
斈

姦

し
て
皇

.
を
越

ら

す

の

は

、
ど

う

で

あ

ら

う

。
殊

に

音

の
現

存

し

て

居

る

の

を

、
滅

ぼ

さ

う

と

い

ふ

の

は

、

{

折
魯

の
蠶

の
少
い
嚢

耳
で
聞
い
て
紛
れ
毳

ガ
あ
画

譜
に
ち

采

丑

で

は

あ

る
ま

い

か
。



　

そ
ば

と

も

か
く

も
、
古

来

の
五
十

音

文

字

に

は
、
鼻

に

か

》
る
加

行

の
文
字

か

な

か

っ
た
、

　

近
來
加

行

の
清

音
假

名

に

一
點

を
加

へ
て
、

こ
れ
を
示

す
事

ガ
あ

る

か
ら
、
暫

く

こ
れ

に

　

　
從

っ
て
、

本
書

に

も

そ

れ
を
書

し
て
置

い
た
。
併

し
李

假

名

の

(か
)
と
紛

れ

る

の
で
、

感

　
服

出
來

な

い
字

形

で

あ

る
。

　
次

に
波

行

ハ
ヒ
ブ

ヘ
ホ
は
、

決

し

て
同

性

質

の
も

の
で

な

い
。

そ

の
中

の

フ
は
、
尸
確

に
唇

　
音

に

な

っ
て
居

る
。

ま

た
多

行

も
異

性

簣

の
も

の

か
混

じ

て
居

る
、

今
は
顎

音

で
、

タ

テ

}
は
齒

音

で
、

ツ
は

　
齒

音

の
清
合
音

で

あ

る
.

　
ま

た
佐

行

の

サ

ス
セ

ソ
は
、

齒

的

轢
音

で

あ

る
の

に
、

シ
は

ひ
と

り
顎

的
轢

音

に

な

っ
て

　
居

る
。

叉

焼
,に
よ

っ
て

は
、

セ

(のΦ)
を
、

顎

的

轢

菅

の

。喰冨

に

い

っ
て
居

る
も

の
も

φ
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、

「
ま
准

行
の
鑾

日
も
、
佐
行
の
蓮

日
尚

じ
乳

歯
的
鑾

日
と
顎
的
鑾

日
と
混
じ
て
居

る
。
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一

而

し

て

ゼ
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を

所

に
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っ
て

は
、

顎

的

轢

菅

の

圏

と

い

っ

て
居

る
.
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非

(凶Φぼ
)
錢
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喜

ま
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と
い
ふ
姦

し
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併
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國
語
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標
準
青
は
、
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ご
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で
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.　
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り

ま

た
多

行

の
濁

菅

ダ
ヂ

ヅ
デ

ト

の
中
、

ヅ
は
齒

音

の
濁

合

音

で
あ

っ
て
、

同

じ
齒
音

の
串

　

ρ
で
も
、

や

)
性

質

を
異

に

し

て
居

る
。

而

し

て

ヅ

(働
蟄
)
は
大

抵
齒

的
轢

音

の

ズ

(Nε

に

呼

ば

れ
、

ヂ

(魯

は
大

抵

顎

的

轢

菅

の

ジ

(さ

に
呼

膕

れ
て
居

る
。
土
佐
豊

後

あ

た
の

砂

　
,

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

入

は
、

.、
の
區
別
窮

に
鏨

日
さ
⑳
て
居
る
ガ
、
日
本
全
國
の
奉

は
、
皆

.、
の
正
確
盗

、
區

別

が
出

來

な

い
や
う

で
あ

る
。

そ
れ

で

こ
れ
を
標

準
音

標

準
語

と

し

な

い
と

い
ふ
人
も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

多

い
や
う
で
は
あ
る
ガ
・
吾
人
は
出
来

る
限
り
・
、そ
の
區
別
を
楓
準
賈

ぞ

と
も
教
宣
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㎝

上

に

は
、

書

籍

上

に

は
、

區

別

し

て
お

き

た

い
ど

思

ふ
。

そ
れ

は
着

か
滅

亡
す

る
の
を
恐

{

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

炉
愈　
　
　
　

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
}

れ

る
の

と
、

日
本

の
言

語

か

そ
れ

か
薦

め
に
紛

れ

る
の
と

の

二

つ
の
理
由

か
ら
。　
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五
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音

圖

を
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音
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上

か
あ

僵
分

し

て
見

る
と
、

こ
の

や
う

に
入

込

ん

で
居

る
。

誅

に
拗
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音

ま

で

ガ
入

っ
て
居

右
。

チ
文
字

、

ヅ
文

字
、

シ
文

字
、

及

び

ジ
文
字
、

ヂ
文

字

は
、

皆

拗

音

で
あ

る
.

拗

音

と

は
、

頗

る
曖

眛

な
名

で
あ

る
ガ
、

古

の
學

者

ガ

い

っ
た
所

で
見

者

と
、

單

純

な
成

熟

音
、

即
ち

直
音

の
反

對

で
、

或

音

が
複

合

し

て
な

っ
た
も

の
と

い
ふ
義

で

あ

る
ら

し

い
。
そ

れ

で
ま

つ
拗

音

と

い
ふ
も

の
を
、

悉

く
列

記

し

て
見

る
と
、り
次
φ

通

り

に
な

る
。

　

　
　

喉

　

　
昔

キ
・

胆

　

　
k

ギ

.

継

ギ

.

即

身
.
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躍グ
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キ

ェ

ギ

ュ

ギ

ュ

ク
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グ

ェ

gwe　 kwe　 ngγu　 gy豆kyu

グ　之　弋　{　 、

gwo　 kwo　 n9γo　 gyo　 kyo
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ゆ

齒
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轢
菅

ヅ

.

㎞

-
唇
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mya

ビ
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ピ

　ヤ

bya　 pya

ヅ
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myu

ビ
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ピ

ョ

辱
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ョ

byo 1)yo
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myo

一}

襲

鴛

畿

編
犠

懲
誕

樋
肋
野

箏

、コ、ソー
ノ
　

}

ホ
、
モ
、
ヨ

、
ロ
、
に

長

音

符

を

加

へ
た

直

青

と

、

そ

の
他

二

種

の
拗

音

が

あ

る
。

こ

れ

を
簡

　　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

痛

へ
明
な
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り
訟
1

暮

　

　

　

　

　
　{

と

な
る
の

で

あ
る
。

前
に

掲げ

た

拗

音
五

十
二

種
の

中
に
は、

一
。

ビ
、

1

ξ
帥〆リュー同旨　　　　　　　　　

　
　
　

国

語
の

中
に

多

分

は

存

し
曜…

一

な
い

の

も

あ
ら

う

か、

こ
の

字

音
の

拗

音

丈
け
は、

小
學
校
で
も
必
要
な
國
語
の
拗
音
で

,

　宦

一

　

　

1　

　

　

　

　

　

　

¶、

.　　　
　　　司

嚇



噸

あ

る
・

序

に
附

記

し

て
置

い
た

の
は
♪

字

音
假

名

と

い

っ
た
所

で
・

國
語

と

い
ふ
紅

の

》

…

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

}

中

で
あ

る

か
ら
、

古

の
皇

學

者

の

や
う

に
、
唐

囀

り

の
音

だ
、
・汚

れ
た

き
た

な

い
音

で
あ

…

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

る
と

し

て
、

排

列

し

て

は
な

ら
ぬ

。

新
體

詩

を
見

よ
、

唱

歌

を

見

よ
、

こ
の
拗

音

が
な

け

…

れ

ば
、

李

々
凡

々

な
調

で
、

殆

ど
音

樂

と

い

へ
な

い
で

は

な

い
か
。
拗

音

を

つ
か
は
な

い

・

新

體

詩

や
、
唱
歌

は
、
ど

ん

な
巧

妙

な
作

曲

家

で
も

、
入

を
感

ぜ
し

む

る
事

は
出

来

な

い
。

臣
國

語

ぼ
實

に

こ

の
拗

音

を
、
大

和
言

葉

の
内

に
錦

と
織

9
な

し

て

こ
そ
唐

く

れ
な

み
の
、
光

彩

陸
離

た

る
言

語

文

學

を
作

お

事

が
出

来

る
事

を

忘

れ
て

は
な

ら

ぬ
。

な

ほ
最

後

に

一
言

し

て

お

く

の

は
、

國

語

に
標

準

語

ガ
あ

る

や
う
に
、

國
音

に
も
標

準
立
旦

か
な

け

ね
ば

な

b
ぬ
。

標

準

音

と
標

準

音

と

の
問

の
音

を

い
ふ
も

の
は
、

訛
音

で
あ

る
。

標
準
音
は
本
章
に
列
記
レ
た
や
う
な
者
で
あ
る
ガ
・
訛
音
は
假
名
で
身

請
・
羅

宇
で

　

も

書

け

な

い
音

で
あ

る
。

こ
の
訛

音

を
矯

正

し

て
、
標

準

音

を
發

せ
し

め

る

の
ガ
、

發
音

{

教
授
の
任
で
あ
る
.
　

　

'
　

　

　

　

　

　

　

{

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー
ー
…
一
L

第

五

章

　

五

十

昔

圖

の

解

剖

六
三

ノ

、

や



六
四

`

Q

～一"

第

六

章

發
晋
教
授
の
豫
傭

い
ま

ま

で
述

べ
來

つ
た
所

は
v

圭

と

し

て

ロ
に
關

す

る
事

で
、
聲

音

の
各

性

質

を
、

學

理

上

か
ら

論
述

し

た

の

で
あ

る
ガ
、

發

音

教

授

と

い
ふ
段

に
な

る
と
、

ロ
ば

か
り

で

は
出

来

な

い
。

そ

れ
を

聞

き

と

る
聽
官

、

即
ち

耳

の
事

を
忘

れ

て
は

な

ら
ぬ
。

耳

の

わ

る

い
も

の

、

は
、
ど

う
し

て
も

正

し

き
標

準
音

の
發

聲

を
習

得

す

る
事

が
出

来

ぬ
。

さ

て
耳

は

唯
單

に

曼

螽

的
に
孔

が
あ
い
て
居

る
去

箸

で
は
な
い
そ

を
適
當

に
訓
錬
せ
塗

折

角

天

工

の
巧
妙

を

聾

し

た

耳
朶

も
、

役

に
立

た

ぬ
。
聾

は
全

く
聞

え

な

い
の

で
あ

る
ガ

耳

の
訓

練

の
な

い
人

は
、

そ

の
幾

分

は
聾

の
如

く
、

確

に
聲

菅
を
附

き
と

る
事

か
出
来

な

い
か
ら
、

や
は
の
幾

分

の
不
具

と

い

は

ね
ば
な

ら
ぬ
。

音

楽

が
出
来

な

い
入

は
、

穴

勝

手
ダ



鉢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ　　　お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ
ずミ
き　　　　　バ

豢

器
馴

一

い
ふ
わ
け
で
は
浴

唱
歌
馴

刳

い
毳

決
し
て
訟

か

わ

る

い
と

か
、

聲

か

わ

る

い
と

い

ふ
事

で

な

い
。

こ

れ

ら

は

皆

耳

か

わ

る

い
の

で

あ

…

る
.
耳
の
わ
る
い
も
の
は
、
發
聲
贅

の
任
を
家

事
は
出
講

国
語
鰲

俺

、娼
塾

,

贅

の
蝉

＼

最
も
敏
響

葺

茎

蕪

繁

義

透

幾

分
か
}蠢

祭

る
玉

で
あ

る
け

れ
乏
、

訓
錬

は
確

に
耳

を
し

て
、

正
確

な

ら

し

む

る
も

の
で
あ

る
、

巧

妙

の
城

蕭

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

に
達
す

る
と
否

と

の
天

品

は
、

あ

る
け

れ
ど
。　

.　

　

　

　

　

　

　

、　

　

　

　

　

　

一

,舊

b鯵

鵜

痛

黐
ほ齢

耀
幕
塾

出
来

て
屠

る
。

外

耳

と
中

耳

と

の
闘

は
、

管

ガ
あ

っ
て
、

外

部

の
聲

音

が
空

気

に
波

動

を

與

へ
て
湘

外
耳

の
耳

朶

に

觸

れ

る
と
、

こ

の
管

か
ら

そ

の
聲

音

が
侵

入

し

て
、

中

耳

の
門

・

の
所

に
あ

る
、

皷

膜

と

い

ふ
も

の
を
打

つ
の
で
あ

る
.

.
　

、

「
　

　

…

鼓
膜

が
聾
者
の
打
撃
を
感
ず

る
と
、
直
ち
に
中
耳
に
反
響
を
與

へ
て
・
内
耳
に
傳
達
す
る

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

第

六

章

　

發

音

数

授

の

豫

備
勤

六

五

、
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欝耀　　　ジ

六
六

(圖三豊第)鬪　の 耳

　　 '　 　 禰 ⑭
　

ユな
　
　
　
　

巍

管

鸛

.
髪

タ春

㌦
攤

ギ

三

の
機

關

ガ

あ

っ

て
、

互

仁

者

を
傳

逹

反

響

し

て
居

る

の

で

あ

る
。

ふ

の

ガ

最

も

巧

妙

な

も

の

で
、
墾

た

く

譬

へ
て

い

ふ

と

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　な

否

そ

れ

ら

よ

り

も

層

蝋
廢

精

巧

な

る

聲

音

の
共

鳴

す

べ
き
、
各

種

の

器

械

を
備

へ
て

居

る

即̀

ち

外

部

か

ら

侵

入

し

た

聾

者

ガ
、
一
た

び

こ

の
精

巧

な

る

器

械

に

觸

れ

る
と

、

そ

の
中

の

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ　
　
　

或

る
部
分
が
共
臆
す
る
の
で
あ
胤

丁
度
オ

ル
ガ

ン
や
ピ
ア
ノ
⑭
前
に
立
て
、
攻
撃
菅
笠

發
す

る
と
馬

そ

の
聲
音

と
同
調

に
な

っ
て
居

る
音

舌

ガ
、
自

然

に
鳴

る
事

を
實

験

す

る
事

…

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

{

　

　

ー

ー

、,i
ー

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

器
量
一

i
一
、{

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

れ

嚇
〆

　

　

の
で
あ
る
.
内

耳
は
即
ち
そ
の
雙

日
を
聞
き
ぬ

・　
　

嬲

ψ

外
耳

-
け

る
働

き
を

有

つ
で

居

る
、

巧

妙
精

緻

な
る
機

～

　

　

　

　

　

　

　

　

關

で

あ

っ

て

、

音

の

高

低

強

弱

音

信

等

を

、

皆

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぐ

聞
き
船
け
る
事
が
出
来
胤

こ
れ
蔓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

暢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
第
±

ご
圖
に
あ
る
通
の
、
傘
規
管
、
前
庭
、
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
蝸
牛
殻
と
い
ふ
・
水
液
搬
の
中
に
浸
っ
て
居
る
エ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゐ　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
き
て
蝸
牛
殻
と
虹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ル
ガ
ン
か
夢

ノ
か
の
勢

∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
㌧

ノ

ー



/

噸

一
襲

る
婁

も
の
で
あ
る
.
-
の
薄

い
ふ
事
豊

・
樂
で
は
非
常
に
大
切
な
も

一
の

で
あ

る
か
ら
、

舌

樂
室

が
他

の
室

の
建
築

ピ
異

ら

ね
ば

な

ら

ぬ
事

も
知

耽

る
し
、

又
樂

　
器

の
調

子

が
合

ふ
乏

い

ふ
の
も
、

共

鳴

す

る
事

で

あ

る
し
、

他

の
樂

器

と
合
奏

す

る
時

に

.・

　

は
内

わ
け

て
こ

の
共

鳴

が
必
要

で
あ
ち

。

さ

れ
ば

共
鳴

す

べ
き
位

債

に
泣

て
居

ら

ぬ
樂

器

一　

ガ
、
、
演

奏

室

に

あ

る

と
↓

ど

う

し

て

も

美

妙

な

樂

が

演

奏

せ

ら

れ

な

い
。

東

京

の
或

る

三

昧

線

の
名

家

ガ
、

知

友

を

尋

ね

た
畤

、

柱

に

か

け

て

あ

っ

た

三

味

線

を
見

て
、
"
貴

公

は

三

.

　

昧

線

が
彈

け

る

と

見

え

る
.

調

子

か

わ

か

る

か
、

と

の
横

李

な

問

に

、
友

も

む

っ

と

し

て
、

…
調

子

か

わ

か

ら

な

い
程

の
下

手

で

も

な

い
と

い

ふ

乏
.
そ

れ

で

は

と

て
、
直

に

三

味

線

を

ど

∵
鹽
の

お

ろ

し

、

三

本

の
糸

を

{
二

度

弾

い

て
、

さ

て
柱

に

か

け

て

お

く

と

、

折

し

も

暮

六

つ

　

時

、

小

石

川

の

傳

通

院

の
梵

鐘

ガ
.

ゴ
ー

ン
と

一
聲

響

き

渡

る

と

.

そ

の
牲

仁

か

、
つ

て

冖

　

居

る
三

味

線

ガ
、

ひ

と

り
'で

鳴

り

出

し

た

。

鐘

幾

杵

、

そ

の
度

毎

に
、

こ

の

三

味

線

は

感

,一

　

應

し

た

。

そ

こ

で

調

子

か

わ

か

る

と

い
っ

た

友

も

、

感

に

う

た

れ

て
、

暫

し

は

あ

い
た

口

へ.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

雨

　

　

　

　

第

六

章

　

發

音

敷

授

の

豫

備

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
亠八
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秘

ド

』
熊雫

^
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ノ

曳、
～

窺

D

六
八

芝　

か

つ
む

が
な

か

っ
た

と

い

ふ
事
で

あ

る
。

之
れ
ガ
即
ち
内
耳
の
蝸
牛
撃

、
言
語
鑿

日
の
来
る
度
毎
に
、
感
應
し
イ、
共
鳴
す
る
理
豊

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ご　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
う
しを

　

を

説

く

"
、
お

も

し

ろ

い
實

例

で

あ

る

。
か

の

三

味

線

の

は
、
唯

梵

鐘

の
黄

鐘

調

よ

り

外

は
、

　

一
時

に

共

鳴

し

な

い
馬

も

し

そ

の
他

の

書

起

共

鳴

さ

せ

や

う

と
す

る

に

は
、

各

糸

の
緊
…弛

　

を
加

減

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

然

る

に

入

間

の

内

耳

は
、

い

つ
で

も

種

々

様

々

な

聲

音

を

共

鳴

　

さ

せ

る

事

が

出

来

る

の

で

あ

る
。

而

か

も

狡

い
所

で
の

而

か
も

肉

質

で
作

っ

た

も

の

で
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

　

　

な

い
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、　

　

　

　

　

　

　

旋

堪

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

言
語
馨

商

え
る
と
い
ふ
窪

即
ち
あ

籍

養

際
鳴
る
の
で
は
な
い
姦

耳
の
　

共

鳴

が

聽

紳

經

を

通

じ

て

渦

そ

の

感

覺

を

意

識

に

持

ち

込

む

の

で

あ

る

。

内

耳

は

生

理

學

繭

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

剃

蓉

も

、

遽

路

と

い

っ

て

居

る

程

の

複

雜

な

器

能

で

、

音

聲

か

い

か

に

し

て

聞

か

れ

る

か

と

}
.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　
サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

い

ふ

事

は

、

久

し

し

く

生

理

學

者

問

の

疑

問

で

あ

っ

た

。

今

で

も

充

分

異

説

疑

團

ガ

あ

る

冖

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

ー
ー

　

　

"　
　

　
　

　
　

　
　

…
　

L

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

轡

か

〉
る
巧
妙
に
し
て
嬢

な
る
辮

が
あ
る
と
は
・
造
化
の
精
巧
・
實
に
驚
嘆
の
至
り
に

蘇



ゾ 黔

ρ

・
-
さ
う

で

あ

る
。

と

も

か
く
も
.

共
鳴

と

い
ふ
事

ガ
、

闢

え

る
原

理

で
あ

る

の
で
、

こ
の
作

一

・
用

を
器
械

に
仕

立

た

も

の

は
、

電

話
機

で
あ

る
.
蓄

音
機

も

亦

こ
の
作

用

を
、

複

現

し

た

　

の

に
愚

ぎ

な

い
。

而

し

て
第
十

三
圖

に
あ

る
、

オ

ィ

ス
タ
」

管

と

い
ふ

の
は
、

即

ち

オ
イ

繭

　

ス
タ
ー

氏

の
發

見

し
た

管

で
.

鼻

腔

に
通

じ

て
居

る
。

こ
れ

は
聲

青

が

一
時

に
激

烈

に
來

重

心
た
時

に
、

そ

の
蝕

分

を
鼻

腔

に
逡

り
、

口
腔

及

び
咽

頭

に
ま

で
も

及

ぼ
す

の

で
あ

ち
。

例

　

へ
ば
大

砲

の
發
射

せ
ら
れ

た

る
時
.
ロ
を
開

い
て
居

る
と
、
そ

の
青

ガ
あ
ま

り

に

ひ
ど

く
感

,

」

じ

な

い
と

い
ふ

の
は
、

即

ち

こ
の
オ

4

ス
タ
ー

管

ガ
.

鼻

腔

か
ら

口
腔

の
方

へ
そ
の
反
響

冖

逗

洩

ら
す

か
ら
で
あ
る
・
そ
の
他
精
細
な
説
明
に
捗
れ
ば
限
も
な
い
事
で
あ
る
か
曳

ご

∵

位
に
し
讒

か
一

も
か
戔

韆

の
肇

日
が
聳

に
感
譬

れ
る
の
は
ピ
ァ
　

}

ノ
や

オ

ル
ガ

ン
、

否

そ

れ

瞬
で

は

な

い
、

ま

だ

/
丶

精

巧

な

も

⑫

で
あ

る

け

れ

ど

も

、
　

　

-

ギ

を

鬟

て
い
建

夢

ノ
や
オ
ル
ガ
あ

㌢

に
・

萼

な
青
憲

應
す
る
疂

^

滅

斎

っ
て
居

る

㌢

な
も

の
で

あ

る
、

ど

い

ふ
事
丈

け

は
、

よ
-

一

記

憶

せ
ら

れ
ね

.}、

「
l
i
　

　
　

　
　

-一

F一

翫
!
ー
ー

　
　
i
}ー

ー
ー

ー

　

　
ー
レ
ー
ー

　

　
　

　
　

　

　
」　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

F㌧

.

第

六

章

　

發

音

数

授

の

豫

備

六
九

幽蝋



押

、

触
,

七
〇

/

ば

な

ら

ぬ

。

ざ

て

か

の
耳

の
遅

鈍

な

入

と

い

ふ

の

は
、

即

ち

破

れ

オ

ル
ガ

ン

や
、

こ

わ

れ

た

ピ

ア

ノ
の

前

に
立

て
、

幾

ち

瞽

を

發

し

て

も

、

感

應

か

な

い

と

い

.幽
の

と
同

じ

理

で
、

そ

の
八

の
内

耳

は

、

音

を

聞

き

わ

け

る
程

の
、

機

能

を

缺
い

て

居

る

の

で

あ

る

コ

オ

ル
ガ

γ
や

ぜ

ア

ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
繭

錬

で
、

整

頓

さ

せ

ね
ば

な

ら

ぬ
.

.　

、　

　

、昌

耳

を

畿

く
す

る
に

は
、

音

樂

が

一
番

よ

ろ
し

い
勹

學
校

で
な

ら
ば

唱
歌
科

に
カ

を
盡

さ
せ

る
の

で
あ

る
。

殊

に
獨

思

の
際

、

目
を

閉

ち

で
五
十

音

を
發

嗇

し

た

黛

叉
樂

器

の
調

子

を
整

へ
た

り
す

る
の
は
、

耳

の
受
聽

力

を
養

ふ
に
、

有

効

な
方

法

で
あ

る
。

す

べ
て
月

の

カ

が
働

き
過

ぐ

を

、
耳

の
力

は
逆

比
例

に
減

っ
て
く

る

か
ら
、

目
を

單

り
て
聲

音

を
錬

函

呂
脅

す

る

の

ガ
.

一
番

よ

ろ

し

い
。
・學

校

で

な

ら

ば
、

オ

ル
ガ

ン
に

背

け

て

生

徒

を

立

た

し

'

め
、

そ

の
音

調

を
識

別

せ

し

め
、

若

く

は

合

唱

さ

せ
る

か

よ

い
。

唱

歌

科

で
目

を

閉

ぢ

て

の
破
損
は
・
工
人
の
留

で
修
繕
が
出
来
る
刈

瓦

町
受
臨
ガ
ガ
か
る
い
べ
は
、
教
師
の
訓

}、
黛



4

歌

ふ
の
嬬

醜

い
け
れ
ζ

翼
に
受
聽
力
を
篷

さ
せ
よ
う
と

い
ふ
の
に
は
・
時
々
こ
兜

法

を

行

は

ね
ば

な

る
ま

い
、

叉
唯

に
歌

は

せ

る
ば

か
り

で
な

く
、

樂

器

も

出
来

う

る
限

少

は
、
自
ら
手
を
下
し
て
奏
演

さ
芸

智

に
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
.
本
牧

竹

の
篝

茶
碗

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

皿

の

音

で

も

、

音

樂

に
同

調

を

求

め

さ

せ

る

や

う

に
、

訓

練

す

れ

ば
.

餘

程

遅

鈍

な

耳

で

…

も

、

噺

家

に
音

調

を

識

別

す

る
事

が
出

来

る

や

う

に

な

る
。
　

　

　

　

　

　

　

㎝

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

受
聴

力

を
修

養
か

ゐ
事

は
、

發

音
数

授
上

第

一
の
豫

備

で

あ

っ
て
、

こ

の
豫

備

無

し
に
、

}

國
語
の
發
参

拝

、
て
毒

折
損
の
草
臥
も
身

な
毒

多
い
.
-
れ
蔀

壷

　
　

　

　

　

　

　

　

密

接

な
關

係

を
保

っ
て
居

お
點

で
あ
る

。、

語

科

と

唱
歌

科

と
、

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

耳

の
訓
練

が
ほ

ソ
出

来

た

{

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　じ

ら
ば
、

次

は
直

に
發
音

の
機

能

に
と

り

か

)
ら

ね
ば

な

ら

ぬ
。　

　

、　

　

　

　

　

　

「
血

漿

音

の
…機
能

に

と
り

か

)
る
前

に
、

豫

備

と

し

て
最

も
大

切

な
事

は
、

腹

部

の
充

實

で
あ

る

・

磊

は
撃
劒

で
も
柔

術

で
も

・.,
わ

が
國

の
武

導

は
・

箜

の
用
意

と

し

て
・

氣

を

}

丹
田
臍
蓐

奮

い
ふ
事
書

蔀

ち
そ
の
秘
訣
を
守
る
の
で
あ
恚

童

第

↓
ハ
出早
　
　
　
磯

孟
日
㎝教

授

の
　
豫

備

丶

♪
ど



ノ

9

,
七

二

蘇

ふ
气

胸
部
を
張
如
て
姿
勢
を
正
し
く
す
る
享
で
あ
る
・
併
し
兵
式
体
操
の
雪

に
∴

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ド　
　
　
　
　
　
　
　
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゑ　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

胸

を

張

り

て
尻

を

出

し
、.
腹

を

退

か

せ

る

の

で

は

無

く

、

却

て

腹

を

前

に

張

の

出

す

の

で

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

あ

る
。

腹

が
空

虚

に

な

る

と
、

身

体

の

中

心

が

保

た

れ

ぬ

。

詳

言

す

れ

ば
.

臍

の

下

に

力

晦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

肥　

㎝

が

は

い

っ

て

居

な

け

れ

ば

、

座

次

進

退
《

す

べ
て

度

に
逹

っ

て

く

る
、

劒

法

で
も

柔

道

で

㎝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

、

千

變

万

化

の
働

き

を

す

る

の

は
、

皆

じ

の
腹

部

の
充

貫

か

ら

出

て

く

る

の

で

あ

る

。　

陣

こ
れ
畜

に
姿
蓼

平

亶

箜

の
秘
訣
で
あ
を

　

　

　

　

心

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

も

言

語

を

饗

し

よ

う

と

い

ふ

の

に

も

、

こ

の

姿

勢

か

保

て

な

い

で

は
、

正

し

く

發

音

す

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヒ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

る

事

が

出

来

ぬ

。

古

の

諸

手

嬉

、

義

太

夫

語

9

で

さ

へ
、

こ

の

姿

勢

を

取
る

の

で

あ

る

.

…

尺
八
の
演
套

底

殊
に
入
蓋
し
丸

こ
の
腹
部
の
充
實
を
訓
練
す
る
事
で
み
る
演

…

　

　

　

　

　

　

　

　

あ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

説

を

す

る
時
、

唱

歌

を
謠

ふ
時
、
腹

部

に
空

気

が
充

滿

し

て
居

る

や
ジ

に
感

ず

る
時

は
、

…

流
暢
に
巧
妙
儀

演
出
す
垂

か
出
来
る
け
れ
業

腹
が
痩
せ
飛

糞

つ
く
や
う
熱

.
な

っ
て
く

る
と
、

演

説
も

唱

歌

も
、
盡

く
失

敗

に
終

る
事

は
、

貴

驗

上

直

に
わ

か

る
事

覊

.ヘ

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ゼ

2
　

　

　

　

へ

　

　

一

碧

,黜
蝦ー
ーー
　
　
　
　
　
欝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
,…
一

酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　

…

　
禮　
　
　
　
　

一
.〒

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

庵
.



あ
る
・
さ
れ
ば
爵

の
言
語
聾

即
ち
談
話
の
際
で
も
b
こ
の
脚
部
の
充
貫
と
い
ふ
劃

矣

切
で
あ
る
萋

知
れ
る
で
あ
ら
軋

殊
に
霾

日
か
ら
鑿

晨

低
首
か
ら
高
音
に
織
≠
償

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

脚

む

時

は

、

腹

部

の
競

闘

が

緊
張

す

る

事

は
、

發

馨

し

つ

》
腹

部

に
手

を

あ

て

・
見

れ

ば
、

直

に

わ

か

る
。

腹

で

物

が

い

へ
る

も

の

で

は

な

い
け

れ

ど
、

そ

の
積

で
發

聲

の
準

備

を

整

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

へ
ね

ば

な

ら

ぬ
。

騨口

先

で
物

を

い

ふ

な

、

腹

で

い

へ
と

は

、

武

士

道

の
金

言

で

あ

る

さ
う

一.

萎

移
し
て
以
て
言
靉

授
の
座
右
銘
と
す
る
に
足
る
・
　

　

　

　

　

さ
て
鑿

日
機

器

訊
饕

瓷

そ
三
つ
あ
る
・
あ

三
つ
は
發
音
聾

の
穩

と
し
て
亠

充
分
に
訓
練
に
訓
練
を
重
ね

》
ば
な
ら
ぬ
肝
要
な
事
件
で
あ
行
。
さ
て
そ
の
三
要
件
と
は
、

　
　
　
第

一　

舌
の
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

　
　
　
第
二
　
軟
葢
の
運
動

　
　
　
第
三
　
唇
の
運
動

で
あ
る
。

こ
れ
が
訓
練
を
な
す
に
は
、
常
に
鏡
を
携
帯
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
教
師
も
生
徒
も
。

一篇
へ
↓
ハ
轟早
　
　
　鵜
罫
晶首

一敏

掃扠

の

・豫
}
備
冖

七
三

晦



七
四

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」

何

と

な

れ
ば

、

こ
れ
ら

の
三

者

の
獲

聲

機

關

は
、

皆

鏡

に
照

ら
し

て
、
詔
そ

の
實
地

を

研
究

}

す

る
事

が
出

来

る

の
で

あ

る
。

ま

つ
舌

の
運

動

は
、

第

七
圖

に

示

し

た
如

く
、

母

音

發
聲

の
時

の
舌

の
位

置

を
學

ぶ
の

で

}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　

あ

る
。

殊

に

イ

と

エ
と

は

、

第

七

圖

に

あ

る

如

く
、

三

角

形

の

中

央

に

あ

る

も

の

で

、

イ

㎝

か

皇

・

エ

か
ら

ア

に

至

り
・

又

ア

か

ら

オ
・

オ

か

ら

ウ

に
至

る
問

の
順

序

で

・

舌

の

童

低

か

よ

く
鏡

に
寫

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

な

ほ
詳

細

に
立

ち
入

る
と
,
舌

の
筋

の
運
動

で
あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

　

る

が
、

こ
れ

は

ア

の
發
聲

の
時

の

や
う
な

準

備

で
、

ロ

を
開

い
て
鏡

に
向

ひ
、

ま

つ
音

を

　
兩
側

に
廣

げ
、

又

中
央

に
縮

め
宀

ま

た

は
下

の
前
齒

の
根

に
舌

を
据

ゑ

て
、
舌

を
漸

次

に
、
}

舌

上

か
ら
舌

本

の
方

を
高

く
し
、

叉
低

く
す

る
訓

練

を
施

す

の
ガ
肝
要

で
あ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

}
次

は
軟

葢

(
こ

〉
で

い
ふ
軟

蓋

は
第

三

圖

に
あ

る
軟

ロ
葢

と
騒
壅

垂
と

を
併

稱

し

て

い

ふ
、
　

　
以

下
皆

こ
れ

に
傚

ふ
)
の
運

動

で
あ

る

ガ
、
こ
れ
は

口
音

と
鼻

音

と

の
大
區

分

を
す

る
大

切

…

　
な
働

き

で
あ

る
。
即

ち
軟

葢

を

垂

れ

る
と
、

鼻

音

と
な

り
。

軟

葢

を
あ
げ

る
と
、
ド
口
音

に



な

る
も

の
で
あ

る
。

即

ち

こ

の
軟
葢

の
あ

げ
下

げ

の
運

動

を
、

鏡

に
照

ら
し

て
見

る
走
、

/

、
}

ー
ー

'賜

＼

(圖四十第)動運の葢軟

　
卻

ち
第

十
四

圖

に
あ

る
如

く
、

充

分

に

ロ
を
開

い
て
、
(充

分

に
開

か
な

い
と

口

の
奥

が
見

　

え

ぬ
〉

軟

葢

を
上

げ

る

の

で
あ

る
。

例

へ
ば

ア
ー
と

發
聲

っ

》
、

ロ

を
充

分

に
開

く

の

で

　
あ

る
。

而

し

て
又

ア
ー

の
音

を
漸

次

に
調

子

を
高

め
て
、

發
音

す

る
乏
、

懸
壅

垂

が
次

第

　
に

上
に
あ
か
つ
て

途
に
は
奪

替

蓋
と

表

し
て
し
ま
う
蓬

.
、
充
分
に
鏨

の
上

第

六

章

　

發

音

敖

授

の

豫

備

街

七
五



憾 。

'

◎

＼

/

七
六

丶

～　 学齢　　 　 　

か
る
よ
う
に
訓
錬

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
・
第
+
四
圖

の
上
に
あ
る
熨

即
ち
そ
れ
で
あ
る
コ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

{

而

し

て

こ

の
軟

蒸

を

、

口

を
充

分

に

開

い
た

ま

》
下

げ

る
と

、

第

十

四

圖

の

下

に

あ

る

圖

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ　
　
ぼ
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

.の
や
γ、
に
俊

こ
の
時

の
鑾

昌

㎎
の
や
う
な
音
が
曲

る
.
軟
塗

下
の
淫
書

、
炎

暑

し

な

い
で
も
出

来

る
が
、

發

青
し

つ

》
王

下

の
連
動

を

し

ょ
う

と

い
ふ
の
に

は
、
鳥
…
…

9
　

　

　
と

い

ふ

や
う
に
、

a
の
音

を

長

く
し

て
、

軟

葢

を

久
し

く
上

に

あ

げ

お
き
、

㎎

　

　
　

　

　

　

　
　

　

縮

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

か
く

て
繰

返

し

つ

〉
、
軟

葢

nの
音

を
短

く
し

て
、
軟

葢

を
暫

く

下

に

さ

げ

る
の

で
あ

る
。

の
運
動
を
自
由
に
す
る
の
で

の
る
.
汎
て
皇

日
を
鼻
に
か
け
て
い
ふ
地
方
の
友
　
口を
矯
亜

す

お
の
に
は
、
軟
蓋
の
王
か
る
運
動
を
、
充
分
に
練
習
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、

い
ふ
ま
で

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　̀

　

　

　

　

　

-　

　

　

　

　

　

一

　

も
な
い
.
　

　

、
-
　

　

　

　

　

　

　

、も

墨

次
は
唇
の
運
動
で
あ
る
ガ
、
第
八
周
に
示
し
た
恕

、
鑾

.
發
聲
の
時
の
唇
の
並
置
か
三

始

め

て
、

そ

の

訓

練

の
當

初

に

於

て

は
、

む

し

ろ

極

端

に
唇

の
開

閉

伸

縮

セ

行

は

ね

ば

な

鳳・

ら

ぬ
。
.
例

へ
ば

通

常

ア

イ
ウ

エ
オ

と

い

ふ

時

よ

り

も

、
　

ご
暦

ひ
と

く

唇

を

運

動

さ

せ

て
、、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
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}　

ア

イ

ゥ

エ
オ

を

逕

續

的

に

發

青

す

る

の

で

あ

る
、
.
殊

に

イ
と

エ
と

は

、

前

に

香

の
遐

動

の

　灘
鯰
髭
購
驫
構
辮
醂鞭
軽
齢い編
垂

　
と

發

費
す

る

に
及

ば

ぬ
、

無
聲

で
唯
唇

の
開

閉
伸

縮

を
行

へ
ば
、

そ

れ
で
澤

山

で
あ

お
　」

　

な

ほ
殊

に

注
意

す

べ
き
事
は

、

イ
と

い
ふ
膏

ガ
、

い

つ
も

土
乏
な

る
如

き
地
方

の
訛
音

が

　

あ

る
ガ
、

こ
れ

に
は

イ
と

い

ふ
時

の
唇

の
両
側

を
、

充

分

に
左

右

に

ひ
き
垂

れ

る

や
う
に

　

さ

せ

ね

ば
な
ら

ぬ
。

頑

固

な
唇

な
ら

ば
、

手

で

ひ
き

は
た

け

て

ゾ
も
、

強

制

せ
ね
ば

な

ち

　

ぬ
。

以
上
述
豪

た
撰
で
、
・ま
つ
警

整

の
豫
袋

耳
の
整
璽

責

鑿

唇
と
の
}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
語

の

　
運
動
が
出
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
か
ら

一
々
發
音
数
授
の
例
に
照
ら
し
て
、

～　
不
正
な
發
青
を
矯

正
し
、
正
確
純
良
な
国
語
を
教
授
す

る
實
例
を
示
さ
う
。

』声

、

第

六

章

、
　

發

.音

数

授

の

豫

備

七
七

/



老
入

ボ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
∴
驚
七
島早

發
音
矯
正
の
例

、　
　
　
　
　
　
　

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

聊

　

　

　

　

淑
へ

ま
つ
五
害

順
に
よ
っ
て

鑾

湯

繁

例
か
む
讐

重

量

・
は
決
も
て
鑿

・
學
よ

容

易

な

も

の

で

な

い

か

ら
、

實

地

の
教

授

に

は
、
.
第

一
次

に

置

く

事

が

出

来

な

い
事

は
、

既

に

縷

陳

し

た

通

り

で

あ

乃
。

本

書

は

教

授

の

手

加

減

に

付

て

は

、

教

育

家

諸

氏

に

一
任

し

て
、

唯

便

宜

上

五

十

音

順

に

よ

っ

て

説

く

の

で

あ

る

事

は
、
豫

め
御

注

意

を

願

ひ

た

い
己

　

　

　

　

　

が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　

さ

て
母

音

の

中

で

、

ア

と

オ

と

は

、

大

抵

誤

の

な

く

發

苦

さ

れ

て
居

る

ガ
、

そ

の
他

の

イ

　

ウ

エ
の

三

音

は
、

往

々

混

同

さ

れ

て

居

る
。

　

　

　

　

　

　

母

音

矯

正

　

　

　

嶼(
一
)

イ
と

ウ

と

の

混

同

忠

義

(チ

ウ

ギ
)
と

い

ふ
事

を
、

チ
・
'
ー
ギ

と

發

著

す

る
入

ガ

あ

る

,

こ
れ

ら

の
人

は

、

衆

議



◎

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

}

院

も

シ
ー

ギ

イ

ソ
と

い

ひ
、

入

道

も

二
ー

ド
ー

と

い

ふ

の
で
あ

る
。

こ

れ

を
矯

正
す

る
に

{

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

}

は
、

第

三
章

に
論

述

し

た
原

理

に

よ
り
、

第

六
圖

第

七
圖

及

び
第

入

圖

を
示

し

て
、

各

母

}

音
の
性
質
中
・

イ
皇

あ

差
別
を
・
肇

明
瞭
鍾

馨

し
め
・
叉
前
章
で
説
実

質

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

の
運

動

を
、

充

分

に
施

行

し
、

イ
音

の
正

確

な
音

を
訓

練

せ

ね
ば
な

ら

ぬ
。

な

ほ
練

習
問

一

讐

て
嵳

に
毳

毳

回
し
や
豊

・空

中
下
に
あ
る
蕩

語
壷

　

　
　

　

　

一
々

そ
の
發
音

を
匡

す

の
か

よ

か
ら

う
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ド　

　

　

・

へ
來

っ
て
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

}

　

　
　

　

イ

ミ
.(忌

み
)　

ウ

ミ
(海
)　

イ

ェ
(家
)　

ウ

エ
(上
)　

イ

ロ
!
丶

(色

々
)
ウ

瀉
/
丶

{

　
　
　
　
震

源
)

以
上
多

の
上

　

　

　

に
あ
る
も
の

ノ

シ
イ
(盲

)　

ハ
ナ

ハ
ダ

シ

ウ
へ甚

シ
か
》　

モ

ヶ

イ
(册

ひ
)

冖客

思
ふ
)

八
イ
(蝿
丞

羅

彩

轢

ニ
ィ

ナ

戈

新

嘗

)　

ニ
ウ

ヨ
4

(人

触

)

今

ウ

リ
.1

(忠

良

)

ヒ
イ

叉

口
入
)

ヒ
ウ

⊥

旦

買
)

霊

夢

のの
中

モ

今

ウ
(用

ふ
)

イ

サ

叉
緇
℃

ノ丶

第

七

章

　

發

音

矯

正

の

例

七
九



蝋
亀

い
　
　
・

入
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

'=

　
　
　

(二
)　

イ
と

エ
芝
の
混
同

唱

イ
エ
(家
)
の
こ
と
を

モ

と

～

入
曝

誘
響

い
ふ
事
を
・

テ

夛

と
い
ふ
の
で
∴

誠
に
聞
苦
し

い
・

こ
の
訛
薦

茨
城
埼
纛

な
ど
に
多
一
あ
る
や
う
で
あ
る
・
そ
の
他
の

…

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

-
　

丹　
　
　

同　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

雌　
　

二

所

に
も

ま

だ

澤

山

あ

る
ら

ル

い
、
要

す

る
に

エ
ガ

イ
と

な

る

の
は
、

舌

の
運

動

か

不

足

{

で
、
唇
も
從

て
不
畠

蒙

ぞ

居
る
の
で
あ
る
か
ら
、

イ
孟.
を
充
分
に
訓
練

せ
ね
ば
盗

ら

ぬ

。

そ

は

前

章

唇

の
運

動

の

條

で

、

く

は

し

く

い

っ
た

殖

り

で

あ

る
.

即

ち

イ
音

は

エ

…
・

音
よ
リ
へ

舌
占

葢
あ

籬

ガ
・

や

接

近
し
て
き
て
唇

の
方

は
両
側
に
引
き
2

け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
・
さ
て
響

問
題
と
し
て
は
・

、
　

'
.
　

　

　

…

　
　
　
　
　
エ
ソ
キ
(延
期
)

イ

ン
蠱

汁
)

エ
チ
ゴ
(馨

)

イ
チ
ゴ
毒

)
、
エ
ヤ
(鸞

)
}

　
　
　
　
　
イ
ス
今
)
嫐
磐

舫

上
.

'
　

　

　

　

㍉
　

　

　

　

～

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

　

　

　

　

　

コ

エ
(聲

)　

コ

イ
(鯉

)

オ

ェ
(畢

)

オ

イ

(老

い
)
・.
サ

カ

イ
(境

)　

サ

カ

エ
　

(榮

)
～

　
　
　
　
　
以
上
イ
あ
下
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

㎝

}

　

5
の
る
も
の

……

ー

レ

、
　

…
一

、
　

、
　

　

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鬱



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ど

　

　

　

　

ガ

ク

イ

ン
(學

院

)

ガ

ク

エ

ソ
(學

園

)

キ

ョ
ー

イ

ン
(教

員

)　

コ
重

工

ン
　

(公

へ

な
ほ
所
掴

爵

イ鬣

薪

蟻

戴

嵩

ボ

し
て
居
る所
L

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ

あ

る

が

・

ま

づ

母

音

の

混

同

の

最

も

甚

し

い
も

の

は

・

以

上

に

掲

示

し

た

二

例

で

あ

ら

う

一

恵

条

-
毒

音
の
矯
正
践

下
読
重

子
首

抱
合
し
援

響

の
誤
翌

及

ん

で
く

る

か
ら
、

一
番

大
切

な
教

授

で

あ

る
。

母

音

が
正

し

く
褒

者

さ
れ
な

い
と
、

つ

}

ま

り
五
十

音
圖

の

イ
列

工
列

ウ
列

は
、

皆

間

建

っ
て
し
ま

う

の
で

あ

る
。

で
あ

る

か
ら
返

す

广
丶

も

、

母

音

の
嚴
楕

な

教
授

ガ
、

言

語

發

聲
教

授

の
基

本

と

な

ら

ね
ば
、

國

語
教

授

も

全
體

か
く

つ
れ

て
く

る

の
で
あ

る
。

恐

る

べ
く
謹

む

べ
き
次
第

で
あ

る
。

　
　
　
　
三
)
で
と
量

の
混
同

.

.
　

　

　

　

　

亠

ユ
ウ

ビ

ン
(郵

便
)
ガ

イ
↓

ン
と

な
戦

書

ご

昨
夜

)
ガ

ィ
ー

べ
と
な

る

の
は
、

童

起

の
言

語

に
於

て
、

つ
ね
に
聞

く
所

で
あ

る
が

、

大
人

に
成

っ
て
も

、
地

方

の
方

言

に

は
、

{

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

第

七

章

　

發

音

矯

正

の

例

入
晶



丶/1

八
二

こ

の

善

が
完
全
に
奪

ら
れ
な
い
髣

あ
を

全
体
母
音

の
-
と
書

の

γ
と
は
・
甚

～

　

　

　

　

　

　

　

ど　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ

類

似

し

て

居

る

の

で

・

充

分

に

舌

硲

運

動

を

敏

活

に

せ

ね

ば

、

こ

の

一

と

駈

と

の

駐

別

㎝

奮

來
ぬ
・

.一

　

　

　

　

、
　

　

　

　

　

}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゴ　
　
　
　
　
　
　
　

へ

.、
ば
第

六

圖

に

あ

る
通

り
、
-
y
は

第

十

圖

に
あ

る
通

り

で
、

i

よ

り

γ
の
方

が
、亀

舌

土

で

養

せ

ら

る

、
傾

向

ガ

あ

る
。、
i

は

口

腔

的

母

音

で

.

y
は

舌

上

音

の
顎

音

で

あ

る

事

は

、

既

に

述

べ
た

通

の

で

あ

る
。

さ

れ

ば

ま

つ
　

γ
の
子

音

發

聲

を

教

練

し

、

ヤ

ユ

ヨ
の
成

熟

丶

音

を

發

音

せ
し

め
、

亭
が

イ

に

な

ら

ぬ

や
う

に

、

正

確

な

る
舌

の
位

置

を

充

分

に
會

得

さ

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
・
　

'
、
　

　

・
　

　

　

　

　

、
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

　
　

　

　

イ
(射
)

ユ
(湯
)

イ

ミ
(忌
)

ユ
ミ
(弓

)
　

　

　

　

　

　

ゼ

　
　
　
　

イ
ヅ
(出

づ
)

ユ
ヅ
(柚
子
=

-

(暮

)
,
イ
夫

の
)

礎

齢

のの
半

　

　

　

　

ア

イ
(愛

)

ア

ユ
(年

魚

)　

ユ
・イ

(鯉

)　

コ

ユ
(肥

ゆ

)　

サ

カ

イ
(境

▽

サ

カ

ユ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

(榮

ゆ
)

羅

瓢

のの
下

'
～

,、匚

・
　

,

、

ヒ
　

、

◎
甲



　

　

　

　

　

ミ

ユ
キ

(行

幸

、深

雪

)　

ナ

マ
イ

キ
(生

気

)

ブ

サ

ユ
ウ

(朝

夕

)

ホ
ー

イ
ゥ
(朋

友

)

　

　

　

　

　

以
上
イ
ユ
の
中

　

　

　

　

　

に
あ
る
も
の

　

な

ど

を
錬

習

例
と

し

て
、　

一.
々

そ
か
發

音

の
如

何
を

試

み

る
時

は
、

そ

の
正
否

が
明
白

に

　

わ

か
る
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・　

　

ゆ

　

　
　

　

　

　

　
子

音
矯

正

　

　
　

　
(
一
〉
　

キ
と

今
と

の
混
同

　

今

ソ
今
や
ク
(沈
着

)と
金

着
(キ
シ

チ

ャ

ク
)、
マ
チ
(町
)と

マ
キ
(薪

)と

が
區
別

さ

れ
な

い
入

は
、

　

今

キ
(知

己
)と

キ
今
(吉

)と

の
區

別

か
た

〉
ぬ
。

こ

れ
は
主

と
し

て
鼻

に
か
け

て
物

を

い
ふ

　
入

に
多

い
。

か
の
有

名

な

國

會

議

員

で
、

緊

急

動

議

を

今

ン
キ
ウ

ド
ー

ギ
と

い

っ
た

と

、

　

て
、

無

學

の
悪

評

を

う
け

た

が
、

そ
れ

は

決
し

て

チ

ン
と

い

っ
た

の
で
な

か
ら
う

ガ
、

キ

}.
の
音

が
鼻

に
か
』

る

か
ら
、

今
と

聞

か
れ

た

の
で

あ

る
。

こ

れ
は
前

に
・い
っ
た
如

く
、
軟

騫

を
充
分
に
あ
げ
て
・
鼻
に
か

》
ら
ぬ
や
う
に
す
れ
ば
・
正
し
き
書

を
發
か
る
事

奮

　宦
…

第

七

章

　

'發
=
晉

矯

正

の

例

八
三



◎

/

八
四

る
。
な

ほ
第

九
圖

と

第
十

圖

と

に
照

ら

し

て
、
k

の
子
音

と
血

の
手
書

と

の
異

性
質

を
、
.よ

●
く

理
會

せ

し

め
、
さ
て

の
ち

イ
音

を

正

し
く
發

せ
し

め

つ

》
.
そ
を
成

熟

青

と
し

て
、
キ
と

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ヒ

穿
と

の
明
瞭

な
區

別

を
、

訓
練

さ
せ

ね
ば

な

ら

ぬ
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

　

　

　

(三
)

キ
と

ケ
と

の
混

同

白
金

(
ハ
ツ
キ

ソ
)
八
ヅ
ケ

ン
(發

見
)、

イ
ヶ
(池
)
イ

キ
(生

き
)、

ケ

シ
.1

(化
装

)
キ

シ
ョト
詞

章
)
.
の
區

別

か
出

来

な

い
入

は
、

k

乏

い
ふ

子

音

に
は
差
支

か
な

い
か
、　

イ
と

エ
と

の
母

音

の
抱

合

す

る
際

に
、

誤

る
も

の
で
あ

る

か
ら
、

無

論
イ

エ
兩

母
音

の
嚴
密

な

る
訓

練

を

行

は
ね

ば

な

ら

ぬ
、

　
　
　

(三
)

ギ
と
ゲ
と
の
海
尉

　

　

.

グ

ソ

コ
ー

(原

稿

)
か

ギ

ソ

コ
i

(銀

行

)か
、　

ハ
ギ
(萩

)か

ハ
ゲ

(禿

)か
、
一
ゲ

9
(下

痢

)か

ギ

リ

、(義

理
)か
、

區

別

が

出

来

な

い
で

は
、
と

ん

だ

誤

を

起

す

事

で

あ

る
。
こ

れ

も

9
の

子

音

に

は

別

に

故

障

も

な

い

ガ

、

イ
と

エ
と

の
母

音

に
移

る
際

に

、

舌

の
用

意

か

不

充

分

で

あ

る



●

か

ら
、

母

音

に
た
ち
戻

っ
て
、
充

分

に

こ
れ

ガ
訓
練

を
行

は

ね
ば
な

ら

ぬ
。

　

　

　
(四
)

ガ

イ
と

ギ
.
一

と

の
混
同

僕

は
實

に

コ
ー

ギ
.一

に

堪

へ
な

い
、

あ

)
僕

は
實

に

ギ
.
書

劣

ン
の

至

り

で
あ

る
、

と

い
ふ
演

舌

を
聞

い
た
事

ガ

あ

る
。

こ
れ

は
主

に
岡
山

縣

あ

た

り

に

あ

る
方

言

ら
ル

い
。

充

分
抱

腹

な
方

言

で
あ

る
。
ガ

イ
と

い
ふ
直

者
か
、
直

に

ギ
.
1
と

い
ふ
拗

音

に
な

る
の
で
あ

る

か
ら
、

こ
れ

を
な

ほ
す

の
に

は
、

ま

つ
ア

イ

の
連
續

母
音

を
充

分

に
教
練

し

て
後

に
、

9
の
子

音

を

そ

の
重

母
音

の
頭

に

つ
け

る
事

を
教

へ
ね
ば

な

ら

ぬ
。

ギ
.
1

の
如

き
音

は
、

国
語

の
中

で
も
最

も

醜

音

で
あ

る
か
ら
、

他

人

に

笑

は

れ

る

の
も
、

無

理

で
な

い
。

ギ
.

1

!
＼

と

い
ふ
も

の
は
、

雁

か
鴨

か
と

い
は
れ

る
批

評

か

つ
ら
く

ば
、

注
意

し

て
速

に
直

ほ

さ

ね
ば

な

ら

ぬ
。

　

　

　
(五
)　

カ
と

ク
ワ
と

の
矯
正

小
學

校

の
字

音

假

名
遣

で

は
、
カ
で
も

ク
ワ
で
も
、

と
ち

ら
で
も

か
ま

は

ぬ

や
う

に
な

っ
て

第

七

章

　

發

音

矯

正

の

例

八
五



八
六

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　く
く
ヨ

　

居

る

ず

、

國

語

で

は
區

別

が

出

来

れ

ば

、

膿

来

た

方

に

増

す

事

は

あ

る

ま

い
。
カ

シ
ャ
(借

　

家

)
か

ク
.
シ
ャ
(菓

子

屋

)
と

ま

ぎ

れ
、

ク
.
ン
ィ

ン
(官

員

)ガ

カ

ン
ィ

ン
(姦

婬

)と

聞

え

る

な

　

と

は
、
.
あ

ま

ゆ

感

服

し

な

い

の

で

あ

る
。

東

京

で

カ

と

ク
ワ
と

の
區

別

が
出

来

な

い
と

い

　

う

た

所

で
、

、全

國

の

多

數

の
八

が

區

別

が

出

来
れ

ば

、

糞

も

味

噌

も

、

東

京

語

な

ら
標

準

　

語

に

す

る
と

い

ふ

わ
、け

に

も

行

く

ま

い
。

そ

も

ク
ゥを

カ

と

い
ふ

0

娃

W
と

い
ふ

唇

の

.

　

子

音

を

省

い

て
、

ず

る

く

發

音

す

る

か

む

で

あ

る
。
」
何

も

ず

る

く

發

音

す

る

ガ
、
-
ほ

め
た

　

　

一　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
難

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も
　
　
　

　

　

も

の

で
も

な

か

ら

う

。

こ

れ

を

矯

正

す

る

に

億

、

ワ
音

か

ち

始

あ

て
、'
k

の
子

音

と

の
連

　

續

に

及

ぶ

の

で

あ

る
。

決

し

て

六

か

し

く

も

な

い
、

ヌ

到

底

言

ひ

に

く

い

と

い

ふ
音

で

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

魯　　量

　

な

い

の

で

あ

る
。

　

　

　

　

(六

)　

か

と

グ
ワ
と

の
矯

正

　

　

　

　

　

　

-　

　

・
・　

.　

　

　

,

　

こ

れ

も

東

京

人

に

は

區

別

さ

れ

な

い

で

あ

る

か
ら

、

ガ

ソ
ブ

ツ

(獲

物

)
か

グ
.
ソ
プ

ッ

(玩

物
)
か
、
ガ

チ
.⊥

鵞

鳥
)
か

グ
.
ナ
、-

(蠱
帖
添

、ガ

ガ

ク
(雅

楽
)
か

グ
.
ガ

ク
(畫

學

)
か
、
少

匹

醒



一　7一 一

じ　

.薄

鍋
め藁

繧

繝

髄
婦縫
鑑

同

理

で

あ

る
。

　

　

　

　
(七

)　

シ
と

ヒ
と

の

混

同

,　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、　

、　

　

　

　

,

東

京

の

人

は
、

ヒ

・

イ
(廣

)と

シ
甘

干
(白

)と

の

い

ひ

わ

け

が

つ

か

ぬ
。

而

し

て
・廣

い
事

を

　

シ

ロ

ィ
と

い

ふ

の

で

、

白

い
と

い

ふ

事

は
、

マ
.
今

"
と

い

っ
て

居

る
。
か

く

て
然

り

(
シ

カ

リ
)
光

で

カ

リ
)、

勤

キ
(四

季

)
ヒ

キ
(蟇

)な

ど

の
區

別

も

つ

か

ぬ
。

こ

れ

は

大

變

な

相

違

煽
綬
纒
.熱
翫
驫
鑼
鋸
縮
濃
鞴

鰭

競
.凝

綜
　

　
の

た

と

い

ふ

け

れ

と

も

、

そ

ん

な

御

幤

か

つ
ぎ

は

、

硯

蓋

を

ア

タ

リ

バ

コ
、

猿

楽

町

を

エ
こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
}

テ

ガ

ク

今

.一

と

小

ふ
言

語

の
嫌

忌

と
凸

同

・一
に
論

じ

ら

れ

な

い
。

大

島

正

健
氏

Φ

.'「音

韻

諜

」に

は
、
曲

の
S

嵌

け

飛

一

な
軌

ブ

リ

マ
シ
エ

9・認
騷
・-.》
。
)ガ
、ア
リ

マ
ボ
]

冖

　

　
　

　

第

七

章

　

發

音

矯
,正

の

例

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
八
七



＼

.

轡

右

八
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

{

・
(鎚
一諺
善

O
)
に

な

っ
た

も

の

㌘

い

は

れ

髪

.
、
の

理

由

か

ら

い

へ
嫁

・.}、一の

s
姦

過

て
短
と

な

っ
た

の

で
も

あ

ら
う

か
。

併

し

㌢
を
甑

と

か
く

の
は
、
羅

馬

字

の
上

0
事

で
、

レ

聲
音

の

か
ら
見

れ
ば
、

必

し
も

羅

馬

字

を

嘗

て

に
し

て
は

な

ら

ぬ
。
と

も

か
く
、喉

音

と
顎

的

轢
音

と

の
大

な
相

違

で
あ

る
事

を
會

得

し

て
、

こ

の
混

同

を

改

め
ね
ば

な

ら

ぬ
。　

　

冖

　
　
　
(入
)

シ
と
ス
あ

混
同

　

　

　

　

　

　

　

…

ス

・
、(煤

子

)、
シ

・
(獅

子

、鹿

)、
ス

シ
(鮨

)、
シ

ス
(死

す

)、な

ど

の
區

別

は
、出

雲

及

び

東

北

地

方

の
人

は

出

来

な

い
、

こ

れ

は

二

重

の
矯

正

を

要

す

る

の

で

あ

る
っ

即

ち
第

紬
に

イ
と

ウ

と

の

母

音

の
混

同

を

矯

め
、

次

に

ス
,
憲

)と

シ
(・-二
hS
)と

の

混

同

を

矯

め
、而

し

て
最

後

に

シ
(曲

)

と

ス
(
㎝
)と

の

正

し

き

發

音

に
及

ば

ね
ば

な

ら

ぬ
。

そ
も

(曲

)は

第

四

章

の
表

に

あ

る

ガ

如

」

く

、

顎

的

轢

者

で

あ

る

の

に

、

(S

)は
齒

的

轢

者

で

あ

る
。

舌

の
上

か

ら

見

て

も

、
舌

上

音

と
舌

鏨

日
と

の
相

違

ガ
あ

る
心

.
、
の
異

性
質

の
鑿

日
を
、

分

解

的

に
教

授

し

て
、

後

に
迦

め

て
正

し

き
國

語

々
、

發

音

せ
し

む

る
事

が

出
來

る
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一



丶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
{

　

　

　

(九

)　

セ
と

シ
ェ
と

の
混

同

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・　

　

…

国

語

の
標

準

音

は

、

セ
(
se
)
で

あ

る

の

に
、

方

言

で

は
拗

音

の

シ
.
(曲

)
に

い

ふ
も

の

が

あ

～

る
。

こ

れ
も

前

に
述

べ
た

、

S

の
齒

的

轢

者

と

、

曲

の
顎

的

轢

者

と

の

混

同

で

あ

る
。

セ

イ

/
丶

(世

々

)を

シ
、1

/
＼

と

い

ふ

の

は

。

正

し

い
國

語

で

は

な

い
。　

　

　

　

　

　

.

　

　

　

(十

)
　

ぜ
と

ジ
ェと

の

混

同

ゼ

昌
(錢

)を

ジ
ェ
ニ
と

い

ふ

方

言

ガ

あ

る
、

こ

れ

は
一

と

z
と

の
混

同

で
、

前

に

述

べ
た

、

セ
と

シ
ェと

の

混

同

ガ
、

唯

濁

音

と

な

っ
た

ま

で

y
あ

る

。

即

ち

こ

れ

を

矯

正

す

る
法

は

、

…

前

條

と

か

は

の

が

な

い
。

　

　

　

(十

一
)　

ジ
と

ヂ

と

の
矯

正

　

　

　

　

　̀

　

,

こ

の
混

同

は

、

全

國

の

過

半

が

や

っ

て

居

る
事

で

あ

ら

う

ガ
、

土

佐

及

び

豐

後

あ

た

り

の

ダ人

は

、

よ

く

區

別

が

出

來

る
、

即

ち

フ

ジ
(富

士

)と

フ

ヂ

(藤

)、
ウ

ヂ
(氏

)と

ウ

シ
(蛆

)、
ジ

シ

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

{

、
シ

(自

信

)
と

デ

シ

ン
(地

震

)、

}
ジ

(刀

自

)
と

}

ヂ
(閉

ち
).
キ

鎖

雉

子

)と

キ
虜

(木

地

)
癒

…

第

七

章

　

發

音

矯

正

の

例

八
九

〃

』



華

九
〇

　
　
　
　
　
　
　

"　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ど
ガ
、
皆

一
々
明
瞭
に
發
音
さ
れ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
省
の
小
學
校
令
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敢
て
區
刑
す
る

㎝

に
及
ば
ぬ
と

い
ふ
事
で
み
る
疾

斈

に
書

い
た
上
で
は
・
不
都
合
な
事
が
あ
る
・
例

鉱

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ば

テ

ーン
今

(天

地

)と

い

っ

て
、
地

の

音

は

今

で

あ

る

と

欷

へ
て

、
地

震

、
田

地

の
音

は

、
ジ

シ

{

釁
擁
欝
欝
獅辮

呼纏

轍
轄
　

る
入

ガ
あ

る

の
に
、

そ

の
音

を
撲

滅

し

て
し

ま

は

,り
と

い
ふ

の
は
、

少

し

く
粗

暴

で

は
あ

『

る
ま

い
か
・

さ
て
こ
の
矯
正
法
は
・
前
の
二
條
高

じ
文

顎
的
轢
音
と
歯
音
と
の
混
鉱

で

あ

る
、

」

は

ど

こ
ま

で

も

舌

上

音

の

顎

韵

…轢

者

で
.

d

は

飽

く

ま

で

も

、
、舌

頭

音

の
齒

猪
鷲

る
.
而
し
て
w、
嫉

蕩

、
ヂ
で
畄
で
あ
る
事
は
↓
第
五
立早
に
詳
述
し
磯
通
り
で

へ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

}

　
　

　

(十

二
)

ズ

と

ヅ
と

の
矯

正
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
,　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　
　

σ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}



　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　

ジ
ヂ

の
區

別

の
出

来

な

い
入

は
、

ズ

ヅ

の
區

別

も
出

来

な

い
.

叉

挙

の
區
別

が
出

来

る

一、
土

佐
あ

た
り

の
入

は
、
亦

ズ

ヅ

の
區

別

も
出

来

る
・

さ

て
第

五

章

に

示

し
茹

く
・
ズ
(
㎜
)

臓
靆

鐘

飜

纏
孀

糖質

(　ミ葛)頻資

餐

髪

礁

　

は
・

區
別

し

て
鑾

目
す

る
か

よ

ろ
し

い
・
　

・

}恩

讐

ヂ
、
美

ズ
ヅ
の
區
別
を
正
し
甚

る
事
は
、

ひ
と
の
国
語
の
上
で
必
要
で
あ
.、

一

ば

か
り

で
な

く
、

進

ん

で
外
囲

語

を

習

ふ
上

に
、
大

變

な
要

用

を
感

じ

て
く

る
の

で
あ

る
。

…
も
し
こ
れ
ら
の
區
別
が
出
来
な
い
㌢

で
は
・
舌
姦

固
に
な
っ
て
・
到

底
外
國
語
な
ど

{

を
習

得
す

る
事

は
出

来

ぬ
.

日

本
入

の
現

状

は
、

音

か
崩

れ

て
、

怠

惰

に
、

放

逸

に
、

散

擾

に
、
歪

に
流
れ
て
居
る
竃

充
分
に
毳

の
發
音
を
區
刑
し
た
い
恵

ふ
・

一
注

意

ま

で
に

い

っ
て

お
く

事

は
、

英

語

で

は

ヅ
を

伽

で
あ

ら

は
す

の
で
、

羅

馬
字

綴

に
も

…
ヅ
轟

と
か
い
て
あ
る
も
の
も
あ
る
客

と

s
と
ば
・
濁
章

清
意

の
葬

あ
る
か
乾

へ一

!

ー

ー

～

…
一
;
…
一

第

七

章

　

發

瞽

矯

正

の

例

九

一



篭

■

九

二

本
書

で

は
濁
合

音

と

ん

て
、

砒

を

用

ひ
た

の

で
あ

る
。
文

部

省

の
羅

馬
字

調

査

報
…告

に

は
、、

ズ
も

ヅ
も

共

に

皿
と
書

い
て
あ

る
か
、

こ
れ

は
前
條

の
理

田

に

よ

っ
て
,
-吾

人

は
贊

回

し

…

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

か
ね

る
事

で

あ

る
。
(敷
育
時
論
第
五
六
四
號
以
下
拙
文
參
考
)

　
　

λ
十

三
)

ヶ
と

ツ
と

の
混
同

　

　

　
・　

　

　

　

・
、

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
'　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

シ
と

ス
と

を
混

同

す

る
入

は
、

今
と

ツ
と
も

混
同

し

て
居

る
。

今

・
(父
、乳
)
ヅ

・
(筒
)、
.争

覇

除廼
薄
額
り離
散財氤
鷺
じ
贏
鯉
糎
鎧
恥
鉱
褪
鷺

爾

醜

そ
も

チ
(・コL
hC
)
は
顎
的

で
ふ

ツ
(㎞
)は
重

日
の
清

良

日
で
あ

る
か
乾

ま

つ
重

日
の
曲

恩

給

と

の
訓

練

を

行

ひ
、

こ
れ
と

同
時

に

イ
と

ウ
と

の
母
菅

の
發

聲

を
も
、

教

練

せ
ね
ば
な

【

ら
ぬ
・
舌
書

舌
璽

曇

聲
の
周

即
ち
第
+
圖
筆

画

は
・
習

に
著

者
の
腦
壅

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

も

に
刻

ま

れ

て
、

こ

れ
ガ
實

地
演

習

に

の
ぼ

ら

ね
ば

な
ら

ぬ
コ　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

}

　
　
　

(十

四
)

.b
と

フ
と
の

混
同



ぞ

出

雲

あ

た

り

で

、

甚

し

い

の

は
、

フ

ガ

シ
(東

)
の
方

か

ら

フ
ヵ

ノ
＼

と

フ

カ
.
(光

)
た

と

い

ふ

や

う

な

事

を

、

い

っ

て
居

る
。

充

分

聞

苦

し

い
方

言

で
あ

る
。

こ

れ

は

イ
と

ウ

と

の
母

㎝

音

の

相

違

も

あ

る

ガ
、

喉

音

と

唇

音

と

の
大

差

も

あ

る
。

全

体

波

行

ハ

じ

フ

ヘ
ホ

を
、

魚

竇

血

艶

釦

の

や
う

に

い

ふ
窮
、は
、

上

古

の

日

本

で

は

正

し

か

っ
た

か
も

知

れ

な

い

ガ
、

今

日

の
国

語

で

は
、

フ
ば

か

り
唇

音

と

な

っ

て
、
・他

の

ハ

ヒ

ヘ
ホ

は
喉

音

と

な

っ

て
居

る
・
{

そ

こ

で

。

ガ
起
つ
葺

、辱

a
矯

籌

し
い
誤
蕪

窶

に
多
髮

敏
辷

る
人

の
方

言

は
、
ヒ
を

フ
ィ
と

い

っ
て
居

る
。
こ

れ
は
上

古

の
音

で
あ

っ
た

か
も
知

れ

な

い

が
、

今

日

の
国

語

の
標

準

音

で
は

な

い
。

か
う

い

ふ
人

は
、

又

次

の

や
う

な
誤

が
必
然

的

に
起

っ
て

く

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

　
　
　
(十
六
)

含

フ
鵡と
の
混
同

、
　

・
　

　

　

{

第

七

章

　

發

昔

矯

正
、
の

例

九
三



鎗

九
四

罕
氏

を

フ
、-
-
シ
乏

い

ひ
、
兵

隊

を

フ
、ー

タ

イ
と

い

ふ
の
も

、
喉

音

を
唇

音
に

い
ふ

の
で
、

正

し

い
国

語

で

は
な

い
。

上
古

の
波

行

は
、

パ
ピ

プ

ベ
ポ
で
あ

っ
た

と

い
ふ
事

は
、

夙

に

上

田
博

士

の
P

昔
者

に
も

あ

る

か
、
、
成

程

火

の

こ
と
を
朝

鮮

語

で
も
琉
球

語

で
も
、
.P
と

い
っ

て
居

る

や
う

で
あ

る
。
P

の
唇

音

か

や
わ

ら
げ

ら

れ

る
と
、
f

に
な

る
か

ら
、
大

古

は

P

で
あ

っ
た

の
が
、

中

古
で

に
な

の
、

途

に
變
遷

し

て
、

喉

音

の
h

と
な

っ
た

で

は
あ

る

ま

い
か
と

思

ふ
。

と
も

か
く
も
、

ハ

b

ヘ
ホ
は
、
、
今

日

の
國

語

の
標

準
音

で

は
、

喉

音

で

あ

る

か

ら
、

唇

音

に

い
っ
て
居

る

の
を

ば
、
矯

正

せ
ね
ば

な

砂
ぬ
。

　

　
　

(十

七
)　

M
と

ド
と

の
混

同

13

ン
ゴ

(論

語
)
よ
み

の

ド

ン
ゴ
知

ら
ず

、

と

い
ふ
語

は
、

薩

州

あ
た

り

の
八

か
ら
常

に
聞

く
所

で
あ

る
ガ
、

こ
れ

は
流
音

の

r
か

い

へ
な

い
で
、

齒
音

の
d

に

い

ウ
て
居

る
の
で
あ

る
。流

者
の
困

難

な
事

は
。
前

々
章

に
述

べ
た

通

り

で

あ

る
ガ
、

第

十
圖

と
第

十

一
圖

と
を

比
較

し
、

そ

の
發
聲

の
相

違

を
實

地

に
會

得

せ
し

め
、

正

し

き
国

語

の
流

音

を
發
音

さ
せ

〆



ゆ

ね
ば
な
ら
険

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'」

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

一

純

粹

の
大

和

言

葉

に

は
、

語

の
上

に

良

行

の

音

か

な

い
か
ら
、

ご
の
音

か

い

へ
な

い
の

は
、

却

て
大

和
民
族

で
あ

る
、

と

い
ふ

や

り
な
、

ま

つ

い
ロ
實

は

や

め
て
、
充

分

に
舌

の

ま

は

る

や

う

に

せ

ね
ば

な

ら

ぬ
。
舌

の
ま

は

ら

ぬ
も

の
は
、

小

僕

で
、

小
僕

は
上
古

の
民

に
く

ら

べ
る
事

が

出
来

る
、

上
古

の
民

が

い
は
な

か

っ
た
と

い

っ
て
、

穴

縢

小
供

ら
し

く

な

る

が

よ

い
と

い

ふ
事

は

な

い
。

堯

舜

主
義

は

退
歩

主
義

で
、

決

し

て
日
本

主
義

で

は
な

い

。

而

し

て
良

行

を

い

へ
な

い
入

は
、

羨

の

や
う
な
誤

を
起

す

の
は
.
必

然
的

の
事

で
あ

る
.
{

　
　
　
(十
八
)

り
と
ヂ
と
の
混
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

リ

ン
ゴ
(林

檎

)を

ヂ

ン
ゴ

と

い

ふ

の

は
、

ラ

ム

ネ

を

ダ

ム

ネ

と

い

ふ
人

に

き

ま

っ

て
居

る
。
㎝

而

七

て

又

ル

ス
(留

守

)
を

ヅ

ス
と

い

ひ
、

レ

キ

シ
(歴

史

)を

デ

キ

シ

(溺
死

)
と

い

っ
て

居

る

に
相

違

な

い
。

つ
ま

り

良

行

ラ

リ

ル

レ

・
の

か

は

り

に

、

多

行

の
濁

音

ダ
ヂ

ヅ

デ

ー3
を

代

一
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＼

九
六

用

し

て

居

る

の

で
あ

る
。
舌

の
上

か
ら

い
ふ
と
、

r
は
舌

上
音

で
d
は

舌

頭
者

で
、
そ

の
間

誠

に
類

似

の
點

ガ

あ

る
。

即

ち
舌

頭

で

い
ふ

の
を
、

舌

上

で

い
ふ
相

逹

ガ
、

甚

だ
僅

か
で

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

あ

る
。

詳

言

す

れ
ば
、

顎

的

轢

背

と
歯

音
と

の
差
違

は
、

僅

に
舌

の
位

置

如
何

に
よ

る
も

…

の
で

あ

る
。

併

し
良

行

の

い
ぺ
な

い
入

に

は
、

當

初

の
練

習

と

し

て
、

極

端

に
舌

を
卷

か

一

し
め
、
舌
の
運
動
を
し
て
自
由
に
な
ち
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
.
但
し
英
譜
の
エ
や
朝
鮮
人
璽

ガ

の
音

の

や
う

に
、

巻
舌

に
な

ら

ぬ

や
う
、

正

し

い
国

語

の
良

行
音

を
教

授
す

る
事

は
、

教

授

者

そ

の
人

の
技

能

如
何

に
よ

る
事

で

あ

ら

う
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

』

そ

の
他

ワ
ガ
ヴ

.
に
な

リ

ゴ
ガ

コ
に

な

り

ギ
ガ

㍗
に
な

る

や
う
な

国

語

の
不

正
な

音

を
列

記

す

れ

ば
、

限

も

な

い
事

で

あ

ら
う

ガ
、

要

す

る
に
皆

前

々
章

述

べ
来

た
、

學

理

と
應

州

…

か

ら
出

で

く

る
の

で
あ

る
か

ち
、
こ
の
根

本
智

識

ガ

あ

っ
て
、叉

そ
の
精
細

な
訛

音
を

聞

き

一

と

る
程

の
耳

の
あ

る
入

は
、

百
發

百

中
・

い
よ
!
丶

出

で

》
い
よ
一

そ

の
正
鵠

に

あ
た

}

る
よ

纛

快
な
鑿
日整

が
祟

る
事
で
あ
ら
思

為

　

　

　

へ '



　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
…

何
分

に

も

ロ
で

な
け

れ
ば

い

へ
な

い
事

を
、
書

籍

の
上

で
、
而

か
も

不
完

全

な
文

字

を
使

つ

一

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
…

て

い
ふ

の

で
あ

る
か

ら
、

極

精

細

な
訛
音

を
矯

正
す

る
事

な

ど

は
、

到

底

本
書

が
堪

へ
き

ら
れ
な
重

任
で
あ
る
・
以
上
に
列
記
し
た
發
音
矯
正
の
例
も

必
ず
そ
の
標
鑾

是

五

言

假
名
斈

の
音
の
響

で
無
い
者
が
あ
".
・
例

へ
簧

北
頭

穿

を
ツ
と
い
ふ
の

}

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

は
、
決

し

て
假

名

斈

の

ツ

の
發

訟
日
で
は

な

い
.
ツ
と
も

今

と
も

ッ
ど

も

つ
か

塗

種

辺

鼻

音

の

訛
音

で
あ

る
。
そ
の
他

地

方

の
訛
音

は
、
す

べ
て
假

名

文
字

で
は
書

け

な

い

一
種

異

…

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

樣

の
主
日
を

發

し

て
居

る
の

で
あ

る
.
即

ち
前

章

の
終

に
も

言

っ
た

や
う
に
、
或

標
準

訟
日
と
璽

標
準
音
と
の
間
に
、
無
數
の
訛
音
か
め
る
ガ
、
そ
の
中
の
と
れ
か
の
訛
音
を
發
し
て
居
る
の

…

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
訛
音
を
精
密
に
直
寫
し
よ
う
と
い
ふ
に
は
、
假
名
文
字
は
勿
論
、
羅
馬

字
で
も
無
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
發
音
と
文
字
と
の
關
係
に
論
及
し
て
、
本
書
を
終
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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八

章

發
音
と
文
字
と
の
關
係

　 }}サ瞥…"一一 ¶冖
1_

文

字

と

い

ふ
も

の

は
、

言

語

の
發

音

を
寫

す

薦

め
に
作

爲

せ

ら
れ
た

も

の
で
あ

る
。

瀟

し

て
發
音

は
千

萬

無

量

で
あ

る

か
ら
、

そ
れ

を
鑑

く

あ

ら

は

さ

う
ピ

い
ふ

の

に
は
、

ま

だ
千

.

萬

無

量

の
文
字

を
作

ら

ぬ

ば
な

ら

ぬ
。
併

し

文
字

が
多

く
な

れ

ば
な

る
程

、

不

便

で
、

學

鴫

習

に
困
難

に
な

っ
て
く

る
の

で
あ

る
か
ら
、

不
完

全

で

は
あ

る
が
、

標

準
音

の
主
要

な
部

分

ガ
、
あ

ら
は

さ

れ

る
の
.を
程

度

と

し

て
、
歐

洲

の

ア

ル
フ
ァ
ベ

ツ
}
や

天

竺

の
梵

字

や
、

「

朝
鮮
の
諺
文
や
、
日
本
の
假
名
は
作
腐
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
.

義

が
實
に
文
字
の
發
嬰

は
人
類

が
發

明

し
た

も

の

》
中

で
、

頗

る
奪

い
發
明

で

あ

っ
て
、

文

學

の
基

礎

は
、

こ
の

文
字
規
定
の
曉

か
ら
光
を
放

っ
て
、
入

文
學
史
上
を
照
ら
し
、
而
し
て
滔
々
文
明
の
潮
流

を
注

ぐ

の

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

・　

　

.　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

日
本

の
上

代

に
は
、

文

字

か
な

か

っ
た

の
で
、
漢

字

を
借
用

し

て
居

た

ガ
、

国
語

を
寫

す

{

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
}



ホ

9

　
に
は
不

便

で
あ

る
と

い
ふ
所

か

ら
、

途

に
假

名

文
字

を
作

る

や
う

に

な

っ
た
。

而

か
も

そ

　
の
發

明

は
、
嘗

て
先

進
國

た

り

し
朝

鮮

の
諺

文

よ
り
早

く
、

擂
橄
卿
鯲
湖
海
飛
翔
噸

既

に

李

安

朝

の
劈

頭

に
於

て
、

吾

人

は

こ
の
音

標

文

字

を
創
作

し

た

る
事

を

誇

ら
ず

に

は

居

れ

　
ぬ
。

併

し
不

足

を

云

へ
ば
際

涯

の
な

い
事

で
.

前

に
も
屡

々
述

べ
た

や
う

に
、

役

名

は
成

　
熟

音

の
文
字

で
、
子

音

と

号
音

と

ガ
各
別

に

あ

ら
は

さ
れ

な

い
か
ら
、今

日

か
ち
見

る
と
不

・

便

で
あ

る
。

　

そ

こ
で
新

國

字
問

題

が
起

っ
て
き

て
、

學
者

は

こ
れ

ガ
薦

め
に
脳
漿

を
痛

め
て
居

る
次
第

　

で
あ

る
が
、

こ

の
問

題

に

つ
い
て

は
.

全
く

言

語
學

の

こ
と

に
渉

っ
て
く

る
の
で
、

本

書

【

…

磊
簸
擁
腰
欝
罎
驫
蠶
肋魏钁
誘
饗
額
膕墾

　
國

語

を

か
き
あ

ら
は

し

て
居

る

の
で

あ

る

か
ら
、
現

時

の
實

際

問

題

に

つ

い
て

一
言

し

よ

…

廴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
{

　

第

八
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丶

O

一
q
O

昏

郵

も
署

遣
と
い
ふ
も
の
は
・
峯

が
響

に
件
は
な
い
℃
・
古
の
ま
〉
依
然
と
U
て
亀

、

　 　 ～【}{一 　}帰一　一も

し
て

居

る
結

果

で

あ

る
。

小
學

校

令

で
字

音

假

名
遣

を
廢

し

て
、・
寫
音

的

の
假
名

に
改

め

、

た

の

は
、

こ

の
舊

慣

を

打

破

し

た
、

進
歩

的

快
舉

で
あ

る
事

は

..
誰

も
認

め

て
居

る
所

で

'

あ

る
。

而

し

て

こ
の
愉

快

な

る
事
業

ガ
、

ひ
と
り
字

音

に

の
み
限

ら

れ

て
、
圓

語

の
歴
史

」

的

假
名
遣

に
及

ば

な

い
の
は
、

矛

盾

で
あ

る
、

不
合

理

で
あ

る
、

と

の
非

難

は
、

多

く
聞

・

駄
磐
鰻
塚
輪
瀦雛
晶
磁皷
辭
群
籍
甥
黌

及

ぼ

な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

画

譜
假

名
遣

の
改

刷

は
、
疑

問

で
あ

る
。・

な

ん

の
疑

問

ガ
あ

ら

う

か
、

速

に
国

語

に
も
棒

引

を
斷

行
す

べ
し
と

は
、
快

論

で

あ

る
ガ
、
繭

胱

會

が
守

ら

ぬ
日

に
成

っ
て

は
、

學

校
教

育

も
何

の
薦

め
に
す

る

の
か
わ

け

か
わ

か

ら

ぬ

冖

や
う

に
な

る
。

た
と

へ
不

合

理
で

あ

っ
て
も

、

肚
會

が
使

用

し

て
居

る
國
字

は
、

数

へ
ね

ば

な

ら

ぬ
。

と

い
っ
て

い

つ
ま

で
も

不
合

理

な
歴
史

的

假

名
遣

を
墨

守

す

る
時

は
、

到

底

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一



国

語

を
發

逹

せ
し

む

る
事

が
出

来

な

い
か
ら
、

早
晩

改

め

ね
ば

な
ら

ぬ
か
、

肚
會

と
共

に

漸

次

く

に
改

進

し

て
行

か

ね
ば
な

ら

ぬ
.

一
個

人

と

し

て
は
断

行
読

を
主

張

し

て
、

そ

の
機

運

を
早

め
る

の
も

差
支

な

い
か
、

文
部

省

と

し

て

は
聊

か
断

行

に
躊

躇
す

る
方

ガ
、

却

て
至
當

な
事

で
あ

ら

う
、

學

理

は
と

も

あ

れ
、

實

事

に
於

て
實

際

に
於

て
。

吾

人

は
前

章

の
發
音

教

授

の
練

習

問

題

の
例

に
も

書

い
た

や
う

に
、

少

し
も
国

語

の
仮

名

遣

を
守

ら

な

か

っ
た

ガ
、
こ
れ

は
發
音

の
例

話

で
あ

る

か
ら
、
さ
う

し
た

の

で
、
な

ほ
文
章

乏
し

て
は
、

昔

の
規
則

を
守

っ
て
居

か
う

と

思

ふ
。

又

國

語
假

名

遣

は
、

日

本

の
綴

字

法

で
み

る

か
ら
、

假
名
遣

を

全

く
撲

滅

す

る
事

は
、

綴

字

法

を

全

く

な
く
す

る

の
で
あ

る
。

綴

字

法
を

全

く
な

く
す

る
事

は
、

書

く
上

に

は
便

利

で

あ

ら
う

ガ
、

見

る
上

に

は
不

便

を

感

じ

て
く

る
。
文

字

は
書

く

ば

か
り

で

は
な

い
、

見

ね
ば

な

ら

ぬ
、

讀

ま

ね
ば
な

ら

ぬ
っ

綴
字

法

の
あ

ま

の

に
複

雑

な
英

語

や
佛

語

や
は
、

嘉

す

べ
き
も

の
で

な

い
ガ
、

全

く
綴

字

法

の
な

い
、

世
界

普

通

文

字

と

か
、

覗

話

法
用

文

字

と

か
、

叉

は
聲

音

學
者

が
使

用

す

る

第

八

章

　

發

音

と

文

字

と

の

關

係

一
〇

一



鴫
〇

工

特

號

あ

り
顛

倒

あ

る
羅

馬

字

も
、

一
般

の
国

字
と

し

て
見

且

つ
讀

む
上

に

は
、

不

便

で
あ

る
。

電

信

記

號

や
速

記
字

で
書

い
た
文

字

は
、

一
白

讀

過
す

る
わ
け

に
ま

み
ら

ぬ
。

綴

字

法

の
あ

る
の

は
、

無

論

わ

る

い
に
相

違

い
か
、

少

し

は
あ

る
方

が
便
利

な
事

も
あ

る
。

音

入

の
希

望

は
、

国

語
假

名
遣

の
体

言

を
盡

・丶
字

音

假

名
遣

の
例

に
傚

っ
て
、
寫

音

的

と

し
、

用
言

だ

け

は
元

の
ま

》
に

し

て
置

き

た

い
と

思

ふ
。

体
言

の
假

名
遣

さ

へ
廢

す

れ
ば
、

實

に
綴

字

法

の
天

牛

の
勞

力

を
節

減
す

る
事

が
出

來

る
。
用

言

の
綴
字

法

ぱ
誠

に
僅
少

で
、
.

實

に
覺

え

や
す

く
、

又
古

書

を
讀

む

に
も

差
支

か
な

い
。

小
學
校

で
字
音

を
寫

昔

的

の
仮

縫
鞍
輻
藩
躍
動轄
耀
膜"静
飜
璽
鸚
趨

名
遣

案

の
主

な

る
も

の
で
あ

る

や
う

に
、

聞

い
た

ガ
、

も

し

さ
う

で
あ

る

と
す

れ
ば
、

國

語

の
体

言

を
、

字
音

の
例

に

よ

っ
て
改

め

て
も
、

後

に
漢

字

に
書

き

か

へ
る
事
實

は
、

同

じ

て
あ

る
。

用
言

も
全

然
改

め

る
か

よ

か
ら
う

け

れ
ど
、

到

底

非
寫

音

的

な
假

名

文
字

を



篷

い
ち
め
萱

眞

の
鑾

日
は
青

ぬ
鶴

元
の
も
の

〉
に
し
て
舅

方
か
よ
か
ら
う
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

、
吾

人

の
宿

論

で

あ

る
。
(敖
育
時
論
第
五
六
四
號
以
下
三
冊
拙
文
假
名
遣
の
將
來
參
湾
と
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

圏

吾

人

の
希

望

は

何

と

も

あ

れ
、

一
己

の
言

、

敢

て
施

す

所

な

き

も

の

で

あ

る
。
今

日

の

所

、

文
部

省

令

で

は

國

語

の

假

名

遣

を

守

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

や

う

に

な

っ

て

居

る

か

ら
、

そ

の
教

授

法

は

と

う

す

る

か

と

い

ふ

事

を

述

べ
た

方

ガ
、

む

し

ろ

空

理
空

論

を

離

れ
た

、

活

問

題

で

あ

ら

う

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

差
支
が
な
い
・
否
む
L

小
學
の
初
年
級
で
は
、
全
く
寫
音
的
に
假
名
を
使
用

せ
し
め
て
、

ろ
羚

在

営
で
あ
る
・

こ
れ
で
以
三

一。語
を
述

べ
・
思
想
の
震

を
促
す

べ
き
も
の
で

～

あ
る
。
而
し
て
漸
次
く

に
國
語
假
名
遣
を
、
以
前

に
欷

へ
た
寫
音
的
の
も
の
と
對
照
し

{

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

て
、

西

洋

の

ス

ペ

ル
リ

ン
グ
的

に
教
授

し

た

ら
ば
、

文

部
省

令

に

も
逹

は
ず
、

肚
會

と
も

　

衝

突

し

な

い
、

國
語

の
教

授

が
出

来

る
と

思

ふ
。

ま
つ
五
宝

旻

字
は
、
そ
の
鑾

.
を

麦

学
籍

匡
』

前
の
第
五
章
逸

べ
た
や
う
に

一

第

八

章

　

發

昔

文

字

と

の

關

係

一
〇
三

食



一
〇
四

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・
　

　

　

　

…

し

て

一
文

字

に
唯

一
箇

の
發
音

を
敏

へ
、

次

に

そ

の

一
文

字

に
し

て
、

二

箇

以
上

の
音

あ

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

}

る
も

の

を

拔

摘

し

て
、

教

へ
ね

な

な

ら

ぬ
。

例

へ
ば

(
一
)

は

ひ

ふ

へ

ほ

を

ワ

イ

ゥ

エ

オ

・
い
は

(岩

)を

イ

ワ
。

た

ひ
(鯛

)を

タ

イ

　

ほ

(顏

)を

カ

オ
　

と

い

ふ
か

如

し

(二

)　

み

ゑ

を

を

イ

ェ

オ

と

發

昔

す

　

ゐ

ど

(井

)を

イ

ド
　

う

ゑ

(植

)を

ウ

エ

(三

)

ち

づ

を

ジ

ズ

と

發

青
す

　

す

ぢ

(筋

)を

ス

ジ
　

み

つ
(水

)を

ミ
ズ

(囚
)

　

と

發

音

す

　

と

か

う

(兎

角

)を

ト

コ
i

と
發

音

す

く

ふ
(食
)を

ク
ウ

い

へ

(家

)
を

イ

エ

さ
を
(竿

)を

サ
オ
　

と

い
ふ
か
如

し

と

い

ふ
か

如

し

う

ふ

む

の

上

に

く

る

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

を

コ

ソ

}

ノ

ホ

モ

『

冒

推

さ

う

を

オ

ソ
ー

め

で

た

う
(目

出

度

)を
　

ノ
デ

}

11 か



　

邑

L行

な

ふ
を

オ

コ
ブ

ー

　

飛

ば

う

を

}

ボ
ー

　

讀

ま

・プ
を

ヨ

モ
ー

　

や

う

(樣

)を

ヨ
」

鉾

巒

が
絃

弱

る
駐
は
い
ふ
ま
で
も
な
し

　

一

(五
)

釧
蚓
で
を

噸
譜

細
引
灘
と
選
者
す

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

は
ふ
(今
日
)を

キ
.-

せ
う
(薦
む
)を
シ
.-
　
て
ふ
(と

い
ふ
)
を
今
.-

と

い
ふ
か

　
　

如
し

　

　

　

　

轡

　
(六
)

ふ

を

オ
　

と
發
音
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緯

糎

y
㌍
タ
ォ
ス

あ
ふ
ひ
(葵
)を
ア
ォ
ー

あ
ふ
ぐ
(煽
く
)を
ア
ォ
グ

と

　

(七
録

羅

ヂ

ア
ラ
:

カ
:

:

い
ふ
茹
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

な

ほ
昔

の
假

名
遺

法

を
發

音

に
併

せ

て
、

教

授

し

よ
う

と

い
ふ

に
は
、
乘

の

や
う

な
順

序

、
.嶽

灘

,
章

發

音

文

字

と

、
の

駢

係

一
〇
五



一
〇
六

一

で

や

る
の
ガ
・

合

理

で
・

簡

明

で
・

警

で
・

而

し

て
有

効

で
あ

ら

廴

(
一
)

發
音

通

り

い
　

と
書

く

べ
き
も

の

　

老

い
　

悔

い
　
報

い

　

き

ぎ

し

　

の
音

便

(二
)　

み
と
書

い
て

い
　

と
發
富者
す

る
も

の

　

く

ら

み
(位

)

も

と

み
(基
)

ま

み
る
(參

上
)

の
類

.
〆

(三
)

ひ

と
書

い

て

い
と
發

脅

す

る
も

の

　

あ

ひ
だ
(間

〉

か
ひ

ご
(蠶

)

や
ま

ひ
(病
)
,
憂

ひ

　
言

ひ

　

　
の
類

(四
)

發
音

通

り
う

　

と
書

く

べ
き
も

の

　

植

う
　

飢

う
　
据

テ

　

か

み

を

み

や

ま

ふ

ひ

は

お

り

ほ

む

へ

く

の
音

便

に

て
う
　

と
書

く
も

の

八五
)

ふ

と
書

い
て

う
　

と
發
著

す

る
も

の

　 　 　 　 　 　 隅}}獅　 　 　 　 　 剛　叩一 一　 　 　 　 皿　　　　Ψ　　　}　匐8　 　 　 　 　　碗　　響8撕　 　 磆　"　 岡一一



　

け

ふ
(今
日

)

あ

や
ふ
も
(危
)

ゆ

ふ

ぺ
(夕

)

考

ふ
る
　

仕

ふ

る

(六
)

發

音

通

り

え
　

と
書

く

べ
き

も

の

　

ひ
え
(稗

)

え

だ
(枝

)

越

え

　
見

え
　
聞

え
　

の
類

(七
)

創

と
書

い
て
烈

と
發

音
す

る
も

の

　

つ
く

ゑ
(机
)

ゆ

ゑ
(故

)

こ
ゑ
(聲

)

す

貧

家
)

の
類

(入
)　

へ
と
書

い
て
え
　

と
發

音

す

る
も

の

　

い

へ
(家
)

か

へ
(上
)

教

へ
　

行

へ
　

備

へ
　

の
類

(九

)

發
豆
田
通

り

お
　

と
書

く

べ
き
も

の

　

お
り
(織

)

お

の

れ
(己

)

お

よ
そ
(凡
∀

の
類

(十
)

を

と
書

い

て
お
　

と
發

脅

す

る
も

の

　

を
9

(折
)

を

と

こ
(男

)　

と
を

(十

)　

の
類

(十

一
)
.
發
音

通

り

わ

と
書

く

べ
き
も

の

添
ふ
る

の
類

ψ

第

八

章

　

發

音

と

文

字

と

の

關

係

一
〇
七



/

一
〇
入

一　

　

　

あ

わ
(泡

)　

こ
と

わ
砂

(理
)

よ

わ
し
(弱

し
)

の
類

…　

　
(十

二
)　

は

と
書

い
て
わ
　

と
發
書

す

る
も

の

～…　

　

　

か

は
(川

)

く

は
(桑
)

に

は
(庭
)

の
類

,

}　
　
(十
三
)

發
音
通
り
じ
　
と
書
く

べ
き
も
の

心　

　

　

は

じ

め
(始
)

み
℃

か
し
(短
)

お
な

じ
熟同

)

の
類

　

　
(十

四
)

ぢ
と
書

い

て
じ

と
發

音

す

る
も

の

}一　

　

　

う

ち
(氏
)

あ

ぢ
(昧
)

も

み
ち

(紅

葉

)

の
類

…　

　
(十

五
)

發
音

通

の
ず

　

と
書

く

べ
き
も

の

～∵　

　

　

か
ず

(數

)

す

y
(鈴
)

く
ず

(葛

〉

の
類

一　
　
(十
六
)

引
と
書

い
て
ず
　
と
發
音
す
る
も
の

一　

　

　

く
ず

(屑
)

み

つ

か
ら

(自

ら
)

出

づ
　

閉

づ
　
-の
類

…{　

以

上

列

記

し
た

や
う

に
、
發

音

と
文

字

と

件

は
な

い
の

は
、

實

に
不
合

理

で
あ

る
ガ
、

一

仕
　 　 　 　 一　 　 ㎝一一一一一一}__岬_一=_.



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

響

ぱ擦

塞
纒
馨
拠
錨羅

鑵

羅

遊

　
を

學

生

に

強

ふ

る
の
は
、

甚

だ
困

難

で
、

又
惨

酷

で
あ

る

や
う

で
あ

る
ガ
、

用

言

即

ち
主

　

と

し

て
動

詞

の
活
用

を
歡

へ
る
と
、

過

牛

は
記
憶

し

易

い
。

又
体

言

で
も
聊

か
語
源

を
数

　

へ
る
と
、

そ

の
大

部
分

は
合

理
的

に
理
會

か

で

き

る
.

(拙
著

國

語

綴
字

法

参
考
、
而

し

て

　
最

後

に
困

難

な

も

の
は
、

僅

々
數

十

の
国
語

に
過

ぎ
な

い
。

こ

れ
を
英

語
な

ど

の

ス

ペ

ル

　

に
比

べ
る

と
、

雲

泥

の
差

か
あ

る
。

国

語

の
綴
字

法

は
、
教

授

法

さ

へ
甘

け

れ

ば
、

僅

少

.
の
時
間

で
、

書

く

こ
れ
を
記

憶

せ
し

め
る
事

が
出

来

る
.

か

の
初

か
ら
し

て
假

名

文

字

の

…

後

音

を
曖

昧

に
し

て
居

っ
て
、

一
文
字

に
如

何

な

る
異
音

ガ
あ

る

か
と

い

ふ
事

を
知

ら
な

　

い
、で
、

又
活

用

も
語

源

も

敏

へ
な

い
で
、

唯

不
合

理

だ

と

い
ふ

の
は
、

さ
う

い
ふ
人

が
却

　
て

不
合

理

で
は
あ

る
ま

い
か
.

㎝
吾
人

は
敢

て
古

學
偏

狭

の
故

で

さ
う

い
ふ
で
も

な

い
。

叉

文

部
省

令

を
尊

信

す

る
故

に
、

…

「
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

ー
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ユ　ゑ
だ

　
　

　

　

第

八

章

　

發

昔

文

字

と

の

關

係

　

　

　

　

　

　

　

　

一
〇
九

丶



驚

一

一
〇

さ
う

い
ふ
で
も

な

い
.

學

理
と

し

て

は
、

ど

ζ
ま

で
も
寫
音

的

の
完
全

な
文

字

で
、

一
文

・

字

に
異

音

の
な

い
や
う

に

し

た

い
。

さ

れ
ば
假

名
文

字

に
も
贊

成

し

な

い
、

羅

馬

字

も
全

然

贊

成

し
な

い
。

ま

だ

ノ
＼

完

全

不
缺

な
寫

音
的

文

字

が
望

ま
し

い
。
併

し

理
想

を
述

べ

て
、
教

育

の
實

際

を

忘

れ

る
の
は
、

好

ま

し

か
ら

ぬ
事
と

思

ふ

か
ら
、

破

壊

主

義

で
も

な

一
・
建
設
的
で
も
な
-
・
頑
固
た
る
古
派
に
も
流
れ
ず

突
飛
な
る
新
派
に
も
よ
ら
責

駐

唐
…を
守

り
折
衷

を
探

り
、
歩

一
歩

国

語

国
字

の
改

善

に
向

っ
て
、

滿

天

下

の
教

育

家

と
相

提
携

し

て
、

進

み
た

い
と
思

ふ

の
で
あ

る
。

ま
た

文

字

と
發
音

と

は
全

然

初

か
ら

一
致

し

た
も

の
で

な

い

か
ら
、

片

恨

名

の

一
番
畫

の

少

い
ノ

フ

ヘ
ジ

乏

い

ふ
文

字

は
發
音

と

し

て

は
、

む

し

ろ
困

難

で
あ

る
。

片

假

名

の
中

で

一
番

畫

の
多

い

ボ
と

い
ふ
六
畫

の
文

字
も

、
發

音

と

し

て
は
、
唇

音

で
あ

る
か
ら
、
,却

て
、
一

容
易
で
あ
を

そ
こ
で
片
磐

複

名
の
耋

の
薙
髪

發
音
の
鷲

と
筌

二

駿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

し
て
居
な
い
か
儀

小
學
校
の
初
期
の
欷
耳

垂

の
易
い
も
の
か
ら
欷

へ
る
の
三

＼



發
音
の
易

い
言
語
姦

へ
る
わ
け
で
は
な
い
・
併
し
出
来
る
限
り
は
字
畫
も
憂

く
し

…

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

て
、

發

音

も

た

易

い

の
を
欷

へ
る
や
う

に
す

る

が
、

國

語

讀

本

教
授

の
と

る

べ
き
方

針

で

あ

る
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、　

　

㎝

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

今

尋
常

小
學

校

の
讀

本

の
第

一
卷

に

つ
い
て
調

査

し

て
見

る
と
、

金

港
堂

の
甲
種

の
本

に

　

は
ハ
、
ハ
ナ
、
蔵

バ
ー

い
ふ
斈

が

書

初
め
に
出
で
鬟

叉
金
港
堂
の
乙
亜

の

本

に

八

八
、

今

今
、
と

い

ふ
文

字

が

一
番

初

め

に
書

い

て

あ

る
。
集

英

堂

の
本

に

は

ハ
、

}

ハ
ナ
、

フ
ナ
、

⑤

、

と

い
ふ
文
字

を
以

て
開
巻

箜

の
斈

と

し

て
あ

る
・

而

し

て
富

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

山

房

の

は

ト

リ
、

ハ
㍗
、

ア

リ
、

ピ

い

ふ
文

字

が

初

め

に
な

っ

て
居

る
・

こ

れ

ら

は

皆

椴

　

名

文

字

の
字

豊

の
簡

短

で

あ

る

と

い

ふ

理

由

か

ら

、

こ

れ

ら

の
言

語

文

字

を

以

て
開

巻

第

　

一
に

載

せ

る
事

と

せ

ら

れ

た

の

で

あ

る

ら

し

い
。

こ
れ

を

發

音

の

上

か

ら

見

る

と
、

全

く

・

賛

成

が

出

来

な

い
。
全

体

ハ
と

い

ふ

喉

音

や
、

り

と

い

ふ

流

音

は

餘

程

六

箇

敷

音

で

あ

る
、

殊

に

今

チ
、

と

い

ふ

や

う

な

入

蓋

し

い
音

は
最

初

に
教

授

す

る

と

し

て

は
、

頗

る
難
事

で

第

八

章

　

發

音
文

字

と

の

關

係

一

一

一



鶏

N

繍

=

一

あ

ら
う
。
字
書

葎

多

い
け

れ
ど
、
ヂ

ヂ
、

バ
バ
、
と

い

ふ
や
う

な
唇
音

か
ら
始

め
た

ら
ば

、

發

音
数

授

の
側

か
ら
見

て

は
、
ま
つ
無

難

と

い
は

ね
ば

な

ら

ぬ
。

而

し
て
ま
だ
外
三

鬣

讐

竃

讀
本
の
上
で
は
言
語
に
對
す
る
觀
彎

ま
壷

繪

と

に

一
致

を

求

め

ね
ば

な

ら
ぬ

事

で
あ

る
。

ノ
と

い

ふ
假

名

文
字

は
至

極

簡

短

で

あ

る

…

ガ
、

野

と
い

ふ
觀

念

を
起

さ

せ
、

又

野

の
繪

を
書

い
た
所

で
、

そ

の
概

念

が
児
童

の
腦
裏

}

に
起

っ
て
く

る

か
ζ

り
か

と

い
ふ
灌

實

に
む

つ
か
し

い
話

で
あ

る
そ

こ
で

バ
(葉
コ

、

彎

避
鸞
輪
姦

髓
舞
黏
難
壁

と

て
も
出

来

な

い
相

談

に
な

っ
て
く

る

の
で
あ

る
。

期
首

に
幾

多

の
經

驗

を
積

來

つ
た

、
」

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

歐

米
諸

國

の

ワ
ー

ダ
:

で

も
、

發
音

教

授

の
順
序

に

よ

り

て
、

編

述

し

た
も

の
ガ

無

い
か

}

儀

無
論
後
進
の
わ
か
國
縁

ま
だ
一

望
義

な
い
事
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
・

}
.

併

し
讀

本

ば

か
り

で
、

言

語

文
字

を
数

へ
る
者

で
な

い
か

ら
、

教

授

者

は
充

分

に
、

文

字

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

へ



ピ
發
音
あ

難
歎

相
伴
繁

い
事
各

點
し
て

言
教

授
麦

字
贅

あ

間
に
焦

導

出な
"。
募

を
立
て
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
.
杲

の
假
名
斈

で
攣

書
の
多
い
　

濁

音

が

却

て
發
音

に
は
容

易

で
あ

る
、
と

い
ふ

や
う
な

原

理

ガ

あ

る
か
ら
、
文

字

に
迷

う

て

一

發

音
教

授

の
正

覚

な

順
序

を
忘
却

し

て
は
な

ら

ぬ
。
直
音

の
中

で

さ

へ
そ

の
通

り
で

あ

る
。
…

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

又

直
音

文

字

よ

り
拗

音

文

字

ガ
、

書

く

上

に
は
複

雑

で
あ

っ
て
も
、

言

ふ
上

に
は

中

々
容

…

易
な
も
の
も
あ
る
.
例

へ
嬉

↓

ソ
と
い
は
せ
る
よ
り
戟

↓

今
や
ン
と
い
は
茣

五

が
樂

に
音

を
出

さ

せ

る
事

が
出

来

る
。
ボ
ー

サ

ジ
よ

り
も

ボ

ッ
チ

ヤ

ソ
の

方

ガ
、
言

ひ
易

野

、

に
相

違

な

い
。

併

し
拗

音

文
字

に

な

る
と
、

假

名

を
側

に

小

さ
く

書

か
ね
ば
な

ら

ぬ
面
倒

ガ

あ

る

の
で
噛

綴

り
方

と

話

し

方

と

は
、
到

底
歩

調

を
揃

へ
て
、

併

せ
進

む
事

が
出

来

ぬ
。

そ

の
上

日

本

の
文

字

に

は
漢

字

と

い
ふ
大

危

介

物

ガ

あ

る
の

で
、

世
界

無

比

の
難

教
育

を

施
さ
ね
ば
な
ち
ぬ
ゼ

ン
ギ

と
い
受

手
を
漢
字
で
敖

へ
る
廴

先

(サ
キ
)
生

(ニ

マ
ル
)
畜

ふ
、
国
語
の
韲

か
義

へ
る
ξ

た
所
で
・
先
は

乏

い
ふ
事
に
も
彑

第

八

章

　

撥

音

文

字

と

の

關

係

一

一
三



●

一
で
四

や

る

し

.

生

は

イ

キ

ル
と

も

賀

名

生

芝

生

の

ブ
と

も

な

の

、

又

音

で

は

シ

ョ
ー

と

も

ジ

ョ
ー

ψと

も

な

る
、
行

と

い

ふ
字

の

如

き

は
、
國

訓

で

ユ
ク
智

オ

コ

ナ

フ
、
と

な

り
、
音

で

は

コ
ー

、

ギ

ヨ
ー

、

ア

ソ
、

に

な

る
。

文

部

省

令

に

落

ち

た

日

本

人

が

毎

日

生

命

を

つ

な

い
で

居

る

米

と

い
ふ

字

で

も

、

ベ

イ
、

マ
イ
、
メ
、

コ

ノ
、

ヨ

ネ
、
な

と

種

々

の
發

音

を

憶

え

さ

せ
ね

ば

な

ら

ぬ
。
尋
常

小

學

の

生

徒

ガ

ヒ

ヤ

ク

(百

)
と

い
、ふ

事

は

習
う

た

ガ

ピ

ヤ

ク
、
と

か

ビ

ヤ

　

　
　

　
　

　

　
　

　

リ

ク
と

か

い

ふ
事

は
習

は

な

か

っ
た

と

い

っ
て
、

家

庭

で

一
百

と

三
百

と

の
發

音

を
、

欷

へ

}
た

の
を
承

知

し

な

か

っ
た
。
と

い

ふ
實

話

も
聞

い
た
事

ガ

あ

る
。
實

に
危

介

至
極

で
あ

る
、

か
う

い

ふ
事

を

思

ふ
と
、

小
學

教
育

の
薦

め
、

涙

を
灑

い
で
漢
字

全

廢

を
絶
叫

し
た

く
な

っ
て
く

る
。

併

し

今

日

の
所

肚

會
國

家

の
大
多

數

が
使

用

し

て
居

る
國

字

は
、
・全

く
漢

字
,

-
で

あ

る

か
ら
、
暗

涙

を

呑

み

つ

〉
も
数

へ
ね
ば

な

ら

ぬ
。
漢

字

の
教

授
法

ま
で

説

く

の
嫁
、
-

本
書

の
問

題

以

外

の
事

で
あ

る
か
ら
、

拙

文

国
語

教

授

法

(小
學
概
数
員
検
定
受
驗
用
醸
科
講
義
)
、

に
讓

っ
て
、

こ

》
に
は

全

く
省

く

事
と

し

よ
う
。　

　

,　

.　

　

　

,
、　

　

　

　

　

一

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

ち　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

}



　

と

に

も

か
く

に
も
、

發

音

の
原

理

が

一
通

り
。

わ

か

っ
て
く

る
と
、

假

名

で
も
漢

字

で
も

　

教

授
す

る
上

に
、

種

々

な
新

工
夫

新

發

明

が
出

で

こ
よ

う
と

思

ふ
、

本
書

は
讀

者

に
暫

し

　

て
、

そ
の
新

工
夫

新

發

明

を

促
す
、

導

火
線

た

る

に
過

ぎ

な

い
も

の

で
あ

る
。

　
終

に

一
言

す
、

國

語

の
愛
、

国

家

の
愛
。

こ

れ
ガ
吾

人

の
眞
髓

で
あ

っ
て
、

こ
の
事

は
實

　

に
国

語

の
統

一
が
国

家

の
基

礎

を

堅

め

る
上

に
、

重
大

な
關

係

を
有

っ
て
居

る

も

の
で
あ

　

る

か
ら
、

國
音

を
正

し
、

国

語

の
標
準

音

を
以

て
、

吾

等

五

千
餘

萬

の
同

胞

ガ
、

異

口
回

　
音

に
正

し

き
、

日

本
国

語

を
話

さ
む
事

を
切

望
す

る
の
で

あ

る
。

こ
の
優

美

に

し

て
高

爾

　

な

る
、

而

し

て

い
か
ば

か
り
精

密

な

る
思

想

で

も
、
言

ひ
あ

ら

は

さ

れ
な

い
事

の
な

い
、

　
國

語

を
、

新

領

土

に
欷

、へ
、

支

那
朝

鮮

に
授

け
、

進

ん

で

世
界

の
き

は
み
、

黒
船

の
烟

の

　
到

の

と

y
ま

る
限

り
、

旭

の
御
族

の
光

り

わ

た

ら

む
限

9
、

吾

が
大

日
本

の
國

語

を
普

及

一～　

し

た

い
と

思

ふ
。
併

し
孤

島

の
蜻

蜒

州

で
、
發

昔

が

か
う
支

離

滅

裂

に
な

っ
て
居

て
は
、.

㎝　

国
語

の
普

及
横

張

も
、

唯
痴

人

の
夢

で

あ

ら

う
。
吾

人

は
痴

人

の
夢

を
語

ら
う

か
、

猛

進

.

　

第

八

章

　

發

音

と

文

字

と

の

關

係

一

一
五



丶

一

一
六

し

て
外

人

に
国

語

を
授

け

よ
う

か

と

い
ふ
に
、
ま

つ
退

て
國

語

を

統

扇
さ

せ

ね
ば
な

ら

ぬ
。

敵

を
襲

撃

せ
む

と
す

る
も

の

は
、

ま

つ

そ
の
居
城

を
堅

め

ね
ば

な
ら

ぬ
。

含
め

時

は
、

そ

れ
大

和

民
族

を

し

て
、

盡

く
大

利
言

葉

を
金

城

鐵

壁

と
頼

ま
す

る
程

の
、

國
語

教

育

の
基

を
定

め

れ
ば

な

ら

ぬ
好

機
會

で
あ

ら
う
。

こ
の
好
機

會

を

捉

む
入

は
、

本
書

を
讀

む
人

の

責

任

で
あ

る
。

本
書

を
書

い
た
不
省

の
任

務

は

い
ふ
ま

で
も

な

い
。

こ

の
重

大

な

任
務

は

-

一
人

一
個

の
力

に

よ

る

べ
き
も

の

で

は
な

い
、

幾

千

の
数

育

家

ガ
、

足

な

み
揃

へ
て
、

國

字
国

語

の
矯

め

に
力

を
盡

す

べ
き
事

で

あ

ら
う

と
思

ふ
。

あ

)
國

語

の
愛

国
家

の
愛
。　

、

文

字

に
書

い
た

心

の
ば

か
の

漢

國

語

で
あ

胤
ζ

思

っ
て
居

た

の
は
・

晋

の
夢

國
語

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
口
語
で
、
。
語
は
鑿

日
で
あ
る
か
巨

峯

で
は
な

い
、
峯

罐

響

の
.窶

部
の

}

幾
分
を
寫
し
出
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
字
は
死
ん
で
居
る
、
言
語
は
生
き
て
居
る
。

生
き
て
居
る
鼠
講
を
知
ら
な
い
人
は
、
欷
育
者
と
し
て
は
死
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
は
ね

ご

ば
な
ら
参

、の
生
々
活
々
た
る
曇
口語
国
語
姦

授
す
る
大
磯

是
非
と
も
鑿

日
學
の

垂



∂

を
知

ら

ね
ば

な

ら

ぬ
。

聲

音

學

の
何

た

る
を

知

ら
な

い
で
國

語
数

授

を
呶

々
す

る
者

は
、

い
は

ゆ

る
盲

者
蛇

に

鉛
ぢ

ざ

る
譬

に
洩

れ

な

い
。

叉

聲
音

言

語

の
原

理
を
知

ら

な

い
で
、

教

育

者

た

ら
む

と
欲

す

る
人

は
、

生

理
解

剖

の
理

を
知

ら
な

い
で
、
醫

者

と
な

ら
う

と
す

る
も

の
と

一
般

で
、

危

険

千

萬

で
あ

る
。
而

し

て
眞

に
国

家

を
愛

し

、
教
育

を
重

ん
じ
、

國
語

を
箪

ぶ
人

は
、

必

ず

こ
の
聲

音
學

を

研
究

せ

ら
れ

ね
ば

な
ら

ぬ
。

本
書

は
頗

る
小
冊

子

で
は

あ

る
ガ
、

木

鐸

と
な

っ
て
、
斯

道

の
勃

起

を
促

す

上

に

は
、

多

少

の
効

ガ

あ

ら
う

と
思

ふ
。

と

も

か
く
も

、,
斯

學

の
先

鋒
と

し

て
、

不
完

不
備

な

る
所

は
多

い
け

れ
と
も
。

あ

は

れ
國

語

の
矯

め
、

國
家

の
薦

め
、

第

八

章

　

發

昔

と

文

字

と

の

關
係

二

七
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